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序

熊本県北部の主要都市である玉名地域は､古くから菊池川による水運の恩恵を受け人々

の生活が早くから切り開かれてきた地域です。それを証するかのように、平成７年２月

には同河崎に所在する柳町遺跡から４世紀初頭のものとされる木製よろいの部材の一部

に、わが国最古の文字である「田」が描かれていたことが判明しています。その後、最

古の文字については諸説あるなかで今では他の地域に嬢りましたが、玉名地域の当時の

文化の高さを知ることができました。

ここに報告する「祭田下遺跡」は、このたび九州新幹線建設工事に伴い発見し調査を

おこなったものです。調査の結果、鎌倉時代を中心とする遺構・遺物を多く検出し玉名

平野における農地開発史をうかがい知る資料が検出されました。

なかでも、当時、中国産の青磁や朝鮮半島の白磁などが遺跡から出土しており、東ア

ジア全域に及ぶ交易の実態を知ることができました。

本事業における玉名地域の埋蔵文化財発掘調査もあとひと息というところまできて、

今後はその成果をまとめた報告書の刊行がまたれるところです。

本調査報告書が広く県民の皆様に利用され、郷土の文化財への理解・保護に活用され、

子供たちの郷土の歴史を知る一助となると幸いです。

最後に、発掘調査を実施するにあたり玉名市をはじめ地域の方々からの御指導・御協

力を賜りましたことに対しここに厚くお礼申し上げます。

平成２１年２月１日

熊本県教育長山本隆生
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祭田下遺跡発掘調査報告

-九州新幹線建設工事に伴う埋蔵文化財一

第１章序言

本書は、熊本ﾘiL玉名市津翻字的場の「祭田下遺跡」において、熊本県教fi:委員会が２００４年（平成１６年）

に実施した発掘捌査をとりまとめたものである。

祭田ド遺跡は、玉名平野のほぼ中央を瓜流する菊池川とその支流である木葉川に挟まれた平野上に位置し

ている。遺跡の西に位置する菊池川左岸までは約570ｍ、南に位i剛する木集川右岸まで約180ｍの沖積平野

上にあたる。

遺跡のある本地域は､熊本県において周知の埋職文化財包蔵地｢f名平野条里跡j'に含まれ､また､玉名巾
］

戦育委員会作成の遺跡地図中には名称不明で記較のある文化財包蔵地に該当する。

遺跡周辺は昭和４０年代から５０年代にかけて大規模におこなわれた農地拡大のための圃場整備等により土

地が大幅に改変され'日地形を窺い知ることはできないが、わずかに残される平野上の小字満や伝承等により

その土地の由来及び土地利用の変避を知ることができる。

よって、本稿では考古学見地からの発掘調査報皆はもとより、文献史学の見地からのアプローチとして、

土地に磯される文献及び地誌の詳細調査をおこない、本遺跡の平野上での位侭付けを行なった。

ｌ調在の経緯

本地域は今回本調査を実施した祭田下遺跡を始めとして幾時代もの時期の遺物が出土することが知られて

おり、その中でも中世の土師器が多く散布していることが以前から知られていた。昭和４０年代に実施され

た圃場整備等の土地の改変により土地の歴史を語る歴史的擬観が消滅したため今では、遺跡の存在は表面か

らでは窺い知ることはできなくなっていた。しかし、この度の九州新幹線巡設工事に伴う那前の予伽調査に

おいて、計画地の一部から埋蔵文化財が確礎されたことを踏まえ、この地域が熊本県並びに玉名市の管理す

る遺跡地図上においても周知の埋蔵文化財包蔵地内にあたること、遺物・遺構が良好な状態で地下に残され

ていることなどを鑑み、工事に先立つ事前の記録・保存のため発掘捌査が必要と判断した。

２調査の契機となる九州新幹線鹿児島ルートについて

九州新幹線鹿児島ルートは、国民経済の発展及び国民生活領域の拡大並びに地域の振興を図る目的で「全

刷新幹線鉄道整備法」に基づき建設されるもので、福岡市から熊本市、鹿児島県川内市付近を経由し鹿児島

市に至るまでの総延長約249kｍの大動脈である。完成により、移動時間の短縮、1liL内総生産にもたらす経

済普及効果及び地域間交流の拡大等の多くのメリットがもたらされることから、各界から早期の開業が望ま

れている。

当該ルートは昭和４８年１１月１３日に盤備計画の決定及び建設の指示がなされた後、昭和６１年８月２９日

に工事実施計画認可申訓がなされたが、その後の経済状況や社会↑''1勢の変化に伴い、平成３年８月２２日に

先行して、八代一西鹿児脇間についてｴﾘｌ実施計画が認可され、同年９月７日に起工した。その後、平成１０

年３月１２日に船小屋一新八代間の工事実施計画が認可され、同２１日に起工、さらに平成１３年４月２５日

に博多一新八代間の工事実施計画が追加認可され、同年６月２日に博多一船小屋間が起工している。

現在、平成１６年３月１３日の新八代一鹿児島111央間の部分開業を経て、Ｎｉ多一新八代間について、平成

２３年春の開業を目指して工事が鋭意進められている。

ｌ熊本蝶孜行委員会作成『熊本県遺跡地図.11994

２熊本県戦術委員会ｒ熊本県の条皿跡』熊本県文化財Ｊ１庇報告節２５集１９７７

３玉名市戦ff委員会『.I《名巾内遺跡地図ｊｌ錦市歴史資料典成輔８典１９９１

－１－
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３，１１:前照会と〕う術,洲侭の経紳

熊本ﾘ１４内におけるﾉL州新幹線に伴う埋戯文化財発掘訓介は、平成９年の１１本鉄道建設公卜''九州新幹線辿股

ﾊｊ【現：独立↑j:政法人鉄道建投・運輸施投整備支援機柵ノI州新紳線建設ﾊｊ（以ド、「鉄道処I没・迎輪機櫛」

と言う)〕から/制上郡津奈木町での文化財の照会ﾉ文び試側Ⅲ淵査の依頼を契機として、新幹線建設に伴う埋戯文

化財発棚Ii調査が始まった。玉?IIli域では'ド成１５年に同AＩ)からの依頼を受け、県文化課が遺跡地図との照合

と現地踏査を火施した結果、‐味平野条蝋跡や安楽寺辿跡、中神久遺跡聯の周知の雌蔵文化財包蔵地がl:‘|ド

予定地内に存在することが確認されたため、県文化課ではこれらの地点には埋蔵文化財が作在する叫能性が

商いと''1断し、当該結果と予Ｉｌｌｌｉ‘淵査が必狸な旨を鉄道建I没・運輸機織に対し通知した。

これを受け、鉄道述股・運輸機構から平成１５年８ﾉj８日予伽淵査の依頼がりi↓文化課になされたため、リI↓

文化課において､ド成１６年ｌｊｌ２６Ｅｌから３月１３日にかけて同澗侮を実施、４５樹所の試州１１坑（以ド、「トレ

ンチ」という）の一部において、中世及び古代の遺物包含層が〃在することを碓隠したため、平成１６年３

月３１１１１１局に対しその旨を通知し、併せて文化財係護法鯛５７条の３節ljr(の脱定に』』鴫づく発伽通知が必腿

な旨を通知した。

これを受け、、ド成１６年５ｊｌｌ８口鉄道鯉設・迎輸機l1lliから１１M賊文化財発柵iＩに対する調州11地の|地承継,Iド

及び発掘調壷の依頼が雌文化課に対して出されたため、リ『(文化‘W1は文化財保護法第５８条の２に峰づき、、ド

成１６年５月２６日に１１１１‘3及び１輪市教育委貝会に対し苑MIII淵在にi';手する旨を逆知した。（吉II1）

４１錦郡Iliにおける新鮮線辿股I二1#に{'ドう埋戯文化1Mｿ鋤I細在について

玉橘市域における埋戯文化Ⅱｲ発掘訓企は、、ド戒１６年４月２７１１に玉:i''''1Ｉ南側'111における瞳山前111遺跡から

始まり､同年６月から翌年平成１７年度を中心に､稲佐津留遺跡･太郎丸辿跡鼠瀬萩辿跡の捌盗でピークを迎え、

平成１９年度に実施したI銘平岬条里跡（IIr閑前地区）の発捌柵在をもって終了した。

調侮総面戟は、35,665.5㎡にのぼり、玉名平野の中心部を東I1Iiに横断した形となっている。そのため、Ｉ淵

壷は洪破世台地上からＫ名平野上の沖馴地にまで及び、本地域の埋蔵文化財の滞座の商さを改めて知ること

となった、
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５調在細織

本事業に伴う埋蔵文化財澗査は、熊本県教育委員会が主体となり玉名市教育委員会を始め周辺市町村教育

調査に伴い関係機関の方々より各種の助言、指導も得ている。委員会の協力を得て実施している。また、調査に伴い関係機関の方々 より各種の助

以下、当課の調査体制を記すとともに、芳名を記し感謝申し上げたい。（敬称略）

予備調在（平成１５年度）

調査責任者熊本県敬育庁文化課艮

洲査総括ノ′主幹兼文化財0側査第一係担ﾘｉ

捌査事務局〃裸長補佐

〃主幹兼総務係長

〃主任主リド

調査担当者′′主任学芸員

〃 IIIji託

成瀬烈大

商木正文

古田悪

柵杭正義

天野寿久

長谷部鰐一

宇旧員将

発掘調査（平成１６年度）

調査担当者熊本県教育庁文化課艮脇ilt義昭

調査総括〃課長補佐兼文化財第一･係担当商木正文

調従事務局〃課長補佐吉IＨ悪

〃主幹兼総務係災欄杭正義

〃二i妊主ﾘド天野寿久

〃 三i皇事小谷仁志

調査担当〃主任学芸員長谷部善一

〃 二測千ギリド吉IH徹也

〃嘱託早'１１利宏

〃 噸託園H1恭子

調査助言・指導及び捌査協力者

独立行政法人国立文化財研究所奈良文化財研究所、ｊｉ名市教育委口会、

大牟田市教育委員会、高田町教育委員会、熊本雌立装飾古壇館

菊水町教育委貝会

牛嶋茂、杉本和樹、西田道志、竹田宏両l、末永崇、ＩⅡ中康雄、荒木隆宏、古閑敬士、大倉千寿

益旧浩二、坂ｊｌ:義哉、猿渡真弓、iWi田英樹、青木勝士、坂田和弘、山下義満、岡本真也、坂口圭

馬場正弘、尾方圭子、松森由美、畑田学、池田朋生、上高脱聡、猿渡式子、横111愛、大山智美

毛利恒彦、手柴智暗、米村太、稲葉貸子、唐木ひとみ、土田みどり、北原美和子、内田成香、本田

猿渡真弓、iWi田英樹、青木勝士、坂田和弘、山下義満、岡本真也、坂口圭太郎

松森由美、畑田学、池田朋生、上高脱聡、猿渡式子、横111愛、大山智美

米村人、稲葉貸子、唐木ひとみ、土田みどり、北原美和子、内田成香、本田麻紀

調奄（整理）に伴う業務委託先

４級基弧点測敬及びメッシュ杭設悩業務

出'三遺物写真撮影業務

空中写真撮影業勝

実測図デジタルトレース業務

株式会社埋徴文化財サポートシステム

西大寺フォト

株式会社写測エンジニアリング

株式会社埋戯文化財サポートシステム
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６報告餅の作成

蝿告謝の作成は、熊本県教育庁文化課太郎丸遺跡発掘鯛査ＤＩＩ勝所（平成’７年度）及び熊本県文化財演料
案（平成２０年度）にて行い、２カ年を要した。

報告郡の作成に際しては、各執兼者が盤即した内容を縄集者がとりまとめ、調査凸全体による討議を経て、
般終原稲とした。

ｌ）本苫の執飛分担は、以ドのとおりである。

第１煮序酎吉川徹也・長谷部善一

第２竜捌侮

Ａ本地域の歴史的背殿及谷部・肯木勝土

Ｂ地理的環境蝿嶋正弘

ｃｉＩＩｌｌｌｉｌ株式会社埋蔵文化財サポートシステム

第３章辿柵

１週跡の立地と地形災谷部

２週柵各脱IwlIIl利宏・長谷部

第４章遺物

ｌ土器賊・石製品IilII1・及谷部

２石製船・土製品ほか１１１１Ⅱ．艮谷部

第５章附縄

安楽寺頒三K名荘についての文献淳調従翻告

大山智美（九州大学大学院比較文化科学研究科）

ｉｌｉ木勝士（共Ijil執兼熊本ﾘ01玉名地域振興川）

第６章総括及芥部

２）遺物の写典拠影と印刷用原稿の作成は、独立行政法人凶立文化財研究所奈良文化財研究所牛嶋茂氏の

指導のもと、杉本和樹（西大寺フォト）が撒影し、北原美和ｆ･稲葉貴子･唐木ひとみ･坂仲美香が補助した。

３）遺物の実測は主に稲葉・唐木が行い、猿渡式子が補正等をおこなった。

４）図而・図版・抑図・表の作成は主に猿渡・横田愛がおこなった。また、報告神刊行に際し、県文化財資

料室坂本千恵・稲紫が最終的に捌盤及び編集をおこなった。

５）遺柵図の服隙仙は、平而直角鵬標系第Ⅱ系による。高さは、東京湾平均海面を』蝋１１とする海抜高であら

わす（日本水準点原点：Ｈ＝２４４１４０ｍ)。なお、２００２年４月111からの改正測餓法の施行にともない、

日本測地系から世界測地系へ移行することとなったが、九州新幹線建設工事に伴う埋蔵文化財の発掘捌査

はすべて日本測地系によっているので、本蒋の平面座標も日本測地系で表示し、一部に世界測地系の数字

を併記した。

６）発掘遺柵は、辿柵の棚別を示す以下の岨号と、一迎の数字の組み合わせにより炎犯した。

ＳＡ（塀)、ＳＢ（地物)、ＳＣ（回廊)、ＳＤ（湖)、ＳＥ（井戸)、ＳＦ（道路)、Ｓｃ（池)、ＳＫ（土坑)、ＳＰ（柱穴)、

ＳＳ（足場)、ＳＸ（その他）

７）遺跡地図中に犯している周知の埋蔵文化財包蔵地「玉名平野条蝿跡」及び「祭Ｈ１下辿跡」の範囲・名称

については、熊本県教育委員会作成の遺跡地図をもとに災記している。しかし、同地域には玉名市数行

委員会による辿跡地図も作成されているが、辿跡名称が未鞭録のため参考随囲として捉えている。

８）遺物観察友に肥している色調については「新版標郡士色帖」（1999)、ＤＩＣカラーガイド「中国の伝統色」

（第２版)、槻地色カード２３０．日本色研１９８８を使川した。

９）本１１$中での人名は、すべて敬称を街賂させていただいた。

１０）註は各貞ごとに末足にまとめた。

１１）本苫の綿典は、野田拓治主幹兼文化財資料室長の指導のもとに、長谷部がおこなった。
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第２章調査

１調査地域

Ａ本地域の歴史的背殻

祭田下遺跡は玉名市街から東にあたり菊池川を挟み、木葉川が菊池川に注ぎ込む合流点近くに所在する。
当該地域は古代に条里がおかれ、中世以降には安楽寺領玉名鞭と呼称され、荘園経営がおこなわれていた地
域である。当平野を中心とする周辺地域には周知の埋蔵文化財包蔵地は多いが、調査例は少ない。近年、木
葉川河川改修に伴いﾘ,L文化課で試掘・確認調査を実施した結果、弥生時代以降遺跡が多く確認され、ようや
く本地域の歴史が分かり始めた段階である。以下、各時代において現段階で判明している資料等をもとに当

遺跡を中心とする地域の歴史的環境を記す。

【旧石器時代】本地域における旧石器時代の遺跡は、広く旧玉名郡市域にまで範囲を広げてしか概観すること
３

ができない。玉名市岱明町（１日玉名郡岱Iﾘ1町）の西照寺遺跡出土のサヌカイト製の石器が知られていること

と、同様の石器が玉名市箱中でも出土していることが知られているのみである。近年の玉名市域における分

布調査及び発掘i淵査により知られてきており、今後の資料増加に伴い、より詳細な旧石器時代の様相が分かっ

てくることを期待したい。

【縄文時代】同時代を‘悟るうえで、地球規模の大規模な気候変動の作用は避けて通ることはできない。当時は

史新世末期にあたり急激な温暖化が進み約1万年前の海水面はほぼ現在の海而近くまで上昇していたと考え

られている。それに伴い氷河期を終えた人類は活発な活動の巾から、我が国初の土器文化を芽生えさせた時

期にあたる。その事象をもって時代区分は旧石器時代から縄文時代へと移り変わる。

当該地域ではこの純文時代が始まった箪創期に相当する遺物・遺跡は蝿められず、先述した旧石器時代の

遺物を残した人々の足跡はそこで現時点では一旦途絶えることとなる。その後、本格的に当時の足跡をたど

る事ができるのは細文早期からであり、更なる温暖化により現在の地形の原型が獲った後の時期にあたる。

この時期の遺跡数はまだ少ないが玉名市岱明町大野下､玉名郡長洲町「ヒイデン洲」などで見ることができる。

その後、更なる温暖化が進み約6,000年前をピークとする縄文海進が進む邪になる。時代区分としては細

文前期から中期にあたる当時、海水面が上昇する現象に伴い現在の海岸線近くにまで進出していた人々は内

陸奥深くにまで及んだ海岸線付近まで後退しそこに足跡を刻むこととなる。玉名市域で見られる当時の遺跡

として主に貝塚がその指標としてのメルクマールとなろう。

現在の海岸線より数ｋｍ内陸にあたり洪積台地の縁辺部にそれら貝塚は立地しており、主なもので繁根木

貝塚・桃田貝塚・保田木貝塚（玉名市)、尾崎貝塚・古閑原貝塚（旧岱明町)、竹崎貝塚・尾田貝塚（旧天水

町）がある。また､雌も内陸に当たり、海水産の貝を包含する貝塚として菊池川中流域にあたる若園貝塚（現

玉名郡和水町）が知られている。

その後、縄文後．晩期になると海水而の低下とともに海岸線は後退し、現在見ることのできる風景が残さ

れる。現在見られる玉名平野には広大な沖積地が形成され、晩期に朝鮮半島から九州北部へもたらされた稲

作文化を受け入れるだけの下地は完成されたこととなる。

九州北部で定着した稲作文化は現在の福岡市付近で成立した夜臼式土器とその系譜を継承した板付式土器

とともに晩期には玉名地域へも伝わり稲作文化の定着が進むこととなった。平野上では、次にくる本格的な

稲作文化の予感を感じさせる土器群が普及していった時期にあたる。

ｌ熊本県数行委幽金子熊本県の粂里跡』熊本鼎文化財調壷側告苗踊２５典１９７７

２木災川徽旧瓢業として「群前遺跡」が鋤謝され、所見のなかで「要約すれば、１２１１t紀後半～１３世紀後半に、菊池氏の支配下に世かれた

典落が〃在した過跡であると考えられる」と述べられている。熊本県数行委員会ｒ群liiI過跡ｊ熊本ﾘ&文化財調査棚併第２１９典２００４より

ほかに、調従を行い現在餓理中の週跡として、北の崎遺跡、剣抜過跡、瀬恢週跡、太郎丸遇跡などがある。

３『1《名市史』第-･瀬節三節「I《名巾周辺の先土冊時代の遺跡」中記戦

４現価はマイナス１～２ｍのV:榔上にあたるが、、'i時の海水面は現在より低かったことを好感すると居住もしくは生藁空間を想定するうえ

で十分な面俄である。

－６－



通名ではこれら一・連の埋蔵文化財が他の地域に比べいち早く注目され調査・研究が進むことになる。その
要図として、Ｈ１避哲夫・坂本経楚ら県北における研究者の存在が大きい。

また、熊本県立玉名iwi等学校考古学部（以下、「玉商考iii学部」と言う）の存在を無視することはできない。
本地域における同氏や玉高考古学部の調査は熊本県内における考古学捌査の先駆けとなるものであった。
【弥生時代】玉名地域の弥生時代前期の遺跡として、ｆ名市伊倉に所在する城ケ崎貝塚があげられよう。第二
次大戦巾に雌行場辿設のため採土工嘱により発兇され、峨後（昭和２３年）に坂本経尭により『日本考古学
年報Ｌ［に瓦社貝塚として報告されている遺跡である。辿跡からは前期の上器群とともにこの時期特有の石
器である太形蛤刃石斧・磨製石斧が１１１土し、弥生時代前期の様相を知る手がかりとなった。

その後、田遜が指導する玉高考古学部が昭和２７年にＨ１添夏喜が発見した岱明町山下に所在するI|』道貝塚
の発掘鯛査をおこなっている。確認した貝暦からは多くの貝殻や献骨などとともに、炭化米数十粒が出ｔし

同時に出土した前期の標識土器である板付式土器の翌・灘などから、弥生前期に当地で稲作がおこなわれて

いた証拠を示すとともに純粋な弥生時代前期の貝塚として県内初の調査例となった。

さらに昭和３３年には日本考古学協会の弥生式特別委旦会の乙賊重降がE名市天水町（旧玉括郡天水町）

大字尾旧の斉藤山貝塚の調査をおこなっている。‘凋査の結果、夜臼式・板付式上器が混在するなか鉄斧が出

土し、ｉ'f銅器を主体とすると考えられていたI‘１時期の鉄器文化へ新たな資料を提供することとなった。

その後、Ｅ名地域における弥生前期の１１M査は平成になって、大規模工蝋に伴う行政調査によりその一端が
５

明らかになってくる。平成６年から始まった一般１１道２０８号玉名バイパス改良工事に伴う柳町遺跡（玉名市

河崎）の発掘調査は縄文晩期から古噛時代末までの資料が多く出上した。なかでも縄文晩期t器とする突帯

文土器、弥生前期の夜臼式・板付式土器が出土し細文から弥生に移り変わる時期の黄料が提供されている。

中期から後期にかけて菊池川流域を中心に多くの弥生の遺跡が周知され、県内でも後期特有の特色を有す

る上器文化が芽生えることとなった。口縁が「く」状に屈曲し僅胴で短く開く脚を有する所訓｢野部田式土器」
力､とう更 ｑう

などがある。それらは流域での主要な遺跡である111鹿iljの同指定史跡方保}11束原遺跡、菊池市七城町うてな

遺跡など中期から後期にかけての遺跡から多く出土し、地域の拠点となる大規模な環濠集落内で多く用いら

れている。

【古城時代】ｆ名市域は縄文時代の説明のなかで示したとおり、沖械平野と丘陵性台地が混椛する地形を呈し

ており、ほとんどの古噴は平野を見下ろす台地の縁辺部に築造されている。このようななか、当市域では前

期から後期にかけての古墳を多く見ることができる。前期古墳で代炎的なものとして、伝左山（繁根木）古

墳（円峨）・稲荷山古墳、同市岱明町に消滅したが院塚古墳（前方後円斌）があげられる。

また、本地域で古噛が多く出現する後期になると市内全域にその分布を見ることができる。玉名平野下流

域の伊倉から天水町にかけての大塚古墳（Iiii方後''1墳）を代表とする古墳群、平野北部域に所在する大坊古

墳（前方後円墳)、永安寺西古墳・永安寺束古城（''1墳）など元玉名を中心とする地域、菊池川左岸（平野東

部）にあたる地域に山下古噴（前方後円噴（消滅))、また、近年発掘調査が実施され竪穴系横穴式荷室を確

,隠した城ヶ辻古城群が所在する伊倉丘陵性台地付近などがある。

そのようななか、亜要な古墳の多くｉｆ地する地域ではあるが、北部から東部方面は小代山を中心に花間岩

風化土埋が広く分布するため、古くから土砂採取が礎んにおこなわれ古墳が築かれやすい低丘陵を中心に地

形そのものが消滅するという愛うべき状況が続いた時期があった。

昭和４０年には市内山部田にて山下古城（撫歎脇潔!;鼎.W講酬）が山砂採取による消滅に際して緊急調査
ｇ

がおこなわれた。主体部は前方部（第１号石械）と後''１部（第２号石柏）に凝灰岩を判り貫き底部を舟形に

成形した舟形石械がjfl1設され、第２号石柏南側に第１．２１；壷柏が直葬され当時の押送価礼の一例として注

目される。また、同搬に市内玉名で馬出古噴が士砂採取により消滅している。その時期、人知れず破壊され

５熊本県数行委仙会ｒ柳町遺跡Ｉ』熊本県文化財蝋盗報告節２００典２００１

〃ｒ柳町辿跡IIJ'′期２１８典２００４

６１１１鹿市救育委仙会1.方保佃東脱遺跡./111恥市in製遡跡砿泌‘淵商報告節１４．１７－１８集２００４

７熊本県数行委仙会うてな遺跡」熊本県文化財劉在側告窮１２１典1992

8玉f′i市執行委仙会r山~ド占喰叫査報ｉＩｒ沓.Ｊ熊本ﾘ11玉禍111文化財捌俺剛'f朔11紺叩和‘13年
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た古城も多く貴重な文化財が失われた文化財受難の時期を経て現在に至っている。

菊池川流域を中心とする熊本県北部域は福岡県南部の筑後川流域と共に古墳時代後期に装飾古墳が多く築
造された地域にあたる。我が県を代表する文化財である装飾古墳はその大半が国指定史跡並びに県指定史跡
として保渡されており、玉名市内にも大坊古填を始め永安寺西古頃・永安寺東古墳、石貫穴観音横穴墓群、
石貫ナギノ横穴墓群、富尾横穴墓群、さらに隣接する和水町（旧玉名郡菊水町）には塚坊主古頃などが現在
まで残されている。装飾古墳は装飾文様の保護のため通常は原則非公開であるが、近年は文化財公開・活用
の一環として年１回の公|H1や見学申し込み等により見学が可能な活用型保護体制へと変化している。

（長谷部）

【奈良時代】玉名の文献上の初見は『日本諜紀Ｊ巻７景行天皇１８年の「玉杵名邑」で、玉名郡は『釈日本紀』
巻，６肥後国風土記逸文「玉名郡長渚」である。この玉名郡は『和妙類衆抄』では「多醐伊奈」と表記され、

｢日侭．為太．石津・下宅・宇部・大町・大水・江田」の八郷を救せる。このうち「日侭」は群司日制氏の氏

神と考えられる式内社の疋野神社（玉名市立願寺）一帯、「大水」は大瀧山（玉名郡南関町関東）一帯、「江

田」は和水町（旧菊水町）江田一帯と考えられる。『延喜式』兵部行諸岡駅伝馬で「大水」「江田」が見える。

｢為太」は荒尾市井出、「石津」は荒尾市牛水、「下宅」は玉名市伊愈、「宇部」は玉拓市施間部、「大町」は玉

名市小田に比定されている。

イヅチョ墓（和水町瀬川字鴬原）では「開白七道西海道大宰府玉名郡人樵擬少初位下日置口公又治地

高野山」と記された日置氏銅版墓誌が須恵器説とともに出土している。

条里制に係る地名で、菊池川右岸では字「四ノ坪」「三十六」（玉名市岩崎)、字（十六）（玉名市山田）が、

菊池川左岸では字「唐ノ平」「十五」（玉名市下村)、字「三十六」（玉名市安楽寺）が見られるので、弥生時

代から開墾され続けていた玉名平野が行政的な土地管理体制に組み込まれた痕跡と見られる。

また､字｢大道」(玉名市大倉･高瀬)､｢沓掛｣(玉名市築地)があり、８世紀の土師器を伴う道路状遺櫛が字｢大

湊」（玉名市六冊）から「上立願寺」（玉名市立願寺）にかけて伸びる邪が確認されていることから、駅伝馬

で繋がれた西海道とは別に地方幹線道路が存准したと考えられる。港湾も８世紀の土師器を伴う杭列が字r大

湊」で検出され、字「大湊」に隣接して字「台の烏」という荷台があることから有明海・菊池川を利用した

地方港湾が存在したと考えられる。

立願寺廃寺（玉名市立願寺）では７世紀末～８世紀末に編年される粁丸・軒平瓦が出土し、８世紀初には

観世音寺式伽藍配圃に整備されたと考えられる遺構が検出され、玉名郡家跡では８世紀初～９世紀前半の須

恵器を伴う遺櫛が検出され、玉名郡倉跡では７世紀末～９世紀末の須恵器・土師器を伴う遺櫛が検出されて

いる。了日本三代実録Ｊ貞観１７年（875）６月２０日条で「大鳥二集肥後国玉名郡倉上」と見える。立願寺

廃寺及び玉名郡倉跡は８世紀に礎石進物に整備されており､『続日本後紀』承和７年(840)７月２７日条で｢以

肥後国玉名郡疋野神、預官社馬」とある疋野神社が所在することを考え合わせると、玉名市立願寺に玉名郡

の中心的行政機関「玉名郡術」が存在したと考えられる。

【平安時代】玉名東郷･西郷（菊池川右岸の玉名市一帯）は､大治５年（1130）７月醍醐寺無賦光院請文安（『醍

醐雑事記』）で山鹿南郷・北郷を含めた山鹿荘の一部として見えるのが初見である。この山鹿荘は寛治６年

（1092）白川院領として成立し、永長２年（1097）１２月２６日に白川院から無量光院に料所で寄進され、院

使・府使・国使が四至傍示を確認している。久安元年（1145）閏１０月６日左大臣源雅定書状案で、山鹿荘

を「無焔光院方二田七百丁畠二百余町」と「孔微明王堂方二冊五百丁畠二百余町」に既得権の分割がおこな

われている。このうち孔雀明王堂分は建久３年(1192）８月２７日仁和寺守覚法親王御教書案(r仁和寺文書』）

で仁和寺仏母院領玉名雑で現れ、この頃に荘務椎が分割され、独立した行政区になったものと考えられる。

安楽寺領玉名荘（菊池川左岸の玉名市安楽寺一帯）は、承平６年（936）に太宰府安楽寺が玉名荘に安楽

寺を創建したとされ（寛永１８年？天満宮縁起，、正暦３年（992）１２月４日の託宣で肥後国司平惟仲が太

宰府安楽寺に「玉井名」荘を立荘したとされる。（『天満宮託宣記』）さらに、万寿４年（1027）に大宰大弐

藤原惟窓が「玉名庄百十町」を太宰府安楽寺西法華堂に寄進したとされ、延久４年（1072）に玉名庄が太宰
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府安楽寺食堂修理料に充てられたとされる。（I天満宮安楽寺草創日記』）

しかし、これらの史料は鎌倉後期以降の二次史料であり、安楽寺価で建永元年（1206）筑後国大H1文を確
認できるのが「櫛原荘丘十町」のみで、他は「安楽寺千五十四町上段」で一括されていることから、用途配
分の権利認識での荘園としては’０世紀に成立していた可能性があるが、荘務椛が明確な行政区として荘剛
に‘認識されるのは建久８年図田帳が成立する１２世紀頃と考えられる。

伊倉別符（菊池川左岸の玉名市伊倉一帯）は、郡両旧侭Ⅱﾘ利の相伝私緬であったのが、承保元年（1074）
に筑前訓師永源に買得され、康和５年（1103）に宇佐公順に砿渡され、さらに保安４年（1123）に宇佐大
宮司公基に蕊渡され、久安４年（1148）に宇佐氏女子に譲渡され、窟応元年（1169）に宇佐大寓司公通に
買得されたとされる。（r八幡宇佐御神領大鏡』）

しかし、この史料は宇佐大宮司紀公房が鎌倉前期に縞蔦した二次史料であり、公基．公通は宇佐大宮両j系

図で確認できるものの、一次史料では確認できない。荘務椛の権利移動の系譜は信頼できる可能性があるが、

行政区としての荘園に認識されるのは文応元年（1260）に建立された承久元年５月１６口没の宇佐公満を「伊
倉本領主」と供養塔で挙げることから１３世紀初頭と考えられる。

野原荘（荒尾市野原一帯）は、鎌倉初期と推定される弥靭寺喜多院所領注文（?岩清水文誹』）で「野原庄

七百丁実在八百余丁」と見えることから､述久８年I叩１帳で「七百｢」とされ､その後再測されて「八ｎ余丁」

に定まっている。このことから１２～１３世紀頃に行政区としての髄域認識がされるようになったと考えられ

る。大野別符（玉名郡岱明町一帯）は、紀姓大野氏が開発制主と考えられ、荘鎮守の繁根木八幡宮が応和元

年(961)紀国隆に建立されたとされる。（『繁根木八幡嵩縁起J)しかし､紀宗善大野家IlI緒書上(『淵源寺文普J）

で大野小次郎紀国雌が建久４年(1193）４月２日に関東御敬謙で玉名祁の内大野２５０町を給されたとされる。

１２～１３世紀頃に行政区としての領域認識がされるようになったと考えられる。

また、伝承であるが山北八幡宮（玉名郡玉東町山北）が和銅２年（709）に、が禍寺（玉箔市羽根木）が

天長元年（824）に、宝成就寺（玉名市高瀬）が延喜４年（904）に、１１１尾山鞭恩寺（玉名市伊倉）が延長

２年（924）に、梅林天満宮（玉名市安楽寺）が承平２年（932）に、繁根木八幡宮が応和元年（961）にそ

れぞれ建立されたとされる。

【鎌倉時代】錬倉時代には荘園を単位として領域を行政的に把握するようになったと見られる。安楽寺緬玉名

荘では正安２年（1300）１２月１２日付け鎮西下剛状案（r武雄鍋脇文謝J）で「肥後国小iIl荘給田壱町・屋

敷一所」を巡って小田土与丸代通亜と小田弥次郎通俊女子藤原氏代惟任が所有論争を起こしている。この中

で、本主小田通俊は正元２年（1260）５月２６日付けで訓状を過していたとされていることから、当該期に

は争論対象の「正富名内塩空閑屋赦」が存在してたことがわかる。この屋蝋の境目にあげられている「得力」

は字「上得力」「下得力」に二分されており、給田は「地頭給田」とされていることから、小田氏は安楽寺領

玉名荘のうち北側の小田を本貫地とする地頭であったと見られ､安楽寺領二E名荘北側（玉名市上小田）が「小

田荘」と俗称されていたと見られる。

宇佐八幡宮伊愈別符では文応元年（1260）秋彼岸に承久元年５月１６日に没した「伊倉本地主」宇佐公満

と宇佐大宮司公災と念阿のそれぞれの供養塔が建立されている。このことから文応元年時点では宇佐氏の領

有が安定していたと見られる。しかし、これらの宇佐氏墓塔群の中で元亨２年（1322）１１月２６日銘「伊

倉保一方地頭沙禰行恵」供養塔が建立されており､嘉暦３年（1328）２月銘木造獅子墨評（那秤熊野坐神社）

で「このししわいくらのひやうへ三ふらうのくわんしん也」とあることから、伊倉別符でも宇佐氏と伊倉氏

で地頭職の下地中分がおこなわれていたと見られる。また、この下地巾分の時期は「伊倉次郎」が蒙古合戦

の恩賞として「神崎荘田地三町地孤職」（｢深堀文‘噂｣）を得ていたことが確認できるので、弘安４年（1281）

以前と考えられる。

岩清水八幡領野原荘では嘉禄３年（1227）時点で毛利秀光が地頭職を有し、代官を派遣して現地満理をし

ていたことが確認できるが､宝治合職で毛利氏が没落した後は小代函俊に地頭職が与えられ､弘災２年（1262）

に野原西郷は地頭方、東郷は領家方に下地中分されている。さらに文永８年９月１３日に幕府は異国防御と
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領内悪党鍍圧のため「小代杓衛門尉子恩奪」の下向を命じている。弘安６年（1283）１２月には東郷で惣検
御使沙禰．領所．61姓代沙禰・公文左兵衛門・図師菅原によって野原惣検注目録（r洲満水文縛J）が作成さ
れている。

浦崎八幡常大野別符では払些元年（1261）８月１日付け紀ｲj降胴取状に「ふちの御下文」「けむきう四年
の御下文」とあるので、文治年間に大野氏が源献朝から本顛女端を受け、建久４年（1193）に地頭職が与え
られたと考えられる。その一方で貞応３年（1224）に詫際能秀が大友能直から調渡された所領に「大野別符
内尼崎村」があり、貞応４年の大友頼夜泰郡状に「上侭里塔（上狩塚)」が詫摩弥八人道の本領として現われ
ている。このことから在地系の大野氏が一円支配していたのではなく、詫摩氏や安術氏などの東国御家人も
村IIi位で地頭職をｲjしていたと考えられる。

臼間野荘はFIllIl野道山次郎惟房と賦Iili引付衆の野依越前〃逝偏のｲﾙ諭記‘Ifが確磁され、文保２年（1318）
には肥前河{二窟雑歌抑勝と臼間野上長111地頭の木当六郎人遡行傭が河上宮三訳燃修''11川伽木１日４町を巡って
争倫している。このことから臼間野荘でも村恥位に地頭職があったものと考えられる。
これらの地頭舗主は文永・弘安の役にも川兵しており「禦古襲来絵詞」には大野同陸・江田又太郎秀家・

野中太郎ながすゑが確腿でき、大野H1脇人道幸隆・大野岩崎太郎・大野二塚川羽房・築地緒太郎降能ら大野
一族、伊倉次郎、安術頼泰らが恩衡を得ている。

寺院としては俊秘が逃久５年（1194）に筒ケ激山正法寺を処jNfし、建永２年（1207）には玉名荘頗所代

聴原某が石興山内に仏法興隆のために太14野寺院を述立するよう筒職覚上人に命じている。また、永仁６年

（1298）以前に沙門忠空が「肥後脚浄光約を連立しており、延腿３年（１３１０）には永戯氏女・草壁為末が

洪節を寄進している。

【南北朝・室町期・職脚期・盟臣前期】

南北朝には、白木原・稲佐・臼間野（Ｉｉ名郡南関町）で戦闘があり、南朝方には菊池系高瀬氏．繁根木八

幡宮別出大野乗蛮・伊倉次郎・稲佐治郎光宇・宇都宮隙房が、北朝方には小代氏．安術氏．大友系琢贈氏が

確認できる。小代氏は応安６年（1373）に伊倉別符・大野別符を安堵され、詫摩氏は貞和６年（1350）に

Ｆ１間野荘地頭職を安堵されている。

菊池氏は建武３年には商瀬に進出しており、高瀬武尚が高瀬を髄し、高瀬武川は肥後守謹代として菊池武

光を補佐している。iWi瀬は玉名荘や大野別符の倉倣地から側多に次いで九州で踊鬼の砿要港湾都市として栄

え、『海東緒lIil紀』や『図書編』など柵鮮・明の地誌にも記されている。しかし、測瀬縦棚が菊池為邦に叛し

て談北郡に追放されたことを契機に、iwi瀬氏の高瀬支配は菊池惣領家に替わり、文仙３年に宇土為光と約池

武迎との合戦で菊池方の商瀬部重が戦死すると、商瀬は菊池惣航家のiI‘〔輔支配地となった。

永正６年（１５１２）には菊池庶子家肥前家出身の菊池政降が、職後大友氏の後援で菊池惣緬家に餐子に入り

菊池武経（阿蘇惟及）に抵抗したが、F1lIIl野桜蝿場で敗れ、合志安国寺で自害している。菊池庶子家詫際家

出身の菊池武包も小代氏を頼り筒ケ撤城に瓶城したが、ＩＭＩ後人皮氏から菊池惣領家に愛子入りした菊池渡武

（大友亜治）に敗れている。

小代氏は天文２年（1533）に大友獲鑑から玉名（玉名市玉名）３５０町・石興（玉杓lj石貫）１５町．臼''１１

野内上長田（南側町及H1）２５町を安堵されている。大友侭鑑は天文１２年に肥後脚守遡職に補任されるが、

具体的な土地処分術の行使は限定的であった。しかし、天文’９年の三階崩れを契機に大友義鎖が家粁棚統

すると肥後I叫北・中部は大友氏の支配髄域に組み込まれ、小１%(鑑元を南関城督に任じ、山北郷を本拠とする

’'1上三人衆を寄子にするなど、玉名伽や''１本郡など旧菊池氏支配緬域を実効的に支配するようになった。小

代氏も新たに長洲（]；名那長洲町艮洲）や石山等を安堵し、肥後囚の同人領主への支配力を強化している。

天正６年（1578）に大友義統が日向lIil叫川合戦で島津義久に敗北したことを契機に大反氏の緬域支配体制

は急速に瓦解し､肥後北部は筑後、と共に肥前国の龍造寺降ＡＩの支配顛域に細み込まれた。天正９年（1581）

には小代親仏が施造寺久家から安楽寺１３町・大野別符２００町を安堵されている。また、大郡山氏の本拠と

されている大洲1山城随が施造寺家峨の帰航とされていることから｣《名郡の国人領主は紺造寺氏支配緬域に組
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み込まれていたものと拷えられる。しかし、天正１２年に龍造寺降伯が肥前IKli'''111畷合戦で断11家久にｊｌち

取られると、これを契機に仙造寺氏の支配領域体制は怠速に瓦解し、肥後''１郷から進川してきた‘蛾11氏の政

治緬域に細人されていった〔，

天iI言１５年（1587）に柳ii秀吉が脇il1氏攻撃のため肥後凶に下向してくると、小代氏らIIil人慨ＩそはNMIii秀

11iに降伏し、本棚安噺の朱I11状をi1｝ている。その後Ⅲ服系大名として佐々成敗が肥後IKlに人ｆIするが、検地

の実施とIKl人伽I§へのIlj宛行を原因に、隈部親永らが肥後国人一投を起こし、ＩＨＩＩＭ秀古の命を受けた馳造､￥

政家や立花統茂、友IIiI寺忠哨らに鎮圧されている。この時点で隈部氏や赤娘氏、小森I}I氏淳がり,,}脳し神職や

f'i主となり、小代氏がこの後に人封する加藤清正家IIiになり荒尼を離れ、橘和・城氏が筑後'1(lに移封され、

''１世以来のlIil人倣12が企て/I地支配から切り離され、賊ｲﾐとしての地位を失っている。

【戦臣後期～江)i期】天正１６年（1588）に闇臣系大名として肥後｣上部半伺の紬1;として人封された加藤iIqill§

は､削臣秀ｈＩｉの命で古川ﾉ鯉が修復した小代城等の国内城郭を受微し､隈本城を本城に定めて統治を開始した。

賎艮５年（1600）９ﾉ1に小lIli行長が'１Mケ原合戦により徐封された後には肥後111（球膳郡を除く）を力１１藤浦Ili

が治めることになり、慶及１０年までには菊池川のI‘'f人川流路を廃llL、iuI道の一本化をI,xlるなど治水Ｗ業

を進めた。また、厳愈期以降小規模ながら在地領主によって進められてきたｲjIljj海ＷＩｉを大規模に進めたと

される。寛永９年の加藤氏改跡後に入封した細川氏は1妬事業を緋収し、正保から文化にかけて５２４９石の

新1111断を挙げている。細川氏は寛永１２年から手永制度を蚊いて地方統治をおこない、小111F′iく（玉f'iIIj上

小IH等）３９ケ村・坂ド下永（1；名巾三ツ川専）・内I}呼永（玉名Iijli名等）に分削し、各下永には惣庄屋を

配して地方行政をおこなった。

これらの村の二Ｋ箔郡代の満輔に屈したが、高瀬町は尚瀬町奉行の禰輔として独１１/:し、地方IWi業拠点として

I|'世以降も栄え続けている。Ｉ断瀬には菊池川流域の年戊米の集削地として綿ｊｎが慨かれ、端ｌｉの別邸として

IINi瀬御茶脇がIivlかれている。また、菊池川河川交通と布明海内海交通の結節点という地叩的利点を生かし、

''''1t以来のﾙ11川を迎河としてiI1i川し、１１０〔接町家へ船からの荷物の柚卸しをＩＩＪ能にした。（IIi水11%|:）

Ｂ地叩的剛境

ｌ）地形

本遺跡の所ｲI§するI《名ｉＩｊは、ノL州岐人の内湾であるｲJ1ﾘl海中央部にⅢiしている。リ!↓内の３大iIoI川である菊池

川は、阿蘇カルデラを発し脇iljにてｲjUl海に流れ出している。そのド流域には、慨1冊１０ｍ以ドの平皿な1《

名､14野が広がる。１輪､14野は、Ｉｆｊ北１５kｍ、東西約９kｍの沖械平野である。この沖俄､１２野のilI央部にあるI断

瀬付近に狭さく部をもち、これを境にl流域の盆地状の』14野部と下流域の三角洲部とに分かれる。盆地状の

､１１野部に流れるiIlI川としては、卿池川とその支流である水菜川、繁恨水川等がある。本遺跡は紬地状の平野

部で菊池川ﾉI猟｝に位慨する。

１端市付近の地形は、ｋに比鮫的低い111地（小岱111地、臼間'11地、阿見111地、命姉111地）と|《f'i平野から

柵成されている。これらの111地の周辺には、菊水丘陵､小岱山丘陵、横脇丘陵、令姉111雌侃陵などが存在する。

fi地は、岱Iﾘ１町にあるI《f'１台地のみであるが、本来一つつながりであった台地が、間析によって､i断された

台地である菊ﾉk侃陵性台地､安楽寺丘陵性台地､伊nIf陵性台地があり、111地と､12野部の境界に分njしている．

２）地髄

本遺跡の｣上東側のl1Rl兇111、水災'''一州は、古生代の水集変成淵剛からなっている。水梁川変成職顛は、ｉｉ

にｲi英片料や笈Iﾘ片掛からなり、これらのI削りlには一部石灰岩の分ｲ1iも見られる，周辺の遺跡では､片岩噸は、

良蘭な石材として使用されている。

Ｉ櫛束からl櫛部にかけては、命岬山系の凝灰角喋岩と阿蘇起源の火砕流堆械物が分ﾊjする。凝灰i(l牒淵を火

砕流堆柚物が樋うように堆械している。噛川時期は、命姉山系が新第そ紀鮮新iltで、これを樋う火砕流が第

''９紀史新世である。また、金蝿111系の凝阪角喋岩の岩蘭は、郷fi女111岩である、川辺の辿跡では、阿邸の火

砕流のなかでlIiも大規棋喰火であった阿雌４火砕流の滞結凝灰岩や金峰山系の御ｲi女IlnK}はしばしば石材と

して使用されている。
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西側には、低位段丘堆欄物（岱明屑)、中位段丘堆積物（赤H1用)、高位段丘堆欄物（府本肘）が分布し、

これらは磯刑、砂肘股びシルト肘から構成される。また、これらの北側には、’'1'|：代白lIi紀の玉名花尚岩が

分布する。これらに１１Nまれた部分に､磯､砂､シルト､粘土から柵成される沖械刑が分ｲIjする。災岡ら(1997)は、

沖禎肘を肘棚により、jIL底磯肘､砂質の下部肘､粘土･シルト蘭の中部肘､砂髄の上部価に分餓している。

３）高瀬付近の狭さく部以北の_E名平野の地形発達史
④ Ｉ【）

玉名市教ff菱ｕ会(1989)のボーリング資料及び近隣の北の崎辿跡でおこなったボーリング置料の結果から

考察を加えるが、平野部において雌盤に達している資料が少なかったため史新世の唯欄珊境から考察する。

ボーリング武料からは、及岡ら（1997）が分顛しているように、沖積肘は雌底肘、砂蘭の下部Iivi、粘土・

シルト質の''Ｉ部肘、砂賀の上部肘（菊池川両岸の低地では粘土及びシルト質粘ｔとなる）に区分できる。

これらの下仙には史新世の堆柚物である阿蘇３火砕流堆欄物が堆俄している。柑位としては、幡石、スコリ

アを主体とする非沼結凝灰洲である｡玉名平野の東西方向での雌底磯脳以上を取り除いた地形(沖俄府の下限）

は、右岸・左側$とも隙間－１０ｍから－１５ｍの位閥にある。現在の菊池川付近には、隙間－２０ｍより深い

埋没谷があり、沖削世以前も河床であったようである。

これらのことから、玉名平野の地形発達史として以下のようなことが考えられる。玉名平野付近では、玉

名花側岩や片V1噸などの雌撒の谷間を約１１万年前に噴出した阿蘇３火砕流堆柚物が埋槻した。その後、河

川の侵食により-11、谷地形となるが約９万年前に噴出した阿鮮４火砕流堆削物によって再度埋俄され、平

坦な地形を呈することとなる。雌終氷期である約1万年前までは、海水郡の低下による河川の没食が進み、

谷地形を形成する。その後、約９０００年前から細文海進の影響を受け、海水叩が上昇することにより堆俄が

進み徐々にド部肘やＩＩＩ部屑の堆柚により平野部が形成される。その後、約４０００年前からの海水地の低下に

より砂質の上部肘が形成され現住に至っていると推定される。

なお､菊池川のI1Ijﾊ&で見られる粘上及びシルト賀粘土は､菊池川の後背湿地にて形成された粘土と考えられる。

４）完新'１tにおける海而変化

玉名平野は、１１‘li瀬付近の狭さく部より南側部（横島町から岱Iﾘ1町にかけて）は、純文海進時には、現在の

海岸線より５kｍから８kｍ内陸部にあったとしており､干拓地を除く平野部一帯は､海成肘であるとしている。

また、高瀬付近の狭さく部より北側の平野部には、狭さく部の上端付近には明瞭な遥忽点があるとし、剥文

海進はこれよりｌ流には及んでいない（長岡ほか、1997）と考えられている。これらは、尼Ｈ１貝塚等の地理

的位置と矛li1iしない。

しかし、海性のマガキや汽水性のヤマトシジミを産する和水町（|日、菊水町）若剛貝塚の〃伍すること、

北の崎遺跡において、３０ｍのボーリングコアの花粉・珪藻などの詳細な土質分析で、湾外の海水の影響を受

けているという結果（未発炎）を得ていることなどから、剥文海進は狭さく部より北側の平野部にまで及ん

だ可能性が|･分汚えられる。

今後の詳細な捌在や今後、本鞭告がなされる北の崎遺跡における調査fMiliが待たれるところである。

（賜場正弘）
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蕊*週跡地剥く』、熊本Ⅷ鋤跡地剛及び!(称Ii通勤地
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を実施した。作業訓・１町機関は熊本県敬育庁文化課で、「祭田下遺跡発掘I淵衡に係る４級基祁点測賦及びメッ

シュ杭設Ⅲ業務」として業務委託がおこなわれた。作業実施機'111は、株式会社埋戯文化財サポートシステム

である。

基準点は、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機織鉄道建設本部九州新幹線辿投局、（以下、「鉄

道建設・迎輸機柵」と言う）が、１９９８年に１０月に股置した新幹線巡投に伴いI没置した１級基郡点（基

-24）から03013.1,03023-2を経１１'し、同じく基蝿点（基-25）へ結合する単路線方式である。路線延艮

823.458ｍ､水平位慨（閉合簾0.036ｍ許容範IlIHO,351ｍ)､方向角（閉合簾0.03.’汗容範囲2.32園）であった。
１１

また､水準点測量は二等水祁点１４６７からのr〔接水準測脳によっている。使用した機種は､TOPCONil:製トー

タルステーションCPT-lOO3及びオートレベルＡＴＬＭ３である。

２００２年（平成１４年）４月１日からの改雌測量法の施行に伴い、日本測地系から世界測地系へ移行する

こととなったが、鉄道建設・運輸機柵が本事業においてi没慨している基郡点が日本測地系であるため、熊本

以内における埋蔵文化財発掘調査はすべて日本測地系に基づいている。そのため、本書の平面座標は日本測

地系で表示した。なお、調代区のほぼ中心となる基準点について、測地成果２０００に基づく再計算（改算）

をおこなっている。

日本測地系 世界測地系

Ｘ座標 Ｙ脹隙 Ｘ座標 Ｙ座標

No.Ｉ ‐７８５０ ‐38030 ‐７４７７．４４５９ ‐３８２５０．８８３２

ＮＯ２ ‐７８８０ －３７９９０ ‐７５０７．４４７２ ‐３８２１０．８８５０

晒b､３祭川下遺跡の４級雅準点測蹴成果

１１標高９３９６ｍ（2000年度平均成果）

２調査日総抄

６．１１区、表土剥ぎ作業開始。

6.2表土剥ぎ２日目。耕作土直下より近世末の磁器

出土。

6.3表土剥ぎ終ｒ・調査区東側に向かい地表1mがわ

ずかに衝くなっている様子。

6.7調査ﾘＩ務所完成。調査機材を搬入。

6.8調査作業員召集。

6.9調査区の清掃を行い、トレンチの掘削をおこな

う。数箇所に撹乱があることを確認。

6.14遺物包含屑である灰褐色粘賀士層について、

人力による掘り下げを開始。中世の土師片を多く含

む。

6.154級基準点及びメッシュ（Grid)杭設f(。

6.16流路状の遺柵を検出。深度１０ｃｍから１５ｃｍ、

幅約1.5ｍで調査ばに平行に検出。辿物は近iit以降

の磁器片及び動物伽片が出土。

6.17流路状遺構に平行して杭列が２列並列してい

るのを検出。

6.20Ｐ．Ｕ－１２．１７の遺櫛検川。土坑を確認。

6.22昨日検出した土坑が切りあう遺構を確認。い

ずれの遺枇も平伽形が楕111形を呈する。遺物は含ま

ない。底1mは111,凹している。

6.23Ｌ～Ｎ,１２～l3Gridの遺椛検出。

6.29調奄区西側の灰褐色粘質上掘り下げを開始。

6.30洲在区東側の壁際にトレンチを設定。土師器

喪、杯片が出土。

7.6Ｐ列Ｇｒｉｄ東側の完捌写真撮影。これまでを総

括的に見ると、遺物は中世の土師IHlが多く、一部に

近世以降の磁器片及び龍泉窯系青磁が含まれる。

7.9Ｐ列Ｇｒｉｄ以東について鉄道処投・運輸機構に

‘jlき渡す。

7.12近世の満と推測されるＳＯＯｌの北側に灰色粘

質土の分布が認められる。同溝を切る溝状の遺構と

思われる。

7.13先日検出した満状の遺椛の北側に灰色を呈す

るＭ形状の遺構を検出。

７．１４Ｋ列～Ｎ列にかけて澗状の遺構と推測去れる

辿椛を検川するが、全体像があまり判然としない状

況が続く。調査区の南側のＮ列～Ｐ列にかけてトレ
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ンチを設定。

7.160列までの平面図を作成。

7.20ＳＯ４１にて土師器1111が１０枚亜なり直立した状

態で出土。また、Ｐ,１４．１５Gridについて、古墳時代

の層まで掘り下げを開始。

7.212区（北側調査区）の表土剥ぎを開始。

7.272区の表土剥ぎ終了。

7.28P-ll、Ｑ,11、Ｐ－１４．１５の掘り下げ。下層に

なるに従い遺物（土器片）の大きさが小さくなり減

少する。下届には植物根の痕跡と推測される粘土柵

りが見られる。

7.30Ｎ－１０．１１，０－１０．１１を掘り下げ。土師器数

点と青磁片１点が出土。

８．３週柵と思わしき簡所数簡所について、騎査・検

出を繰り返し行うも、掘り込み下面に凹凸があり辿

構とは判断せず。土師器片数点出土。

８．４Ｋ.lOGrid西側にSOOlに平行して見られた杭

と同様の杭を検出。その近くから鉄製品と思われる

塊が出土。のちに、粘土肘中の落ち込みに溜まった

鉄沈殿物であることが判明。

８．６灰褐色粘質士層の掘り下げを終了。

８．１６Ｋ-９．１０，Ｊ－９．１０、Ｈ－９．１０を翻り下げ、

遺構検出。いずれの遺柵も底面が凸凹しており灰褐

色粘質土が混ざる。

８．１７Ｋ．』・Ｉ・Ｈ－９・lOGrid掘り下げを始めるも、

午前中後半から降雨のため、作業は午前中で中止。

午後は出土遺物の整理作業。

８．１８１．Ｊ．Ｋ・Ｌ－９・lOGridの伽り下げ及び鞘従。

S051.052.053の調査を行う。ＳＯ５１の埋土中から、

龍泉窯系青磁が出土。

8.19台風のため調査中止。室内にて図面整理。

８．２０午前中、降雨のため調査中止。午後から調査

を実施する。

8.232区、灰褐色粘質土の除去作業を実施。同肘

からは、土師器Ⅲl、白磁椀、青磁（Ｉ類）などが破

片にて多数出土。甲佐町教育委員会西口氏が見学。

８．２４２区灰褐色粘質土除去。除去はＧｒｉｄ毎に区切

り掘り下げを行う。

２区については、１．Ｊ．Ｋ－９．１０Gridを中心に辿柵

調査を行う。ｌ区から連続する遺構と思われる澗状

の掘り込みを検川。

８．２５SXOO4のi凋査を行う。遺柵は土坑の切りあい

によるものと思われる（総数４基)。うち、北から２

基目の楕円土坑埋土中より土師皿が１点出土。土層

は単刑。２区は引き続き灰褐色粘質土掘り下げ。

8.26昨日、調査を実施したSXOO4の遺構切り合

い確泌のため納査する。軸はややずれるが、南から

北へ切り合いが古くなる。

8.271区掘り方、終了。２区は灰褐色粘質土の掘

り下げ及び過樹精査作業を行う。

8.30台風１６号九州（鹿児脇）上陸のため調在は

中止。調査区では一部、シートのめくれがあるのみ

で被密はなし。

8.31午前中は、台風一過による雨水等の汲み上げ、

復旧作業◎午後から調査開始。２区の灰褐色粘質土

掘り下げ及び遺構精査。

9.1Ｈ・1.5～８Ｇｒｉｄの掘り下げ。ｌ区実測終了。

完掘写真撮影。２区の杭打ち実施。

９．２２区Ｈ・Ｇ列の掘り下げを中心に行う。灰褐色

粘質土中から、土師器・瓦器などが多数出土する。

9.3Ｇ．Ｆ,４～７Ｇｒｉｄの掘り下げ作業。溝SDOO2

の検出。満は掘り込み而が圃場盤備後からの而に当

たっており、出土遺物からも製付けるように上脳か

ら下屑まで近現代の磁器、瓦片が出土している。

9.6台風１８号の接近により、断続的に降雨がある

ため台風対策をとり作業を中止。午後は事務所にて

図而盤理等をおこなう。

9.7台風１８号再接近のため終日調査中止。

9.8台風一過後の排水作業。台風による被害は、コ

ンテナ倉叩が風により約１ｍ移動、仮脱トイレが３

基転倒、事務所１Ｆに雨漏り。

９．９２区の灰褐色粘質土の掘り下げを中心に作業を

実施。夕方、降雨のため作業を早めに切り上げる。

調査終了時に、中世にどのような歴史的環境があっ

たかを把握するために、作業口へ調査表を配る。

9.10午前中は降雨のため、排水作業を行いながら

調査をおこなう。終日、排水作業。

9.13高所作業車によるｌ区完掘全景拠影のため清

掃をおこなうが、降雨のため断念。明日へ延期。

9.141区巾世面調査完掘写真撮影。高所作業車

(26ｍ）を使用。ほか､個別の完掘撮影も同時に行う。

9.151区Ｆ列、灰褐色粘質土掘り下げ及び過構精

査。一部に〃く堆禎している部分があるため､スコッ

プを使用し掘り下げる。

9.162区灰褐色粘賀上の棚り下げを行う。Ｆ列は

終了しＥ列は継続。
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９．１７２区灰褐色粘質土の掘り下げを行う。Ｅ・Ｄ

列については終了。Ｃ列を継続して掘り下げを行う。

９．２１午前中は降雨のため作業''1止・午後から２区

Ｂ‐１．２、Ｃ－３Ｃｒｉｄ掘り下げ。

９．２２終'二l、降雨のためＩ淵在は中止。耶務所にて図

面整理を行う。

9.23昨日までの降雨により、綱査区が冠水したた

め、終日排水作業。

９．２４終日、降雨のためiMH盃は中止。覗務所にて図

面整理を行う。

９．２７終日､降雨のため調在は中止。（独）鉄道建設・

運輸機構玉名辿股ﾘＩ務所と次に‘淵在を予定している

太郎丸遺跡について協搬を行う。

９．２８２区の灰褐色粘質土の掘り下げを終了する。

しかし、前日までの降雨のためI:M水が残っており調

査に支陳がでる。夕方から台風２１号接近のため、

蛎務所並びに柵査区の捜生を行う。

9.29台風２１号通過のため、終Ｈ作業''1止・堺務

所にて遺物・図而縦理をおこなう。

9.30台風一過で良い天女(となる。ドM水を汲み上げ

た後、調査区西側にて、遇柵の腹がりを確認するた

め覗機を入れ、トレンチを捌削する。

遺櫛・遺物とも確磁できず。

10.12区北側に投仙した土牌観察川トレンチの清

掃、西側の南北トレンチの上晒図実測作業。

１０．４北側上肘観察用トレンチの満州及び線引き。

灰色粘土屑（９用）まで遺物が入ることを確認。遺

物は土師器片だが、小片のため時期不明。

10.52区各所に設けたトレンチの土肘確認及び土

層図の作成を行う。また、全域にわたって清掃をお

こない、辿柵の検出をおこなう。

１０．６午前中、ＮＱｌＯ・’１トレンチの士屑断面及び

遺構検出状況の写真柵影を行う。午後から遺構調査

を開始する。

10.7昨日に引き続き、遺柵の調在を継続する。

10.8午前中は昨日に引き続き、遺柵調査。午後は

降雨のため、捌査はIlIIlao

lO､１２２区、Ｄ,５．６、Ｅ,４～６Ｇｒｉｄを棚り下げ。

調在区北側土肘図の一部、加飛・I;l正をおこなう。

文化課賜場祇弘来跡。ルリil辺での韮本1J1viについて教

示を得る。

10.132区Ａ～Ｆ列の掘り下げをおこなう。併せ

て､清揃作業を行い､辿柵の見落としがないかを確認。

一部に、植物根の集中区を確認するに留まる。

１０．１４降雨のため終日調査は中止。ヅド務所にて図

面整理。

１０．１５２区遺構平面実測をおこなう。また、ソド務

所にて出土遺物の整理をおこなう。土師器（椀、杯）

10.18出土遺物の水洗作業、ｔｌＷ断而図の盤理。

届位の確認作業をおこなう。

10.19降雨のため調査は中止。事務所内で遺物・

図面整理をおこなう。午後、鉄道建設・巡輪機櫛:Ｋ

名建設事務所にて、今後の業務予定について協級。

10.20台風接近のため調査は終日、中止。

青磁（龍泉窯系)、白磁（大宰府編年Ⅱ類．Ⅳ頬)、

須恵器（東播系）などが出土している。土師器には

そのほかに、「耳皿」片が出土している。

満SDOO7の出土遺物を精査すると、肥前系磁器が

多く見られる。また、陶器（鉢、蛍)、染付けなどが

あり、熊本地域の既存の年代観からみて、１２世紀第

４四半期から１３世紀第２四半期ころのものが多く、

中心は１３世紀前半代におくことができよう。その

ほか唐津（皿)、龍泉窯系青磁などが入る。肥前系磁

器の年代は１８世紀後半から１９１１t紀代のものが多い。

１０．２１２区調査区内の清掃と周辺の除草作業。

１０．２２調査は終日中止。出土遺物の整理をおこな

う。先日おこなった、遺物観察と合わせてみると、

遺物包含層（第３層）出土資料は、１３世紀初頭から

１３世紀前半までに位置付けられるようである。

10.25降雨のため終日作業中止。

10.26本日は高所作業車による２区全餓拠影を予

定していたが、降雨のため中止。

１０．２７２区中世面の完堀全景を高所作業０１〔による

撮影をもって、祭田下遺跡の発掘調査を終了する。

（吉田・早111．圃川）

－１９－



第３章遺構

１週跡の'Ｈｆ地と地形

地形の概況祭IⅡド辿跡は、玉名平野の東側菊池川左岸の沖積平野上に位慨している。地形及び地賀にllU

してI洋細な妃述は「第２噸Ｂ地形」で馬場により述べている。よって、ここでは歴史的瑚境から左峠地

域の発述史を見ることとする。

追跡の所（fする菊池川ﾉ洲1は、西に菊池川が貫流し、北は玉東町の木葉111（標間286ｍ）の山塊が迎なり、

南は金峰111．ミノ脇から伸びるｲﾉI愈丘陵性台地に囲まれている。平野の鎧深部（東部）は二K束町稲佐にあたり、

その中心を流れる木襲川に泊って東西に広がる平野を形作っている。

本来、水集川は現ｲI§のi''1道ではなく、平野の中心部にその痕跡を追うことができる。平成１６年度には本

４１業に伴い蝿蔵文化Ⅱｲの予備‘脚代をおこなった際に、河川の埋没した痕跡が見られ古い木築川河道の一部を

窺い知ることができた。水築川が現ｲI§の河道に移動したのは近世、細川藩政時代に水111地粥の縦備が行われ

現A;の地に付け変えられたことが知られている。現在でも、伊倉丘陵性台地の縁辺部の小規模な丘陵先端部

の切断面を木集川油いに兇ることができる。また、平野北側の木葉山方面では、細川藩による木葉川改修エ

リf以前は、水集川からの水蹄は発述していなかったと思われ、小規模な谷川を利川した湘概が主流であった

と推測される。

玉名114野の本格的な|ﾙ1発は、近世末に加藤清正により和水町（旧菊水町）白石に般初の収が築かれたと闘

われており、Ｉｉｆ'il2野ﾉfⅡ4の水利ﾘＩ業のjILとなった。その後、文政三年（1820年）に惣庄臆小森'''七術I'‘１

が改修し、卿池川左１１１の梅林牟川約２００ヘクタールを液慨することとなり、さらに’961年（昭和３６年）

に始まるﾘ１噸三Kf'iiI&IIf-t地改良ﾘＩ巣に伴い、和水町白石地区の菊池川に白石収頭簡1:が築かれ1息名平野の水

利統合がおこなわれ現ｲl;に篭っている。

このような1地改変の雁史の''1で当該iIM査地付近を中心にみると、水菜川河道が辿跡を横切った痕跡がな

いため、当週跡上流部域のみ北に滞っていたことが窺える。また、菊池川への流人部を地形から兇ても、伊

倉氏陵性台地の総ちに泊っているため大きな変更はしていないと思われる。

遺跡を別っているIりい粘蘭上がどこから来たのかを知る必要があるが、調査区内における傾斜が水葉川へ傾

いていることから､､11砿‘淵代区付近は木蕊川の堤防が整備される前までは､氾濫現の一端だった可能性が商い。

土師器Ⅲlを多く合む３肘では粘厩ｔというよりも、粘性の強い粘土と呼ばれる部顛に入る部分が遼められる

ことから、水難川による氾濫の際に堆槻し河道が遺跡側へ寄ったか、河道の拡大があった時期を経ているも

のと考えられる。

２週柵行脱

Ａ嶋本刷序

本辿跡の上IIviは、１２ｌｘの‘閥従低織辺部に設定したトレンチを基に観察し所見とする。

堆本1:肘は、捌従Ⅸ１．２区を通してほぼｌ暦～11層に分層される。すべてのlWiにおいて、堆削状況はほ

ぼ水，Ｉ４で一定している。‘測代に際しては予備調査の結果を踏まえ、１．２１Wは近ilt後期以降に利川されていた

耕作｣:であったⅡI能性がiWiいと側断し1冊在対象から除外した。

３肘は、灰色Wi髄|:をl;体とする肘で、’'1世の遺物（土師器）が多く出土するため、’''１１t段附の辿物包含

肘と判断した。また、この肘は、ｌ刑と'１１棟に上の詰まり具合が相対的に弱く械物の腐食による上噸化が進

んでいること、卜肘にあたる４肘の上而に近くなる範囲において、鉄分・マンガン粒が水平方向には帯状に

見られることや械物根浪が多く入ることから、loil層が３層の床土としての面であったことが想疋される。

４Ｍは戯灰色｣:をｌｌ１し３肘に比べると粘性が強く、締りも強い。３層中からｌＭり込まれた辿柵は本lidil:iiiiに

て検111をおこなっている。本１２肘レベルは標尚4.4ｍから４６ｍを測る。５屑もlIjl棚に粘性が強く、締りをｲｉ

し４肘よりやや１１冊いIｉｉｉ灰此色粘蘭l:であるため、４５層は一連の水性堆禎によるものと判断しその当時は週

－２０－
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跡周辺での土地利用がなされていたとは薄えにくい。６屑はｌ区の東側の一部で確認することができた肘で

あり、綱だ{え外である東側へ広がっているﾉiviである。色調は黒褐色上で紬'1;は強いが水分を多く含んでいる

ため締りはない。この６刑は、ｌトレンチ、５．６トレンチにおいて|州伽認のため掘り下げをおこなうと、

１１｢噛時代初頭の上師器を念む遺物を検川している。

７ルオは粘性を強く帯びる灰色'二で、ルリ制え全域にわたって分ｲliしている。〃1全休に鉄分睡ドがみられ、ヨ

シなどの鉄分が植物根狼に集価したものと思われ、この肘の形成時l‘lにおいて洲汽区周辺が湿地帯であった

ことが伺える層である。８ｌｉ‘iは灰色粘|:、９肘は賠緑灰色粘上、１０ル1はオリーブ蝋色粘土を呈している。い

ずれも械物恨痕も見られず無辿物〃1である。１１Ｍは河川性堆戟物からなる緑蝋色砂上である。砂の破ﾊﾂ物は

細砂と児られる程度であり、流路の河床に近い部分であったと誉えられる。

Ｂ遇術

洲SDOOl（Fig5）11,〈南側をほぼ火IIIiにばく素掘りの満。北東からI抑Iiヘ伸び、検出長45.1ｍ、検出【mで

のIWli約２ｍを測る。検川面からの深さは洲１基端から約１５ｃｍである。断IiIi形は緩いＵ'『形を呈し、底1mは一

定せず起伏がある。溝底の隙刑は4.6ｍである。

遺柵断而観察の結果、ｌミド２ル1に波り粘|:が唯砿していた。この洲にばぽＷｊに北側に杭列が並んでいる。

杭は現状で杭根付近が約１５から２０ｃｍ礎度が残っているのみで全長など|:部に'１Mしては不明。伽り方をｲｉ

するものと杭を打ち込まれたものとがあり一定しない。途｢'１，４．５ｍに波って抗列が途切れる場所を挟んで、

東側では杭列が２列になる。杭はそのまま‘洲査区外に向って抗列は続くが、Ｉ測査区際で直角に北へ向う杭列

もI‘il時に確認できた。出土遺物は１８１１t紀後１１Aから１９世紀初頭肥前系の染付けの小片がIlI心に出土している。

洲という遺構の性格上、断定はできないが近世段階まで利用されていた辿柵であると考えられる。

洲SDOO2（Fig.5）２区西よりを1W北にぱく業彫りの満。妾士剥ぎ後の辿撒検川にて確認された。断面形はＵ

'f形を呈する。底Ihiは起伏はなくほぼ・定している。検出長462ｍ、検1111mでの1編約1.5ｍ、検出1mからの

深さは約Ｌｌｍを測り、満腹での裸,1.1iは約４ｍである。‐上肘断ｌｍのiM察で、洲ﾉl<と-t砂の自然堆祇が繰り

返しおこなわれた状況がI認められた。ｉ川底にはｲく定ではあるが杭が11.ち込まれている。蝿上となる粘髄|:ﾉM〔

び粘性を帯びる土砂のなかから、’''111:のMIli質ｔ器片・Ili磁と伴に、肥前系磁器・’二瓦などの土器片、鋼製

キセル、轡などが出土していることから、Ｉ区で検出した溝SDOOlとl！il時期の↑ﾙである。

縦穴SPOO1(Fig.7）１区南側、３〃１Ｍiiで検出した柱穴。検出時のWIi形は隅ﾒL方形を呈し、長径55.0ｃｍ、

深度３１ｃｍを測る。埋ｔは雄本ヒルfにおける２肘に瀬する-ｔが入っていた。伽I)方の上位、東壁に接し磯が

川ｋ･周辺に111様の柱穴や隙は側認されておらず、他の遺構との関連は想定できなかった。遺構ほぼ''1央に

粘上落ち込みが見られ住抜き取りによる流れ込みの可能性もある。出上辿物はなく、埋-tの状況などからＩｌ１

ｌｌｔ以降のものであると判断した。
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WWSDOO3（Fig.6）４層上面で検出した洲。I洲在時には別遺構とし調査をおこなったがその後、主軸が１１１－

であること､辿構断面レベルが残っている測りflで一定していることから､本来は１条の洲であったと判断した。

途''1が途切れているのは、掘り方のiii位による深度の途いであると判断している。検州艮は５３ｍである。断

1m形は緩いＵ字状で埋上はiiiﾙ↑で３ｉ１の灰色粘磁'1が入る。埋土から中岡雄白磁椀の破片が川上している。

上坑SI<001（Fig7）４臓上IiIiで検出した上坑。、141m形は不定形であるが、１剛''1の上端付近では、一部に桁

''1形を1,Ｉする様相が見られる。底1mは一･定せずIlIIIIilが兄られる部分も残る。辿|州のf/:ちl:がりは緩やかでは

あるがI'‘〔線を呈する。埋一上は噸肘で、粘仙の強い３〃iにあたる灰色粘質土である。

辿物は、遺櫛底面より約１０ｃｍ浮いたレベルから、土師Ⅲlが１１枚亜なり１１縁なlI1iにIAlけほぼ水平に横倒

しになった状態で出土している。ｔ師Ⅲlはほぼ完形である。

上坑SKOO2（Fig8）SKOOllriI様に４ル1上而で険川され３隅の粘性の強い灰色粘髄|:をｊＩＭ上に持つ士坑。木

辿撒は、ほかに南側より２基の桁円形土坑により切られる。これらの-1二坑は、遺物が出上していないため全

休図のみに同示し個別には取り扱っていない｡辿物を出土している遺構SKOO2は､､12而形が怖'ﾘで南側に向っ

て底而が一段落ちる。土滴の観察の結果、Iiiﾙﾅであったため異なる遺構の切り合いは認められなかった。遺

柵の底面は上下面ともほぼ水平である。水辿椛でも１段落ちる遺構西側部分において、ｋ坑SKOOl同様に上

師川が｢1縁を横に向け立った状態でⅢl:している。．l:坑SI<001出土遺物と同様の辿物出-t状況を型している

と湾えられる｡
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第４章遺物

当遺跡で出土した遺物は、弥生時代中期から近代のものまで出土している。しかし、出土賦的には３層の

中世遺物包含層、６層の古噴時代遺物包含層より出土した土器類が主体を占める。以下では、これらの出土

遺物について記述する。

Ａ近世

２屑出土遺物（１．２）

１．２は肥前系染付磁器。１．丸椀で見込みにコンニャク印判による五弁花が施されるとともに体部立ち上が

り部に２条の圏線が、また商台外面に一条の圏線を施文。２.丸椀で体部外面に幾筋かの直線文と二本からな

るよろけ縞文を施文。

洲SDOO1出土遺物（３．４）ｌ区南側で検出した杭列を伴う近世満出土遺物。３．瓦質の鍋口縁部。鍔部は

粘土貼り付け後に整形し上部を押える。外面に粗い刷毛目痕が縦方向に残る。４.刺網系管状土錘。両側開口

部は同じ部位が破損しており使用痕跡による欠損。

柵SDOO2出土遺物（５～１７）

５～１７は近世の陶器・磁器で、うち６．８．９は染付椀。５.腰の張った丸椀底部。外面に臓線文の染付が

わずかに見られる。６.丸椀で二亜線により鋸歯状の網目文が施され､休部には２段以上の文棟帯を施文。７.や

や腰の張る丸椀で、体部に２条からなるよろけ縞文及び臓線文を施文。３体部が緩く外に1%lき口径の広い丸

椀口縁。外面に草木文をモチーフとした染付を施文。９.口径が広く体部が直線的に1%lく丸椀の口縁。外而に

文様が見られるが内容は特定できず。

１０．１１は筒型椀。１０内而見込みにコンニャク印判による五弁花、外面底部高台外に烏をモチーフとした烏

文を巧妙な手書きにより施文。11.体部外面に花菱状の染付、内面口縁付近に圏線を施文。底部はわずかに屈

曲部を残し欠損。12.陶器椀。内面見込みに染付が見られ、器形の形状から京焼風陶器の可能性あり。13.丸

椀底部。外面底部に縞状に染付施文有り。肥前でも波佐見系か。14.肥前系青磁椀。器形は丸椀で底部は厚

く丸みを帯びる。体部は口縁に至り薄く尖り、高台は知く直立する。底部見込みにも施紬あり。１５.小型丸

椀で外面体部に染付による革花文が１ケ所見られる。１６.陶器で高台から口縁部にかけて級やかに湾曲した

胴部を呈する。口縁下には傾斜があり平坦面は見られない。底部は厚く、高台は太く削り出される。一般的

に丸1Ⅲと呼称される器郡。内而見込みには蛇の目状に紬剥ぎ、商台は土見せ。紬は透明紬が薄く掛けられる。

17.陶器鉢｡底部付近は欠棚｡休部下半と口縁上端部は土見せ｡口縁外に粘土貼り付け､成形後に上部を押える。

Ｂ中世

３屑遺物包含層出土遺物（１８～３７）

１８.無紬陶器壷。口縁は輝く、やや膨らみを持ち直立。１９.内面に型紙張りを施す磁器椀。外而には染付に

よる草木文が見られる。２０白磁椀。底部を含む高台が残存。見込みに蛇の目紬剥ぎ高台削り出し。２１.染

付青磁皿・見込みに圏線あり。化粧土をかけた後、施紬。２２.丸椀。体部外面に染付による梅樹文を施文。

23.陶器椀。器面全体にiWiく施紬し体部下半は土見せ。24.11i磁椀。内外面とも無文。外面口縁下に紬たまり

が見られるが全休に薄い。２５両磁椀口縁。内面口縁下位に１条の間線有り。髄泉窯系両磁椀Ｉ蛾。26.口禿

げ小椀。直口縁の端部のみ残存。27.口縁内面下位に１条の闇線を施す。龍泉窯系青磁椀１餓・２８.幅の広

い鍋連弁文で紬色は明るく緑色を呈す。龍泉窯系青磁椀Ⅱ顛一ｂ類。２９.外面体部に明瞭な鍋辿迎弁文。高台

登付から底部にかけて土見せ。龍泉窯系青磁椀Ⅱ類-b願。３０.外而休部に鍋連弁文を施す。辿弁を削り出す

際の削り痕が器面に明瞭に強る。龍泉窯系青磁椀Ⅱ類．ｂ噸。31.口禿げ白磁小椀。口縁端部が緩やかに外反

し特徴的。底部欠損。３２i1f磁椀。休部外面に鎖連弁文を施文。龍泉窯系青磁椀Ⅱ類。３３.iii磁杯。口縁が複

合口縁を呈す。龍泉窯系iqi磁杯Ⅲ‐３類か。３４.青磁杯。出土部位は底部屈曲部のみで詳細は不明。杯の可
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能性があり、袖は濃緑色。施泉窯系青磁杯Ⅲ‐１類か。35.121磁椀。口縁端部に1皇縁を施す。白磁椀Ⅱ顔。

36.白磁椀底部。削りだし,断台。白磁椀Ⅳ瀬。３７.白磁椀底部。内而底部は高台接合而より低い位慨まで下

げ成形。間台のみ土見せ。

士坑SKOOl出土遺物（３８～４８）出土した上師器杯には成形に伴う形状の違いはあるがほぼ法量等に麓は

ないため一括して記述する。休部は内外面ともに回転ナデによる成形、外面底部に糸切りによる痕跡が明瞭

に残り、内而底部には手持ちによる幅広の指ナデ痕が残る。すべての底面に簾状圧痕が残る。胎土は裳母・

長石・石英をわずかに含み、基調は精選され料11やか。

土坑SKOO2出土遺物（49）出上した土師器杯は、SKOOl出土辿物との間に製作技法・法量を含む形態の

差に述いはない。詳細はSKOOl出土遺物参照。

４１W辿物包含府出土辿物（５０～８３）５０から５７は土師器杯。５０.休部内外面共に横ナデによる成形痕をⅢｌ

暗に残す。底部は糸切り。５１.休部内外面共に横ナデ後、ナデ。器壁は厚く口緑端部は丸くやや肥陣する。

外底而には簾状圧痕を残す。５２.器面に横ナデによる稜をよく残す。口縁は端部でやや外反。53.口綴立ち

上がりでやや腰が張る。口縁はやや外反し端部は尖る。５４底部は厚く中心部にいくに従い薄く成なる。口

縁は短く端部付近で強く外反｡５５.底部､口縁部とも薄い｡口縁は横ナデが丁寧で稜が明確に残り端部は丸い。

56.これまでのⅢと比べ一回り大きい。底部''１央付近で厚みを州びる。５７.底部及び口縁部へ立ち上がる器

壁とも〃く端部は丸い。底部は糸切り離し。

５８から６２は土師器小Ⅲ１．５８.内外面とも回転ナデにより成形､指ナデ仕上げ。底部外面に糸切り痕が残る。

口縁はIfi線的に開く。５９.内外面とも回転ナデにより成形、指ナデイl:上げ。外底而に糸切り痕が残る。口縁

の立ち上がりは短く開く。６０.内外面とも回転ナデにより成形、指ナデ仕上げ。６１.内外面とも回蛎ナデに

より成形、指ナデ仕上げ。器壁が他に比べlりい。６２.内外面ともｌｎＩ転ナデにより成形、指ナデ仕上げ。やや

腰の張る底部を呈す。

６３耳Ⅲ。短く内側に押さえた部位のみの出土で全体の形状は不Iﾘ１．

６４から７５は瓦器椀（７０はⅢl)。６４.休部から口縁にかけての部位。内湾する休部を呈し口縁部は端部で

横ナデ成形によりやや尖る。休部内外面のへラ隣きは少なく横ナデの深い部分に及んでいない。65.11縁

から荊台近くまで残る部位。、縁端部内面に１条の浅い沈線が巡り、大部は緩やかに内湾する。６６．６７．

６８椀底部のみの部位。内外而ともミガキにより仕上げ､見込みには平行ミガキを施す。底部は器而調縦後、

高台を貼り付ける。６９.底部から大部中位までの部位。内外面ともミガキにより仕上げ、見込みには平行ミ

ガキを施す。休部は丸く押し出しによるものか。間台は貼り付け間台。70.瓦器IⅢ。横ナデ成形後、内外而

ともミガキによって仕上げ、見込みに平行ミガキが入る。底部へラ切り後、器而捌幣される。７１.底部から

口縁まで残る部位。横ナデの単位により明瞭に稜が残り、内外ｉｍともミガキ痕は幾らない。口縁端部で丸く

肥圧する。７２.高台から「l縁まで残る部位。休部は緩やかに内謝し、口縁近くで角度を変え端部に至る。口

縁は横ナデにより端部で外反する。内外血ともミガキによってｲ|:lこげる。73.口縁から底部に至る部位。緩

やかに外反し口縁へ至る。内外面ともミガキによって仕上げ、底部はへう切り後に器而調捜し高台を貼り付

ける。７４口縁から体部''1位に至る部位。口縁は端部で丸く仕上げる。内外面ともミガキによって仕ｋげ、

口縁部付近では平行ミガキを施す。75.口縁から底部に至る部位。横ナデ成形時の稜が明瞭に残る。内1m底

部から中位にかけてミガキが残る。ＬＩ縁端部は丸く形成される。

76柵ｲi製石鍋。口縁から露を含み大部中位まで残る部位。外面は鍔を挟み縦方向に細やかな削り痕が幾噸

にも残る。内面は使用に伴うものか、わずかに削痕が見られる。７７.東播系中世鎖恵器で東播系片ｎ鉢若し

くは拙鉢の口縁部。外面に焼成の際の重ね焼による色調の違いがIﾘl暗に残る。７８.淵石製石製品。厚みのあ
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る行材の''1心に切り込みが入る。切ろうとしたものかは不明。７９.淵｛i製ｲi製品。周附は|ﾘ弧状に成形され

中心に典通する穴が開く。しかし、うちｌ辺は11‘卿的に折れていることからｲ．f鍋等の部位であったと考えら

れる。８０.柵羽１１．先端の部が焼成によりlji蝋する。焼成範附の観察から力i体への装ｲ１W(l庇は２３．を測る．

Ｃ弥'ｋ・Ilf噸

８１，８２は弥'k''1期上器。８１.鋤先形を呈する識１１級。黒髪式士器の11緑で８２の脚台とIIiI-個体を成す部位

と考えられる。８２底部がわずかに開く喪脚台。底部は中心に向かい上げ底となり端部でわずかに外反する。

８３から９８は-ｔ師器。８３.伽l緑の一部。中位に|ﾉ11iiiから１ケ所穿孔される。８４.断1m形が「<」の'能を呈

するＩ|織部．布僻式系の製。８５．１:帥器の'.l縁。緩く外反し'-1縁近くでさらに角度を変えl刑く。８６.断1m形が

｢く」の'j':を'1Ｉする11縁部。８４とIIil様にｲI溜式弧と勝えられる。８７.知く外ﾉ叉する11縁をｲiする狐。８８.休部

が球形をなす小型丸底壷。１１緑部は欠損している。｜ﾉﾘI､底部に指ナデによる押えが残る。８９.丸底壷の胴部《，

口縁、底部とも欠損。中位外Iiiiに縦方向の刷毛1.1を施す。９０.長頚蒲頚部。直線的に伸び端部はP【I角に成形

される。内外|、ともに刷毛'１が残る。９１小型丸底伽１１縁、底部は欠伽する。胴部は浅く１１綜は臓線的に開

く。92.鉢。’１縁から休部にかけての部位。休部はやや内泌し休部に篭り概合11縁を[I:す。93.鉢の1.1縁から

入部にかけての部位。１１‘〔線的に'111び、端部で丸味を州びる。外面に１条の沈線が巡る。９‘1.95.鋤i縁部と

底部の器部位。休部中位が欠仙しているが本来はｌＩｉＩ佃体になると袴えられる。９６．９７．１Wi杯の杯部と脚部

でI1il一価体であると考えられる。９８.甑底部の部位､,底部''1央にに焼成前に１ケ所の穴が穿たれる。内外1ｍ

ともに刷冒EII捌盤を施す。

０

Y－司一__罰

ノ
５１

－３３－

5鷺■

ゴ
｜
正
一

廷皇
５９

5９
６１

月７

９９から１０２はｲ点地域で州i,洲侭を行った際にｌｌｌｌ:している黄料‘９９．ＭｌＩｉ器,|．５杯の脚部,，511t紀''1梁頃と袴
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5.1微細卿殿蝶劉』一Ｐﾛﾛ 目跡あり白Ｃ２１１２(２７１１８‘後半剛器染付椀２鮒１近世 【内）雷のⅨ１近世１８‘後半砥器染付碗２刑仏ﾉﾘ一コ･Ｉ１岬Ⅱ（内)燭の灰白ｃ２１Ｉｚ因剛”リ

２近世１９L前半磁器染付小杯２用

３近世 土器瓦器鍋

‘１中世 土器土師器土蛭

５近世１酢中磁器染付筒型椀

６近世１８<後半磁器雄付腕

【3.7】

渦SDOO1（ﾖ.0】

満SDOO1

糊SDOO2

‘1.2

【２０５１

刑ＳＤＯＯＺ（2.91

微細灰白Ｃ１‘刺

姻灰7.5ＹＭ/１

祖2.5YR6/８

(3‘2）微服 灰白Ｃ１４４

4.‘１微ｌｍｌＲ緑色Ｃ219

７近世１９１前半砥器碓付小杯

８近世１８c前半磁器染{１腕

赫§DOO2５．４（6.9）（4畷O）微佃鉛灰色C211

Dmフイ3－２１一軸抱鉛灰色に211澗ＳＤＯＯＺ（３２】

９近世１８e披半砥塞県付捜 詞SDOO2（1.5】

1０近世１８《後半逮器梁付筒型椀淵5，００２（３．1１

１１近世１８G世半醗器蟻付筒型椀淵SDOOZ（541

1２近世１９【前半問部 鰯 珊SDOO2（2.1】

１３近世１９K前半 鹿t湖 挫制 小杯珊5，００２値3】

馳椙灰色Ｃ１４ｊ１

【4.0）郷目鰯灰色･州‘

微細秘蝋色ｃ219

【3‘4）微梱カーキ色ｑ3８

徹腿 魁灰色〔２１１

1４近世１８f前半竃饗洲磁梶 謡SDOO2４.朽（8.6）恥微旧灰白Ｃ１‘1４

１５近世１が前半 磁蟹股付小杯 溝SDOOZ 【Z7罰（10.0】 歎蝿大理石の色に215

1６近世１９喝前半陶器 Iで１ 溝SDOO2４．１（12.3）（5.0）識梱白茶に107

1７近世１７[按半陶器 鉢 渦5，００２（8.4）（21.2】

1８近世陶躯照噛壷３魁週拘包含層（63）（14.6】

1９近世１７‘後半磁蕊壊３掴適抱包含隠（195）一

2０近世 磁器白磁棟３廟週拘包含層（2.1】

2１近世 B〔前半磁器染付淵磁皿３咽週物包含層（2５５１

2２近世１８く後半雄付染付椀３個遇物包含屑（3‘７）〈10.8】

羽近世悶剖椀３周逓物包含届（1.9）一

２４中世１２‘i吟１３‘間ｂ離職 梶３卿週拘包含層（ﾖ‘7）【166】

ｌＸＺ～３ｍｍの
１K茶色C13‘１

小石藍廓心

灰仇把色10YＩＷ２

微幅大理石の色α１５

アヒルの卵の薄青
4.8微掴

ｐ０Ｊ１

【5.0）倣緬鮒灰色Ｃ211

微細船灰色Ｃ21‘

【4.0）微細鮒茶色Ｃ134

畷 灰白５Y7/２

2５中世晦廻～13,醜磁器Ｗ磁椀３厩巡拘包含眉（431 赦梱海老の股の灰録C2142５中世晦廻～13ｲ醜磁器冊磁腕３厩巡拘包含眉（43）一赦梱海老の殿の灰録C214

2６玉世 磁器Ｗ照皿３凧週物包含屑（2,1） 微Ⅷ鉛灰色〔21‘

2７中世１２《役～134m磁冊Ｗ畷椀３肘辿物包含届（4.95）（16.6） 賊側１１I茶色Ｃ13ｨ１

2８中世 隈器柵磁椀３用辿物包含届（55）（15.9） 微細剛い灰色Ｃ20！

2９中世 IZK煙～１１１ ﾙﾘ磁器Ｗｉ感焼３閥週稔包含層６．７（15.8）５‘１撒娼大理石の色Ｃ215

ﾖ０中世 磁器粁慰椀３厨巡狗包含眉６．２（15.8）５ｓ微抱猟茶色Ｃ228

3１近世 磁器 蹄磁皿３別週拘包含眉（285）（12.0】

３２中世 磁器Ｗ磁椀３屑通物包含眉

３３中濯 斑器謝磁杯３園廻拘包含層（２５】

ﾖ４中世 琶巽洲磁杯３脳週拘包含層（1.35】

３５Ｅｐ世曙中~髄磁器白磁稔３扇頭宿包含層（3，１

3６中世１Ｚ中~慨磁鵠白磁梗３厩通論包含層（251

3７中世晦中~腿磁鵠白麟小椀３咽遺物包含届（1.7】 仁煙）

WdUM3鉛灰色Ｃ211

微細海老の般の灰綱C214

蹴詞剛製罵の測磁色α0７

微抱認泉烈の冊磁色に２０７

微橋鮒灰色Ｃ２Ｉ１

敵躯

救腿

Ⅷ灰白色Ｃ143

灰白Ｃ 叩胴

３８中世１”~中土翠土師鰯皿３屑週拘包含層２．６５１３．１１０．２畏石石英念没批Ul75YRM
母

3９中世面前~甲±墨土鐸訟ロ３脚士筑SKOO1ヨ５１３．８１０袋１ 霊母!ＥI輩 柵7.5YR7妬

唖剛毘f噸

糸切り

4０中世’ｙ胴~中土塞土師寵回３用土坑5K００１２．５１Ｚ７１０．８畏石石英没興椴7.5YＩＷ６糸切り帳状圧属
無母

4１中世１３１卿-‘;’土盤土師器皿３脚土坑SKOo13β１３．０１０４蝿母石英ＷＭ脇淵”’ 糸切吻

4２中世１３"伽~中土鋸土師器皿３回土坑SKOO1z７１３３１０７烈母石英洩批棚7.5YR8/６糸切り板状圧痕

4３中世１３卿～中士聖士妖鴎皿３脳土坑SKOO1２．７１３４１０４蝿母石英にぶいM17.5YＩＷ４糸切り

中１中世１３‘制~中±認土節器皿３厩土坑5K００１２．９１３．４１０．５蝋母石英洩批IUlOYR8/６糸切り仮状匡痕

4５中世１３‘論~小土器土師器皿３周土坑sKOO1２．９１３．６１Ｍ溌母石英にぶい祖5YR7/３糸切りIEitR圧痕

4６中世１３‘,W~《I，土器土師器ｕｎ３剛土坑SKOO12.‘１，２．６，０．０無母石英【外)'鋤Ⅲ７．ﾖYＲＷ６糸切り阪状圧蝋（内）；Ⅷ1Ⅲ７．Ｗ1Ｗ‘１

4７中世１３‘的～ｌ１ｕ土器土師器皿３用土坑SKOO1Ｚ９１３．６１１．７ 腿石石興
溌卿

洩批棚7.5YR8/１１糸切り仮状圧疲

‘1８中世１３'、~'1，土器土師器皿３層土坑SKOO1２．４１２９１１．２促石石英洩jil地7.5YR8/‘１糸切り仮状圧鯉鱒母

ｊ１９

５Ｃ

中世１３０胴～岬

中世１３‘n1～中

土器

土器

土師淵皿３暦土坑SKOO2２‘７

土師器皿４鯛蝋物包含層２．６

5１中世１３‘前閏『18土鮒土師剖

器土師路5２中世１３.腕～中土腿

皿４屑巡物包含届

杯４厩迦拘包含層

似6）

(ﾖ.1１

1３，１１０，０畏石璃母

1３４８．６畏石鯉母

〔122）（10.2】

【115）（8.2）

艮石石災

長石石英

外】，史間棚７５ＹＩＷ６

Ｉ間）且関枇７zYIW,！

【外）イＭノ5ＹＷ/６
(内）にぶいlu75YR7ﾉ｡’

洩世lIl75YR8/４

柵7-5YＩＷ６

糸切り阪釈圧痕

糸切り

糸切り坂状圧痕

糸切り

５３中世’謡続-単±蕊土師器皿４贈遠拘包含層（３．5）（'32）（98）長石石英（謝灘雛ww‘
!§：（）ｎＩ}＆の政′御ま位元敬価を災I肥，

Tab､４出ｔ遺物観察壁(1)

－３６－



長石･石蕊･小【外lにぶい黄蝋IOYI1a3
醗警多く倉紡【開Ｉにぶい闘蝿IOYIW‘１

法逓週狗'11-･腕

“|鯨年代 系到 ,:ル:夢 辺幅番号 .J:Ｍ３畠 色回 ■覇
唇号１画理 固蚕Ｉ口径Ｉ症径

5４中世”~申土認土師圏皿鍬厨遁拘包含層（2.5）〈'30）（9.6）盤石石英渦震J畷AiR6,§

ＦＴＯ 窪石鐙ちく倉益

5５中世１３‘耐~甲土器 土師器皿４周週物包含層（Z6）（'3.2）〈'００）長石石英淵騒脇訓附
5６中世１Ｊ‘、～中土黙 土師器皿４脚迫物包含層（28）（15.3）（12.0）微細洩此樋7.5YR8/６恢状庄州

皿５YH７渦

【外）浬穐岨７画YR9花
(内）、酒Y１Ｗ５

5７中世１３m~中土器土師腿皿‘Ｉ間辿物包含眉２，６（13,6）（10.6）微細 坂釈庄痕

5８中世１３.卿-率土器土師照小皿４魁週拘包含屑１．６８４７．２徴幅脚牒MW班YR7,3糸切り

B２弥竺中期土鶏弥隼十恕蔓‘1層退拘包含届

溌篤職:11鰯"４5９中世１３‘鏡~中土器土踊麗小皿４脇週抱包含屑１．３（鯉）〈72）微鱈 坂i綱8噸

6０中世１ｙ耐＝土翌土師墨小皿４間通拘包含層１．４（8.0）（6.6）微抱にぶい渦7SYR7ﾉⅦ

８１弥生中期土器弥生･卜鰐婆‘1層通謝

土器土師冊

(外)にぶい黄樋７ｓＷＷ過
(内）岨7.5YR7/６

6１中世耐齢~中土器土師淫小皿‘1脇週杓包含雨１，６（9‘O）（8.6）微綿

6２中世１３‘０１~亭土器土師器小皿４脳週物包含層１３〈7.8）（ｽO）微網簡Ｗ隠職
6３中世’3‘姉~中土器土師認小皿‘1図遇拘包含層１．６識佃樋5YR6/６

ｌい,長冨･石英、【外）厩1Ｗ
睡岩位老含む（内１灰白5Y刀１

【外〕興灰Z5Y5/Ｉ
微耀

（内）灰白z5Y7ﾉ１
“中世府～1牙読土器瓦器椀‘1剛過拘包含層Ｇ９ｌ

に霊い

石灰白１０YR8/１

－３７－

【外）褐灰10ＷＷ１
）灰白卜卿

6５中世１ｙ～Ｗ前岳建蛍 瓦盤椀４咽巡拘包含恩 (5.61 微I掴
【鰐

（外）灰Ｎ４/
6.0微細

（内）灰白Ｎ剛
6６中世１J,～1,1m土器瓦器椀４胴巡物包含層〈2.21

(12.4）

<８０）

Tab､５川上遺物観察災（２）

6７即 uｌ 的目蹴 器椀４ＸＷ辿物包含屑（1.8】ｌ８ｑ 瓦 6.6微斑 灰白Ｎ刀1Ｊ｡～

6８中ｌＭ１ｙ～ｗ前土器瓦器椀４厨巡物包含層（Z.O】 (6.0）微細灰白Ｎ７ノ

.:．（】

1０２古代

冠い長石･置巽･(外】陵白7巧打ﾉ１
怨霊I施毎倉心（内）灰白潅Rgn

6９中世１３～14国 土巽瓦墨椀４厨iri詞包含層（43】 【SＪ１】

7０中世１３～１４菊土器互謡桟４層遺謁包含扇２５１‘7）（10‘O）徴掴灰白Ｎ７／

7１中世耐～1号‘薦土塞互蕊栓４脇週拘包含厨３２15.6）（6‘O）鐘糎灰白ZSY8ﾉ１

磁把

7２中世１ｙ～1号蕊土器互器椀４厨週拘包含層５．６（16.2）（６８）謝恩灰白ZSY8/１

』壷逼（8-61

廊孔あり

肌 ,長冨･石英、【外）厩Ｎ４ノ
7３中世１３‘～1手錠士蕊瓦器狼４１用捌物包含暦６．２〈17.2）〔“】

覗灰岩粒老含む（蝿）灰白５Y刀１

士蕊互澗震鉢

囲い。長石･石英・〈外）灰Ｎ５/

詞灰岩狼を含む〈内’灰5Y6ﾉ’
中世１３‘～ｗ､合土器瓦器椀４岡辿物包含層（４２）（18.0）７４

だ

古代

賊羅｡長石･石英。（外）灰皇５Y7７１
中世１ﾖ‘～1’1‘的土蕊瓦器椀４腿巡拘包含層（5.4】１９．１

唯掻含む（円灰臼５Y8ノ

1０１古促

Tｌ '2羅恕

脳４鯛辿物包含届（6.6】〈24.2）中世

中世

中世

1割望品淵 石材：荊石 明褐灰7.5YR7/Ｚ

間灰5ＰＢａ１

録白５６６/１

7６

７７

７８

畑にぷい菰把10YＩＷ２

儲陶認釘迦瞬跡４脚巡拘包含屑（4.51 微維1￥～１４

石錘４鰯迩物包含扇４８ 石材：洞石同型隙１

陶鴎頭班器煙

９８

９９

１００

践石を少皿荊《』

微(側

微細

古M１

巡物 石材 訓7９中世 信蝉』馬Ｉ ４隅 包含屑３．４

､檀SYR7渦

絹羽口４脚辿拘包含眉７．９

奉遷少型含む偶

:翠隈8０【；】U』

微細

(6.31

(1‘９１

(２５１

自然流路

試掘Ｔ-泊

試掘Ｔ･3３

包含屑（‘掴Ｉ

瓶６附

高'千脚部

椀

8９古畑前期土器土蝉器小

唖5YR7/８

士器土師盤

に丸､呉捜IOYR7刈

璽白１０YＦＷ１…多く含む：
硯】

費h躯 商】

赤柵５YR4/８

1ht樫Ｔ･3３Ｇ4１

9０古地前期±壁土師鋸唾６厨自然蕊路（63）（9.6】

婚F己鍵ｒ』ＹｒＷＺ

”７さYRZ櫓
穿孔あり田古唄ハ､喝±基±騨濁 壷４届迩殉包含層Ｂ則

土器土師器富１７鱒部６

8４古珊前朔土器土師器蕊４願自然流路Ｂ鋤（16,0」 蔵梱灰豊１０YR8/１

9７古畑 ＩＦ

8５古jハ前期土器土師器通‘1閲自然流路（z､３）（16.4】 微

士霊土師巽丸底蕊６厘自然瀧路

灰批泌IOYRS/Ｚ

灰白１０YR8/２

[外》』仙剛n75YR8ノョ
【内）出柵10YＩＷ８

自然流路

自然流路

画然流毘

微細

製母

昼石歴少、含む

8６古j、前期土器土師器麓

8７古脇前期土器土師器斑

８８古Ｍ１前鵬土露土師盤'儲！

刑
脳
胴

６
６
４

(３３１

に８１

【5,51

【１８８１

(19‘O）

Z5Wt8花

微細糾溌i瀧yR5'‘

土盤土師翌真Ｉｘ節記６用自然滴望（2.2）１３０

出
没
例
黄
撰
波
Ｉ
１

硯
７ １》型鉢６屑自然涼蔑

的期土器土師盤鉢６肘自然流路（3.8）（15.2】

士禦土師器

（外】灰白７５W這廼
徴電肉lwg7sY趣６

92

9ヨ

古加

古加

洩典岨7.5YR8/６

(琳廃1Ｗ
円）厩白卜町

灰白Ｎ６／

）１１Nぎの致宇は似ﾉt歌仙睦災肥

にぶし

錨間騒畿
JEbWZn魂氏

【10・O】

9１古畑前諺

、

【3‘

9６古加

前期土器土師間理６間自然涜躍（59）（14.6】

古」

然演路【3.419５古塊前期土器土師器鉢６脇自

紅屋少風の砂餅》にぶし,掴
肺と画毎毎式店晩Ｉに乳､狸悪綜

自然流遥（5.0】

・白色小旨を含むにぶい貢愁１０YR6角

2）白色１石老含む灰白10YR7ﾉＺ

慶冨唇多く翁ｃ制幾I:黙3〃

9４古畑前期土製土師盤蕊６鰯自然演墓（4.7）〔１４‘OＩ
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第５章

安楽寺領玉名荘についての文献等調査

安楽寺領玉名雑概要

安楽寺領玉名紐略史

安楽寺領玉名班研究史

安楽寺緬玉名職の踊観復元

中近世の木葉川の流路と主要交通路

安楽寺領玉名荘内の石造物洲査と寺社

安楽寺領玉名職域の水利と糾作条件

九州大学大学院比較文化科学研究科大山智美

（調侮助高熊本ﾘiL玉名地域振興局青木勝士）

安楽寺領玉名雑の編年的各論

鎌愈・南北朝・室町時代一祭田下遺跡と「小田庄」の関係一

南北朝・室町・職図時代一安楽寺玉名荘の年貢収納と在地領主一

安土桃山時代・江戸時代一安楽寺天満簡（現：梅林天満宮）移避と加藤満砿一

安土桃山・江戸時代一検地帳の検討と問題点一

安楽寺下村~ドケ鋤１１集計

史料編

銘文編
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第１節安楽寺領玉荊ｊＩ§概要

本節では先行研究を踏まえつつ、１１側の成立過裡等の歴史的経緯を中心に、安楽寺領玉名荘の概要を述べ

ていきたい（通b』)ｃ

安楽寺械玉名荘は、衝Di1道真の菩提寺である筑前lIil太宰府安楽寺（現：太宰府天満宮）の荘園であった。

安楽寺航玉名荘は菊池川の下流域左岸に位置し、南側に木葉川が東西方向に流れ、東側を木葉山系によって

区切られた荘圃であったようである。

国簡領で郡名荘園であった「玉名雌」の東半分（菊池川以東）が太宰府安楽寺に寄進され、安楽寺領玉名

荘になった後に、太宰府安楽寺の現地徹理事務所＝政所として玉名にも安楽寺が創建されたとみられる。

なお、太宰府天満宮は、太宰府安楽寺や安楽寺天満宮、戦国期以降には太宰府天満宮と名称が変遷した。

玉名の安楽寺も当初、梅林山安楽寺、安楽寺天満宮などと呼ばれていたようだが、近世以降は津留菅原神社、

現在は梅林天満宮と呼ばれている。このように名称が変遷するので、以下では混乱を避けるために太宰府天

満宮を「太宰府安楽寺｣、玉名梅林天満寓を「玉名安楽寺」と表紀を統一する。

(1)安楽寺徹彊名荘略史

まず、平安時代から近代まで、各時代ごとの沿賊を述べていく。

①平安時代の安楽寺賦玉名荘

玉名安楽寺は、寺伝より承平６年（936）に筑前国太宰府安楽寺により玉名荘に勧進されたといわれてき

た。しかし、「天満宮託宙紀」が現作する最古の史料であること、太宰府安楽寺の機構整備の時期や同寺のほ

かの荘園の寄進が１０世紀後半であることを考えると、森山恒雄氏が指摘したとおり、安楽寺領玉名荘は１０
２ Ｚｌ

世紀末から１１世紀初頭の成立と考えられる。「天満宮託宣記」の‘}i』述のように､正暦３年（992）に肥後守で

あり、のちに太宰帥となる平惟仲が太宰府安楽寺に玉舛名・合志両荘を立荘したのが荘園としての起源では

ないだろうか。この立ｲl那情から安楽寺砿玉名荘は元は国術賦であった可能性が考えられる。事実、今回の

調査で条里制によると思われる地割りと地名を検出している（後述)。

さて、太宰府安楽寺が宙轄する荘剛に現地管理ﾘｉ務所＝政所と共に天満宮を勧進することは知られており、

玉名安楽寺もこのようなﾘＩ情で創建されたと考えられよう。また、太宰府安楽寺は天満宮を勧進すると共に

荘園の管珊人＝荘司を派週する必要があり、その役111'1も勧進された天満宮の社人が担ったものと考えられる。

寺伝には、玉名安楽寺に菊池氏が11M与したことが記されている。森山氏は菊池川右岸に郡術関係の建物が

多いのに対し、左岸地域に太宰府安楽寺領が多いことを指摘し、菊池氏が有力在庁官人の立場を利用して、

国簡領・lllI術領の対岸を|冊1発し、太宰府安楽寺に11側として寄進したとしている。「菊池氏系図」によると平

安後期に鞭川した庶子家のうち田l了l氏や砥川氏が緑川中流域のIRI術領近くを本幽地とするI＃1発領主として確

認できる。系図では平安後期に菊池川地域に沿って玉名郡内に菊池氏が進出した記述は見られないが、鱒池

氏と玉fi郡との関連は今後さらに検討する必要があろう。

②鎌愈・南北朝時代の安楽寺領玉名１１号

鎌倉時代は全国の荘剛に地頭を配『(するが、安楽寺領玉名荘にも小田氏が地倣として入ってきた。小川氏

－４０－

後側史料糊史料〔ｌ〕尺満洲略縁起（‘１０野柵能校注ｒ神祉体系神社類四十八大宰府｣）

森111恢夫「IIOlItの政治・社会と菊池川」（熊本ﾘM文化財調在fiIiI制踊９１架「熊本ﾘ１１脈史の道一菊池川ﾉk迎一』１９８７年３月

後側史料紺史料〔２〕犬満1蛾砿紀

２
３

はじめに

本章は熊本県玉名市大字津留に所在する祭田下遺跡捌査報告のうち、文献史料を中心に訓奄・分析をおこ

なったものである。

１２～１３世紀の中世遺物が出土する当該遺跡を含む菊池川下流域左岸地域は、中世に「安楽寺領玉名雑」

として知られた地域である。同遺跡の歴史的性格や周辺地域における位置づけを理解するうえでは、地域に

残るあらゆる資料を用いた考察をすることは有効であると考え、文献史料にとどまらず、考古学や民俗学、

地理学、美術史などの多角的な調査・研究成果を取り入れるよう配慮した。



年代 西暦

承平６ 936

正階３ 992

万寿４ ０２７

延久４ 072

承保元 074

承久３ 2２１

喉安２ 300

観応３ 352

正平１１ 356

淵慶２ 388

明徳３ 392

大永６ 526

天文２１ 552

犬正８ 580

天正９ 5８１

天正１０ 582

天正1５ 5８７

天正１６ 588

寛永期 丘世

明治初期 近代

Ⅱ象

]《名安楽寺が筑前IHI太宰府安楽､！ より玉名雅に助進される？

肥後守平惟仲が太宰府安楽寺に’ 昨稿・合志両雅を立粧

太宰府大弐藤原惟迩が預名荘を』 宰府安楽寺ﾘﾘ法峨堂に寄進

二K名利§が太宰府安楽寺食堂の修I’ 料に充てられる

荊池１１ 陸が玉名安楽寺をIlj典する

惟逝ズ 玉名荘を造ｉｆした太宰府安楽寺典喬紫に寄進

小IIIIの一族柑統'１ いの地になる

南朝ノ が安楽キ髄Ｉ 橘荘を押緬している状況

廿脈氏災省が]《制 について法印果の権利を安蛎
ﾉ【州侭組今川『侭が肥碓迎蝿.WlIAM軒・iWJbMVW》襖避を価否する小lIIl〔に対して妊拠鋤提111を:1tめる

呪lQIU1v蝿今川剛勘が､玄R
卜地'1吋し吐煮代に抄『&しつ

譜町朗lrIが届礎阿守碍Ask瓜

肥後ＩＨＩ守護大友氏７

寓雌１

る､よ＆

吋し1

家Ｒ

藤の1割に此じてｌＥ樋嘆残榊;IQIlI南･lWJ剰塙ぞ劇狩り)11N之に従い
教じる

ヤ阿寅豪キ汽嚇ｵﾙへ変豪蹄紬I,細Iを幽鳩するよう印し釘-$

の満H1氏に安楽寺制1ﾐf'iｲI冒内の地を宛行う

小代氏が、鹿-f木氏へ紳碇の地として安楽井髄~K制[内の土地を秘‘Mnする

紺造が氏が小代氏へ安楽寺髄Ｉｉ名雅内の土地を安堵する

朋沌氏と龍造寺氏の合職の舞台となる

肥後l叩

肥後脚）
肥侭川は鯛l

iPfWOlとＪＥＩ

佐々成政賊となる。肥後、衆一摸により佐々成政改粉

国領二iきが加藤清正餓となる
〔領と紅ろ‘､111迩襲､b剛Ｋ制1域〈2Ｍ'1剛AⅡIIf＊の--iW;となるＫ細lIOj,f分は塑硬､V・ド．
』上桝准川脇M1･卜'Ｍ１・'11価111.1.‘I,MIIｲとなる

蛍喪､Ｙ・ド・津fWl#拙分雛梅林材、川部１１１・卜小田・山師111.1小IIIH卸分は小111ｷｲに命(＃。
政田される

根拠史料
楠神尺洩榔所戯のノ〈汎>:<雌』凶趨永１８ｲＩ
(１６４１）必化

｢天満寓‘托竃記」

鍬＃輔所磯の犬満脚雌延寛永18‘Ｉ

鏑尚卜地状案（'肥前武岨脳脚.京之迎）

安楽舟f畑逸11嫁写（r人.Ｗ皿拠廊凹録｣）

篭l〔１４１皿11脚GＩ（｢jk宰府火洩廊史如）

今川了俊iI}下（｢舵際文ｉ ｣）

今川山I前‘1$下（｢満媒院］ :苫｣）

足利侭酬脚内刊安（｢浅盛院迄伽

大友溌釧縛状写（｢洲１１】 害｣）

不：Of派神宛ij状（｢鹿ｆ水史出.’

龍造齢久宗宛行状（｢小代文普｣）

｢上仲覚雅I]記」

Tab.ｌ安楽寺領玉名ｲl潤連年表

は南北朝時代まで当雑に影響力を持ち続けるが、その後も戦IHI時代には断片的に確認できる。（詐細は後述）

小田氏はド地区あたりに屋救を保ｲiし、当荘のIll央部つまり下地区から下小川・川部川地区付近に影響力を

及ぼしていた。南北朝時代になると、小田氏は1両M1欄の領家太宰府安楽寺側と相論を起こし、室町総府から

九州の統括を委任された九州探題によって下地''1分をして解決するよう淵い渡されている。

③戦同時代の安楽寺価玉名荘

戦国時代になると肥後国は大友氏→龍造寺氏→脇祁氏といった戦国人名の支配下に入った。安楽が領玉名

11§は大友氏の家臣清ｍ氏に宛行われ、大友氏の肥後国支配が弱体化すると1§名付近の価主小代氏の支配を受

けるようになった。特に小代氏はこれらの戦Ⅲ大名を頼み、その安堵を受ける形で土地の支配を保持しよう

とした。

④近世以降の安楽寺徹玉名荘

豊臣秀古による九州平定で肥後liilは佐々 成政慨とされた。佐々 成政は脚衆に秀吉の朱印状通りの領地を安

堵しなかったために肥後国衆一撲を引き起こしたとされるが、寺社領も安堵していなかったであろうことが

考えられる。その後、佐々氏改易後に入国した川I膝清正によって玉名付近の寺社に保遡が加えられており、

二K名安楽寺も保護対象となったことが考えられる。そして細川氏領時代には、安楽寺の寺領は減少、規模も

縮小され荒廃の一途をたどる。しかし、近世中後期にかけて荒廃した社殿が修築され、その社殿が現在に至っ

ている。

(2)安楽が慨l《名荘研究史

次に安楽芽領玉名荘に関する主要な研究を紹介する。

①研究史
５

まず、正木喜三郎氏による大宰府械研究の一環としての太宰府安楽寺flIiの検討があげられるｏｌｉ１氏の研究

は太宰府安楽寺領の歴史的段階を盤11Mしており、太宰府安楽寺掌握の荘剛を検討する際の基礎研究と言えよ
⑰

う。次に工藤敬一氏の研究があげられる。同氏は古来より「篭名荘」と称されてきたｲ捌剥が仁和寺領玉名11；

と安楽寺価I亙名荘が混在した状態であると指摘した。併せて鮒倉時代に地頭として小川氏が入部しているこ

とから、安楽寺領玉名荘が中世の早い段階から南北に生活間が分かれていた可能性を示唆した。さらに森１１１

４熊本Mi(敦行鉦』会『熊本鼎の近世綜社趣築』－熊本県近世榊l迎蕊緊急１洲f“;I潤一熊本ﾘ,(文化財調在剛ｉｉ期８５集１９８７

上記、報i0ii9I中で現在の社殿が近世後期のものと分析されている。

５１E木響三郎「太宰府繭の研究１１９９１年１０ノｌ文献出版

６正蔭敬一i荘l刺公繭制の成虻と内JM_』１９０２年１１１１忠文Ⅲ川賊

－４１－



恒雄氏は菊池川水迎との側係から論じた研究を行っている。Iiil氏は菊池川左岸一粥の荘剛の立券の背蛾につ

いて群述され、菊池氏との関係によるものであり菊池川水迎の利用によるものであるとされた。

②側係資料

安楽寺領玉名11;に関係する主要な資料集等としては以下があげられる。参考にされたい。

．ｒ玉名市史』質料細ｌ地図・絵図、J1Oilj資料編２古文苫、Ｉ同Ｊ資料縄５地誌

．ｒ玉名市歴史費料果成iWi瀬湊関係歴史資料調査報告書』一・・三

．『玉名市内辿跡捌従報皆iIＩｊ平成１１．１２年度の調査

③小括

現段階での安楽寺領玉名ｲI§に関する研究は、太宰府安楽寺微研究の一環としてや、立券背蹴、その後の太

宰府安楽寺による支配の槻ｆが概説的に理解されてきた。今後は、安楽寺玉名雑に閲してさらに具体的に検

討していくことが必要である。

今回の発掘捌在の成果や新たに確縄した資料も加え、次節以降では賊観復元や細年的各錨をたてて錨征し

ていく。

節２節安楽寺蹴1《名荘の殿観復元

(1)中近世の木葉川の流路と主要交通路

①111近世の木梁川の流蹄

川の流路について雌も剛解しやすい資料は絵図である。肥後国に関しては慶長側絵図、正保国絵図といっ

た同絵図が残っているが、主要河川の菊池川はともかく、木葉川については当然僻細には描かれていない。

そこで、木集川について検祢Ｉするうえでの有効な絵図は近世以降の村単位の絵図ということになる。

まず、「内Ⅲ手永絵図」ｌ宝暦１４年（1764）以降成立‘|では、中世の安楽寺慨玉名荘であった付近に大き

な流路が二筋流れている。北側の流路は安楽寺村のすぐ側を通り三池住週がその流れに油う°南側の流路は

生兇・部田・群村（いずれも安楽寺村と津留村の枝村、のち吸収）の近く八粥台地沿いを通る。この流路は

現在の流路に近い。

次に、近代の「郡村図」Ｉ明治１２年（1879）～明治１５年（1822）成立ｌでは、三池往還が南側の流路

の堤鮒上を通っており、三池往還のルートが「内田手永絵図」以降に変更されたことが分かる。北側の流路

に該当するのは安楽寺村の久保田淑と考えられる。

以上、絵図から理解されたことを史料と比較する。

まず、南側の流路について検討すると、宝暦１４年（1764）下ケ名寄帳の安楽寺村の~ドケ名「岩本」辱の

四至（東西南北の境）は「南ハ川境」とある。これらの下ケ名（小字）は「郡村図」における古川満に面し

ている。つまり宝勝１４年当時の木葉川は､｢岩本｣付近で古川洲を通っていたことが明らかである。さらに下ケ

名「瀬萩」の四至は「北ハ往還境、南ハ川境」とある。この下ケ名は現在も南が水集川に接している。すな

わち宝雁１４年時点での木蕊川本流は古川溝を流れた後､現在の流路近くに流れ込んでいたと芯える（Figl)。
Ｈ

また、三池往還は川筋と１１M係なく抑fW村の方向へ延びていた。近代の地誌であるが、『熊本懸玉名郡i雛』に

よると、内田手永惣庄臆光永四兵衛が、牟田（梅林牟田）中を流れていた水梁川を八斑台地沿いに流れるよ

う棚り替え、同じく牟田''１に迂回していた三池往還も木葉川堤塘上へ変更したと犯す。この工覗以前の三池

往遡は「梅雨期には道路が没水して交通を全く杜絶する有楳」とされており、これは「内IⅡ手永風土記」｜文
９

ｲﾋ９年（1812）成立ｌ当時の津留村を通る往還の様子と一致する。

光永四兵衛は小森田武八郎から瓢永３年（1850）に内田手永惣庄屋を引き継いだとされ､瑚永６年（1853）
ｌ〔）

には小森田氏が11jび内111手永に帰役するので、掘り替えは３年ほどのlUIIﾊl内におこなわれたことになる。

７仙側蜂山氏鐙文

８両井雄蔵細ｌ９２３ｉＭﾉＩ熊本懸縦育曾_K協肺支曾７６９典
ＩＭＩＩａ

９絶榔史料縄史料〔20〕Ｉ《名､;内11呼永風l:i肥（文化九年三月ｒ玉名市史Ｊ資料魁２）

１０花岡興輝『近世火橘の顛伺支配の綱適」【蛎卵1行会１９７６年２月
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ここで前述の検討から、光永氏が古川満を流れていた木葉川本流を現在の木葉川の流路へ掘り替えたのだ

ろうと推測する。併せて遅くとも嘉永６年以前まで古川洲が木葉川本流であったと言える。さらに、生見集

落との距離があることからも、古川満～現木葉川流路への合流が「内田手永絵図」の南側の流路であろうと

考えられる。

そして三池往還は川筋とは関係なく津馴村の方向へ通じていたと理解される。ゆえに「内田手永絵図」成

立の時期は定説通り宝暦１４年（1764）以降であり、かつ掘り替えが済んでいないことから、光永四兵術在

任期（瓢永３年（1850）～嘉永６年（1853)）以前になろう。

北側の流路については、「内田手永絵図」で山口の先、木葉町付近で木葉川から引いた水路が柵かれ、安楽

寺村や津留村へ流れている。安楽寺・津留村の主水路である久保田満は木葉川の上流１１１口付近より取水して

いると言われており、久保田溝（津留村では部田洲）がその北側の流路に該当する。

ところで「郡村図」から合成した小字図に慶長１３年の検地帳に見られる下ケ名（小字）を重ねたところ、

慶艮期には久保田満（＝部田溝）の周囲がすでに水旧化していたことが判明した。さらに天正７年（1579）
11

には城氏が山上三名字衆の牛島氏に「とくさうﾒL」の地を宛行っている。徳蔵丸は津留地区の小字徳蔵が遺

称地と考えられ（Fig.1)、この地は久保田満の蝦下流で木葉川へ再合流する付近にあたる。徳蔵丸は宛行の

対象地にあがるので１６世紀後半にはすでに徳戯付近の開発がなされていたと考えられる。これを踏まえて

慶長１３年検地帳を考慮すると、久保田満の築造を１６世紀後半まで遡及することも可能ではないだろうか。

ただ、「内田手永絵図」には基本的に河川（谷川を含む）しか描かれていない。北側の流路が用水だとする

と絵図の規則性では例外的である。この例外性も含めて、久保田満の成立について検討することが今後、裸

題であろう。

以上、「内田手永絵図」に描かれた木葉川の２つの流路について述べると、南側の流路は１９世紀中頃まで

は確実に「郡村図」中の安楽寺村の古川洲であり、かつ木葉川本流であった。光永四兵術による木葉川棚り

替えは、古川満の位置にあった木葉川本流流路を八瓢台地沿いの南側へ移した工事であった。一方北側の流

路は久保田満（津留村の部田溝）であり、津留村前川に流れ込み南側の流路と合流する。久保田満成立の時

期は１６世紀後半近くまで遡る可能性が高いと考える。

②主要交通路

「内田手永絵図」には､近世の主要道路に関する怖報が描かれている。安楽寺領玉名荘の地域に満目すると、

三池往還が安楽寺村から津留村へ向う道と､下村から111部田村方而の北へ通じる道(箭裂iIﾘ制風）に分かれている。

この三池往還が広域間移動を可能とする主要道路として東西南北に縦走している。

また、下小田村から川部田村の渡（迫間渡）に通じる道や山部田村へ通じる道（&剥瀦蹴躯鯉綴と）が地域

内の主要道路と考えられる。地域内の石造物の推定年代とその位研から考察すると､これらの｢内田手永絵図」

に描かれている主要な道は中世まで遡ると考えることが可能であろう。

交通に関連して、荘園内に存在する城郭関連過柵に満目する。

まず、城郭としては下村古城があげられる。位佃は雅域中央部の下地区の標高４７ｍを測る丘陵上である。

現在も字「高城」「中城」「小城」「城下」といった城郭関連地名を残している（Fig.2)。丘陵頂部から織部に

かけて狭歪な平地を削平し、３郭を設け各郭間を堀切で防御する橘造であった。

後述するように字「池田」の小田氏居館「塩空閑屋散」から「大道」を通って東へ行けば城に辿り綿ける。

下村古城は小田氏居鮪の詰城として機能していたと考えられる。
１２

南北朝期には、「安楽寺合戦」として安楽寺付近で合戦があったことが記録されている。戦国期には肥後ｈｉＩ
Ｉ３

に進出した島津軍が山部田の奥にあった日平（日比良）城で小森田氏を攻撃している。島津方についた城氏
Ｍ

は「安楽寺捨椿」を守り高瀬方向から攻め寄せてきた龍進寺方を攻撃している。この「安楽寺捨椛」が~ド村

１１後柵縦史料編史料〔9〕城親賢知行状

１２〔.'《名I1j史』資料樋５古文書古代・中世魁九一I）綻川瓶lf〔11《忠状案

１３後掲史料糊史料〔13〕①～③『上井覚卿1iI山犬11§l･fIミ（1582）卜刈１．コ11～十四Ｈ条

１４後柵史料紺史料〔13〕⑥j･上井覚兼niI画天正十年（1582）‐l･童jIlmI1条

－４４－



Fig2ド村古城周辺小字地爾間

占城であると考えられる。下村古城は玉名市数行委員会により凋在をされているが、採ｲi場であったため火
１５ １名

きく削られ、主郭を失っている。近世にはすでに畑としてＩＩＨ製されており、早くから城郭としての形が失わ

れていたと思われる。他に安楽寺緬の字「附ﾉl」で中世城郭の伝承地が存在する。小字「liliのiIIi」において

臨時的なili事的遺柵＝帥と見られる地割りを検出した。

後述するように、安楽寺領玉名荘は束西側の山北と一体化して守緬‘洲が設定され、綱負料を被官給分とし

て与えられた同一の守繊被官によって管理されていた。この山北と安楽寺を一体に雷剛する彼らの軍ﾂＩ的な

岐大の任務は吉次峠の縛備ではなかろうか。11,F城を落城させた脇iI1氏は地の利の不利から１１１北へ移動する
１７ １３

ことを決定している。蝋臣秀吉がﾉL州征伐の際に通過した道も山北から吉次峠であった。IXj南職争でも哩地

として薩摩飯の陣営が柵築され争啄戦がおこなわれている。隈本を含めた国巾を守池支配ドにおくため、ま

た隈本から南へ行くため、山北の吉次峠越えの道が要路と偲識されていた。その隣接地として、安楽寺航服

名荘においても、諸勢力の覗事的施設が築かれたと見られる。

(2)安楽寺甑玉名荘域内の石造物鯛従と寺社

近世の地誌類から寺社を検出し、その結果を手がかりに石造物捌介をおこなった。Ｉ淵在結果は石造物や､￥

社関係資料をFig.３に掲赦し地図上で位佃を,j;した。寺社に'1Mする各肥述についてはTab,８～１２に褐職

した。

略述すると、安楽寺傾1息名荘内でも南北で脇仰圏が異なることが術摘できる。安楽寺航1ifi荘の北部（＝

近世の上小田・下小H1・山部ＩＨ・川部田村）の地域信仰には熊野・八幡・稲荷等の偲仰があげられるに対し、

I櫛部（＝近世の安楽寺・下・津留村）では1if'１安楽寺を核とする天神(‘i仰があげられる。

北部では近世に小繰IⅡ氏がIII部Ⅱl熊野坐神；|:の宮司にＭiされ、地域溌祁を司っている。八幡群の信仰対象

は各集落や数戸単位で,把っており、明治２０年代から大旺期にかけて合,fuされるなどしたが、ほぼ現在も地

域偏仰として残っている。北部域でも幾つかの天神神像が伝存しているが、天神偲仰が１２であった南部とは

{‘抑形態を異にする。

ｌ５玉名巾職笥委幽会「Ii箔01j内遺跡調庇紺;↑譜Ｉ』、１２戒１１．１２年壇の剥代Ｉ私IIj史化川‘HEl貸綴告沸朔１１雌２〔X)２年３H

l6後栂史料組史料〔１７〕i《偽郡古域過筋山川村間

'７後掲史料網史料〔１３〕(5)ｒＩ:jI:覚服''化』尺1Ｅ１．年（1582）ｌ･~ＪｌＩ１：１１条

l8rl《典町史』第一細節六噸（阿醜船保夫執飛部分１９９５年ｌ〃）に111｣こそ通過した‘M1粉ﾉﾉについて那しい‘，

－４５－



Fig3安楽寺領~I錦:Ⅱ§域内の､f社、石造物位佃図
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西川道世氏はI《打Ij域の伯仰を分顛化するなかで、熊野信仰等が菊池川対Ⅱｌの仁和､砿1《名ｲI;であった地
１の

域等に多く分布してし､ることを指摘している。

このような脳仰域が雅剛毎ないしは生活剛毎に分かれていることは地域内Ⅸ分を反映しているものと考え

られ、安楽寺飾I端雅内でも中世の早い段階で南北に分かれていたことを典付けるものと考えられる。この

背餓には中世のｲ|側制下での傾家太宰府安楽寺や荘宮下職の影靭ﾉjが南部には及んだが、北部には影響力が

弱かったことがあると袴えられる。以下、各地域ごとに特徴を述べる。

〈ド小川地区〉

下小１１１地区の腿及１３年（1608）検地帳に､社等の紀絞はない。つまり、０側税対象になるような寺社が近

世初期にはなかったということになる。「国郡一統志」・「肥後国謎」等の地磁顛には「盤恩寺」が01.戦されて

いる。下小田地低の集落内に観濡堂があり、近世の観商坐像が紐られている。この付近は小字「愛寺屋倣」

である（Figl)。小字名は錠恩寺に111来すると占えよう。

また、中世（１５世紀後半）の六地蔵寵部がド小田地区の稲荷社神棚に女閲されていた（Tabll-57)。川

部田地区の菊池川の渡場から上小川地はと山部田地区に通じる道がI‘il地区で分岐しており、その分岐点は小

字「,‘地蔵」である。この六地蔵施部は小字「六地蔵」に立っていた中世,'$地蔵の残欠と考えられる。六地

蔵は交通の要所に巡立されることから、字「六地蔵」を通過する道は中世には哩路であったと考えられる。

〈111部Ⅲ地区〉

111部lH地区の殴長１３年（1608）検地帳には寺社等の妃絞はない。１１１部川地低もI’il様に課税対繁になるよ

うな寺社が近世初期にはなかったということになる。

「側郡一統志」・「肥後側雌」等に「侭福寺」と「熊野椛現」の寺社が記繊されている。熊野椛現は、現在の

山部H1神社（111部11I熊野A&神社）である。諏肪社も大正時代に熊野八&神社へ命,肥された。この熊野人&神社は

天正１５年（1587）勧進と伝えられる。同社には犬正１８年（1590）６月２９１１銘の水造りj神坐像（Tab､１１

－６７）があるので、遅くとも戦1劃末期前後には鎮座していたと考えられる．また、室町時代末期と苫えられ

る木造女神立像もあるため賦座時期はもっと遡る可能性もあろう。しかし、検地帳に脚Iil等がfMll1人に記１１Ｍ

されていない点から、社伽浮を所イルない神社であった可能性がある。

下小IⅡ地区からの道がＩＩｉ}地区内へ入る突き当たりに､元来は中世（１５世紀後''４）の「111部田六地蔵」がffっ

ていたと推定される。この道は熊野八&神社への参道としての性格も服ね燃えていたと好えられる。現在この

道と六地蔵は、１１１１１場盤備及び工場辿‘没に伴って［場敷地横にずらされている。，‘《地蔵の竿行には近世後期に

小森H1氏によって再巡立された際の後刻が銘されているが、中世の,』《地蔵を１１j利用して欠拙部分を近世材で

補頃して再建立されている（Tabll-61、Fig.１１．１２)。このような状況からIiilﾈI:は六地織が述Ｉ猛れた中世

以来{‘;仰されていた可能性が推定される。

玉秘市立小111小学校肺を通るili道の脇のﾉklII中には寛永１１年間７月２２１１銘と寛永１９年８ｊｌ２４Ｆｌ銘の

墓石２雁が残っている（Tab１１－５９．６０、Fig.８．９)。うち１基には「寛永|･ﾉL年八ﾉlltPlII1」没の「小森Ｈ１

半右衛門」の俗名が陰刻されている。惣庄屋・庄屋は手永名や村柘を名字とする場合があるので、、Ｌｉ時のド
、

小田11ﾐ屋「小111半ｲi術ｌ１ｌｌ」の盤と想定される。

小繰111氏はＨ,１４を拠点とした1劃人緬主の末商で、加藤満正の家匝に採用された小森111大胴の系‘淵とされる。

近世に小IH村庄隈を務め一流は熊野坐神社の神主であり、山部田地区からl:小111地区一補にかけて居住して

いたと袴えられている。おそらく寛永１１年間年７月２２日銘の墓石も小森H1氏に１１Mわる被搾醤と推定される。

また、山部II1熊野僻'1社の境内には寛永１６年１２月８Ｈ銘の「111部H1熊野八|制Ｉ社Iリ文線刻板碑」が述てら

れている（Tab』1--72、Fig.13)。この板碑は「ﾉL州産肥後幽玉名郡ド小川村」の小森111仏ﾉL術'111源迎吉・小

森、刑部少輔氏『〔ほか４人の小森IⅡ一族で辿立されたもので、兼顕の迎吉が小森111惣伽家であった可能性が

１９１)IjII1道11ｔ「倫111と蛾f8-U-lI0II1I・続志ｊから兇た近1M初噸の繁犯瑚塊一」正橘O1jIk脈山仲物伽紀鯉踊：I）１９９７年３川

２０小II1Wi間jIl01については、イビ岡興師氏が小111脚三断I側1と拠名同人だとされている．小!Ⅱ肖三ｲ鋤I別lはド小IⅡ村を行む乎永の惣ＩI;１hW(であっ

たことは史料より明1.1であるので、拠橘同人だとすると脚；右衛門の塊であるともｊえるだろう二

(花岡興脚仙側符し_]小i１１脚：ｲji9jI剛lの噸参照１８６口）
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ある。

小森111氏の墓石から西に進むと山部田地区の｢養福寺｣の遺称地小字｢養福寺｣がある｡また､下小田地区の｢養
恩寺」もすぐ近くなので、どちらかの寺が小森田氏の菩提寺となっていたと想像できる。

他に、「国郡一統志」は正顕寺、花群山吉祥寺等を記i慨している。ＩＩｉ顕寺は「肥後国誌」には記栽がなく詳

細は不明である。花群山吉祥寺は日平村にあったとされているが､中世末に小森川氏の日平城落城にともなっ

て移動したと言われている。祁留地区にある「群毘沙門堂」（Tab9-2-8）も日平から移ってきた花群111吉

祥寺との伝承がある。寺歴については判然としない。

〈上小川地区〉

慶長９年(1604)検地帳に記職されている上小田村の寺院は｢永寿寺｣､｢円福寺｣､｢護福寺｣､｢昌慶寺｣である。

その後、最も成立の早い近世地総「国郡一統志」（寛文９年（1669）成立）には「円福寺」と「養善寺」が

記載されている。検地帳には課税対象となる寺社は記赦されているが、小堂等は妃戦されないと考えられる。

逆に「図郡一統志」は地誌であるため大小の規模なく小堂･小詞に至るまで記載されると考えられよう。よっ

て、「凶郡一統志」に見えないということは、「護福寺」・「昌慶寺」・「永寿寺」は１７世紀中頃以前には廃絶

していたと言えよう（Tab,１３)。

永寿寺は天正８年（1580）に小代氏が鹿子木氏に譲渡した居屋敷を「永寿寺居屋散」と呼ぶことから、寺

に近接して小代氏簡下の武士等行力者の居恩敵が建っていたのだろう。

神社については、宮司・宮別当が検地帳に記職されている。彼らは上小田村の巾で社伝も古く、規模も大

きい上小田山王社ないしは八幡社のいずれかの神職と考えられる。大疋６年に上小田村の八幡社・山王社等

は合記され、三宮神社として鉱座している。三宮神社の現在地は旧111王社跡地だが、その山王社は貞和４年
２１

(1348）勧進と言われてし､る。

今回の現地調査で、字「楢原」で大永６年（1526）８月彼岸建立の阿弥陀如来坐像線刻板碑（TablI-

79、Fig.7）を、三宮神社西側の民家敷地で中世末から近世初頭に大浦将監宗心の供養のために建立された阿

弥陀如来焚字板碑（Tab,11-80、FiglO）を確認した。大浦将監宗心については不詳だが、慶長９年帳に見

える｢将監｣に比定できるかもしれない。また平安後期とみられる仏像から近世までの仏像(木造菩薩形立像・

木造聖観音菩薩坐像・木造天部形立像）を安侭する上小田観音堂（Tab､11-6～78）及び平安後期の木造如来

形立像等を安置する上小田薬師堂（THb・'１－７４．７５）も確認している。

〈川部川地区〉

「国郡一統志」に紀赦されている寺社は「金光寺」であるが、この寺院は検地帳の記裁はなく『肥後国誌」

等では古跡とされるのみである。川部田公民館裏に薬師小洞も存在することから、公民館倣地を金光寺跡に

比定できよう（通bl2)。

〈安楽寺・下・津研地区〉

この３地区は当初同一村とされていたため、合わせて考えたい。

後述するが､慶長９年の検地帳（慶長９年帳）と慶長１３年の検地帳（慶長１３年帳）の２籾類が存在する。

慶長９年帳には複数の寺院が記職されているが、慶長１３年帳には大土地所有の寺院しか記絞されなかった

と考えられる。座長９年帳には「朝日寺｣、「善能寺｣、「将門寺｣、「宝城寺」が妃職されているが、このうち

慶長１３年帳にも記縦されているのは「宝城寺」のみである。

梅林山安楽寺…本柚中で玉名安楽寺として叙述してきた寺である。検地帳に「安楽寺」という寺の記職はな

いが、惣検橋（惣見柵）や宮司の存在から、安楽寺が存在していたと考えられる。玉名安楽寺の旧

跡は安楽寺地区上村の集落内の上村公園と言われ、薮の中には１３世紀から１４世紀頃と見られる四

方仏がある（随b9-29、FiglO)。この公園には戦時中に小学校の分校が侭かれたこともあり、明治

６年以来の公有地で、現在も安楽寺地区の共有地となっている。また、検地帳の名識人より、天満
みやし

宮のほうは「宮司」が管理し、「寓師」等が下級神人として奉仕していたと考えられる（Tab,3)。

宝城寺…検地帳の中で１町以上の土地を所有していた寺である。その土地は安楽寺・下・津留の３村にまた

２１「神#I:IU1細椎」（Iﾘ１滴１２年編輿）疏橘iIj史』資料糊６文割（近代・現代）１９９４年３月所収
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がるが、主に津留村に集中している。このことから泳留付に存征した寺院とみられる。寺名は「lKl

郡一統志」には見られるが、「肥後国誌」（明和９年（1772）成の等では見られない。１７世紀ﾉｋ
から１８世紀中頃までに廃絶したと考えられる。

朝日寺…検地帳より境内地のみを所有する小さな寺と考えられる。字「化兇」に寺前観音堂があり（Tab,９

－２１～27)、そこが朝日寺跡と荷われている。近世には高瀬大覚寺の末寺に入って存続し続けた
２２

ことが境内の板碑から理解される。堂内には近世から近代に修造された毘沙'１１天立像報の仏像が安
置されている。

善能寺…慶長９年帳では、１町程の畠を所有している。慶長１３年帳には‘把絞がない。「肥後国,錐」では下村
の寺院跡として記されている。

普門寺…慶長９年帳では８反ほどの畠を所有している。慶長１３年帳には01.戯がない。「肥後伺継」では下村

の寺院跡として記されている。

以上が検地帳に妃職された制院についてである。

次に「I副郡一統志」に記赦された寺院について述べる。「国郡一統志」には検地帳に妃裁された寺院が全て

記載されており、他に「吉祥寺｣、「永徳寺｣、「浄福寺｣、「賢長寺｣、「陥岩寺」が記赦されている。

その後の地誌「肥後側誌」等にはこれらにＩⅡえ「艮柵寺」が記,IiMされている。

浄福寺ないしは海柵寺…「国郡一統志」には浄福寺として記戦され、「肥後l副誌」では浄福寺は下村の寺院と

されている。

賢長寺…「国部一統志」に地蔵を安置する寺として紀絞されている。下地区の字「IiIfノ平」に所在する唐ノ

平地蔵堂（贋長寺社）が賢長寺跡として伝えられている。境内地には地蔵立像を線刻した願主有三

，!}紀他の結縁衆による大永五年八月彼岸吉川銘の資長寺地蔵立像線刻板碑が処てられ（Tab』0-44、

Fig.14)、蝋内には木造地蔵菩雌坐像と鯉永l･'0ﾐ年霜ｊｌｌ､五日銘の大願主比企□□による木造延命地

蔵菩薩半伽像の２体が安置されている（Tab１０－４７．４８)。検地帳に記載がないのは、ソi時から丘陵

地の先端に巡っていた小堂で、ｉ洲税対象とならなかったためと考えられる。

長福寺…「肥後同謎」に初めて記載される寺である。安楽寺地Ｋの字「深浦」に所在する「深浦観音堂」に

比定される。本尊の木造十一而観音菩薩坐像は近世であるが、南北初期に推定される木造菩薩形立

像も安世されている（Tab・'0-32.33)。境内地には１６世紀の五輪塔数基分の残欠が散征している。

階岩寺…検地帳の紀絞はなく「国部一統志」に記絞されている。字「岩屋」の「ギオンさん」洞穴であると

考えられる（面hlO-36～39)。人工的に穿たれた岩職に木造不動明王坐像と１３世紀頃と推定され

る木造衿期羅童子立像等を安世している。修験の場といった趣である。このため課税対象にならず

検地帳にも記載されなかったものであろう。天台系滞教の影響を受けた鎌愈後期の仏像群を有する

寺院とみられ、荘園の領家である太宰府安楽寺の影響を強く受けた寺（仏像）と推測する。

この他、「国郡一統志」等に紀赦されている寺院に比定は出来なかったが、現地には以下のとおりの小堂が

残されている。

白丸観音篭…すぐ付近に天神の詞と神木、１６世紀の瓦輪塔のある空き地があり、その地が本来の寺院跡と考

えられる（Tﾖb,１０－４２．４３)◎

和田観商堂…傍には大きな湧水がある。室町末期と拷えられる木造聖観音持薩坐像も女慨されており、寺院

跡であると考えられる（Tab｣0-49～51)。

城下薬師髄…下村占城から薬師堂を移したとされる。周囲には下村古城（'ｒ「高城｣）から移設されたという

１５世紀から１６世紀の宝塔や五輪塔の残欠が複数置かれている。

藤観音堂…南北朝期頃と考えられる木造』ﾘ職高菩雌立像から､昭和に修造された観音像まで歴代の観音像を
安笹するお堂である（Tab9-2～8)。

その他、安楽寺髄玉名荘とは面接関係はないが、以下の寺院が検出されている。

２２延亨４年（1747）の兇誉浄岸謹位の版碑に「研瀬火覚寺弟子」と刻まれている。玉名I|沌雁史資料典成朔ﾉi典『高瀬湊側係歴史資料,ＭＭ

盃侭告謝（２）一刻石文一』１９８８年５川
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吉祥寺…日平村から移ってきた花群山吉祥寺跡と言われる群毘沙門堂が今も津留地区の群にある。このお堂
の祭りは正月におこなわれ、各家で的を弓で射るという。

永徳寺…この寺院は同一名の寺院が澗瀬にあり、「国郡一統志」の誤記と思われる。

以上、Tab９～Tab､１３と併せて記述した。以下、今回の仏像調査の結果、次のような所見を得た。

ｌ造立年代が平安期と思われる仏像は雑密系の神像的特長を持った仏像ないしは、神木として信仰の対象

となっていた木を材木として使用したと考えられる仏像が多い。

２鎌倉末期から南北朝期、室町期と考えられる仏像も同棟に神像的特長を持った仏像が多い。

３室町末期以降の像は観音像が多かったこと。

以上の特徴と、寺社関係の史料を比鮫検討した結果、次のようなことが推測できる。

○安楽寺領玉名雑は１０世紀末から１１世紀にかけて荘園として立荘されていた地域であるだけに、早くから

耕作が営まれると共にすでに独自の地域信仰が根付いていた。

○安楽寺領玉名荘という歴史的環境と傾家太宰府安楽寺が有する天台系仏教の影響が在地の仏像に反映する

割合が比較的少ない。

○神仏習合の影響を受けた像が多く、仏教信仰は地域信仰と職合した形で推移した。

●安楽寺地区上村での聞き取り調査

く話者〉田原邦彦氏（昭和１８年生）

〈通称地名等について〉

・田原氏邸を「ズイケツ（附月)」と呼ぶ。敷地内には古墳あり。

．「ツメショ（誌所)」という屋号の家もある。

・集落中心の通りを「パパ（馬場)｣、集落を下る坂を「ケンモン坂」と呼ぶ。

〈寺社・祭祁について〉

・分校跡の公剛の天満社は位置が移動している。

・江戸時代に梅林天満宮の曹司をしていたのは押野家で集落内に居住している。

・春野家は太宰府天満宮宮社家の系譜の流れを汲む家である。

．「パパ（馬場)」の真ん中ほどの脇に板碑あり。銘は読めず。

・上村集落の山を「ジュオ」と呼ぶ。中途には「耳の神さん」が祭られる。

〈水利関係について〉

･昔、上村集落から木葉川までの間に大きな水路が２本あり、北から「ビィル川｣、「ナガレ川」と呼んでいた。

◎考察
２３

史料でも確組の結果、近世後期天保年間の梅林天満宮宮司は春野氏であった。現在の春野家はその子孫と

考えられる。

「ジユオ」と呼ばれている集落の山は十王さん＝十王信仰の山と考えられる。間臓大王や冥界を信仰する山

と言える。実際に登ったところ、Illnfiには五輪塔の残欠や近世の供養塔があった。

上村集落から木葉川までの間の大きな水路については、「ビィル川」は蛭が多かったことからついた名前と

いうことで、水深が浅く流れも緩やかな性格の川であったことが考えられる。対照的に、「ナガレ川」は流れ

が速かったそうである。ナガレ川の位置から考えて「ナガレ川」が古川満と考えられる。

(3)安楽寺髄]《塙荘域の水利と耕作条件

慶長期の検地帳に見る下ケ名を可能な随囲で合成した字図の中で色分けするとＦｉｇ，のようになった。併

せて参考資料として玉名平野土地改良区及び玉名市農業振興課が管理する水路系統図の取水路と谷川や泌水

といった自然水系を書き込んだFig.１を添付する。

２３「内田手永略乎鑑｣天保十亜年(1844)jIJlIII岐写(『肥俊協の農村禍造｣1956年５月所収）それ以Iilの祉人は原彦之進だったようである。

(｢肥俊I剛志蔵稿」（享保十三年（1728）成立）・'･肥後回志』（Iﾘl和９年（1772）成立)。しかし、近代の地雌においてもＴ肥後圃誌』才の妃

戦のまま原彦之進となっている（仙掲『熊本蝋I蛾郡迦１９２３年４月)。近111中期から桜milﾐは訂正されなかったことが分かり、現火に近世

に嵩側l職を護がﾂlき継いだのか詳細を知ることはできない。
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この結果から次のことが推測される。

〈安楽寺地区〉

小地名を記lliRした慶長期の検地帳がないため推測が難しいが、染山谷川の水を利用して耕作していたと考

えられる。また、木葉川以南の地域では谷水等の湧水を利用して耕作が可能だったと考えられる。

その他の土地でも耕作していたと考えられるが、低地（木葉川流域）では水智を受けやすく安定し

た耕作が困難と考えられる。また、本地域の丘陵地上では水が得にくいため、畑作が中心だったと誉

えられる。中世段階では谷川等の水を得られるところが耕作の中心であったと考えるのが適当であろ

う。

〈沖fW地区〉

慶腿１３年検地帳の水田は色分けの結果、久保田満（部田溝）に沿っており、この間閉に「巾たぃ｣、「は麓

かしら」といった水田が確認される。この結果、この満は中世末から近世初頭にはすでに整備されていたと
郷

考えられる。祭旧下遺跡や太郎丸遺跡から木葉川対岸にある津留地区字「群ノ前」に所在する群Iiii遺跡では、
２＄

中世の遺構面からプラント・オパール（植物珪酸体）が検出されたと報告がなされており、当砿地では巾１１ｔ

段階に稲作がおこなわれていた可能性が高いという結果が出ている。慶艮１３年検地帳での「むれのまへ」

の水田面積は約６町である。その後の下ケ名間の調整(地撫)で他の下ケ名へ細成された田もあったとみられ、

宝暦】４年（1764）段階において２町弱の本地となっている。

一方､木葉川以南の地域も安定していて耕作が可能だったようだが､慶長１３年帳では届のみが検出される。

現在も谷ごとに湧水を利〃Ｉした耕作がおこなわれており、近世初頭も湧水の周りを品として耕作していたと

考えられる。

以上から､木葉川以北には木葉川の分流を利川した大きな水路である久保田満(部田洲)が慶長１３年(1608）

以前にはひかれ、水田が広がっていた。また、字「群ノ前」のように川近くの低地はかなり早くから水田化

されていたと考えられる。しかし、このことは逆に大水時等には水害を受けやすく、河川の状況に影響を受

けやすいという而がある。また木蕊川以南では安楽寺地区と同械に畠が多く、湧水を利用して開発が進めら

れていたと考えられる。

●津制地区上群での聞き取り調査

祭、ド遺跡より茶屋橋を渡った対岸の上群地区において聞き取りＩ閥査をおこなうことができた。

〈話者〉大林俊行氏（大正５年生）永'H重吉・クニ子夫斐（昭和４年・８年生）

東タズ子さん（昭和１８年生）能勢和歌子さん（昭和２８年生）

〈通称地名等について〉

・大林邸付近を「ナカマ｣、永田邸を「ドウゾノ｣、東邸を「ダニ｣、能勢邸を「チヤヤ」と呼ぶ。

．「ハヤダカさん｣、「シモノヤマ（下の山)｣、「下方」と呼ぶ場所がある。

〈寺社・祭紀について〉

・公民館裏に天子宮を祁る°

｡｢ハヤダカさん」には注連縄を張ったご神木あり。梅林天満宮の流鏑馬の行列はこの前を通って神事に望む。

．「一十一」と書いた紙を竹に挟んでお祭りをする。「ハヤダカさん｣、天j皇宮で数が決まっている。

・宅地内に荒神さんを肥る°

＜水利関係について＞

・梅林天満宮東側を流れ木梁川に注ぐ水路を「松葉川」と呼ぶ。

・寺111水門、梅林排水機場、高橋等で堰を作って水をひいていた。

・水を揚げるために人力水IIiを使用。

◎考衆

能勢邸の「チヤヤ」の名称は三池往還沿いで茶屋を徴んでいたことに由来する。東邸には通帳も残るそう

２４熊本州牧育委仙会により平成１６年に発捌捌従を実施し、現在資料競朗中。

２５熊本州教育委側会ｒ卿1週跡』熊本県文化11ｲ糾在細箇輔２１９集２００４年３月
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である。茶屋の下には舟が停泊したそうで、茶屋橋も昭和２０年頃までは立派な石製の眼鏡橋が架かつてい

たそうである。「ハヤダカさん」は宝暦’４年下ケ名寄帳にみえる「拝高」と同一と考えられる。付近の「下
ＺＣ

ノ平」にも菅原神社があり明治11年（1878）に梅林天満宮に合祁されているので、その関係のご神木や神
事前の慣行であると考えられる。人力水車については、近世の史料中に津剛村他で人力水車のために借財し

２７

て１Ｍ’入したことが記されている。今回の調査から､昭和４０年代の大規模な川水整備事業がおこなわれるまで、

近世後期と同様な水利状況が続いていたことが分かり、用水確保が津留地区の最大の懸案だったことが窺え

た。

〈下地区〉

下地区には条里制の条坊名に由来すると見られる字名と地割が存在する。小字｢十五」と「唐ノ坪｣である。

これらの小字については、参考に地篤図を添付している。（Fig.4）

このことから、木葉川右岸の下地区が、この地域では最も早く組

Fig.４下地Ⅸ（条里制由来）小字地鯛間

織的な開田がおこなわれたと考えられる。

同様に小字図（Figl）から、下村では染山谷川と井尻川の流路

に沿い慶長１３年以前から水田が広がっていたといえる。また、

下村古城以東の丘陵部では湧水のある「さかさま川（逆川)」等の

谷部を除いては、畠が大半であったようである。

中世史料にみえる「得力名」の遺称地は~ドケ名徳力（小字上徳

力･下徳力）とされるが、下ケ名「徳力」は水田が無く畠地であっ

たことが検地帳よりIﾘlらかとなった。慶艮１３年段階のことなの

で､中世も同様とは言いきれない。しかし､後述するように「徳力」

に隣接する小字「池111」が地頭小田氏の屋敬地と考えられ、小字

図の地形から「池田」や「徳力」付近は菊池川の旧流路に沿った

自然堤防上であったと考えられる。

その結果、微高地であるため水が引きにくかったと考えられよ

う。地頭小田氏は得力名も含めた土地の検麦を徹底的に拒み、下
２秘

地中分にまで持ち込んだ。これは麦が年lfiの対象外だったという

こともあったであろうが、米の剖合が少ない土地柄であったため、

地頭小田氏も領家の太宰府安楽寺も麦にかける期待が大きかった

という事悩が反映されてはいないだろうか。

く川部田地区〉

下小田村から分村したとされる。近世中期になっても津留村同様の水密が知られるので中世において安定

した耕作は望めないと考えられる。慶長１３年検地帳が現存し近世初期には耕作地となっていた。しかし、

後述するように川部田村の名諦人は大半が下小田村と重複し、下小田村の者の出作地のような状態であった

ことが窺える。また寛永１６年地撫帳も現存するが､この帳面の「元畝」は慶長１３年帳とあまり一致しない。
２９

寛永８年（1631）に肥後国に大風が起こったことが記録されているが、そのとき氾濫源とな'〕、耕地が再縞

されたことも考えられる。

〈III部田村〉

下小田村から分村とされる。水を得にくく畠が耕作地の主力であったと考えられる。慶長１３年検地蛾が

現存し、近世初期には耕作地となっていた。寛永１６年地撫帳も現存し、この帳面の「元畝」と慶長１３年帳

２６前掲「神社明細帳」（『l錨市些黄料倒６文野（近代・現代）所収）

２７『玉名市史』資料福５占文省近世１２産業２３７１）「水路叩代銭拝借願」

２８後掲史料細史料〔８〕・史料〔９〕本文中〔史料２〕〔史料３〕

２９迩永８年（1631）８ﾉｊ１４日に肥後・筑後・筑Iiilで大風がおこったとされている（｢細川家Old｣)。太鴎M1に1f〔すと９川１０日となり台風

による大雨洪水‘Ri湘等の被秤が推測される。

－５２－



－５３－

IfIjIII道世「肥後における近１１t初頭の村蒲柵造序節』（l:）。（下）（1.1鍋IIi立雁山側物館紀典ｊ宛１号1997年４月）

1.1(橘市史･I資料紬５古文洲糊近１１ｔ・概況３１）「諸郡商人帝浦々船敬此外姉々ｲj物帆」（抜）疋級７年１０ノｌ

ｒＫｆｉ市史」資料紺２地雌１９９２年３ノl所収

前側』.熊本懸1《橘郁謎』１９２３年４ｊ１

０
１
２
３

３
３
３
３

．o

がほぼ一致することを西旧道世氏が指摘している。川部田村と違い''I部'１１村は水;ｉｆを受けなかったことによ
るのだろう。

〈ド小田地区〉

近世においても上小川村より舟が多いとされるので、中世においても同様と考えられる。慶長期の検地帳

に耕作地が確鮒できる。また「大池原」「大池田」といった下ケ名が下小田･川部ⅡI村の境界付近に作n§する。
３１

近世の下小111村の小物成の一つに「一､御立池－．ケ所鮒下小田村」と池からの鮒が含まれていた。ド小田．

川部IH村境の大きな池（字「下大池｣）が存(I;し、この池を埋め立てて漸次耕地化したことが窺える。
〈上小川地低〉

近世においても早魁の影響を受けやすいとされるので、瀬概瓶情のよくない中世においても同様と考えら

れる。ただし小代氏が鹿子木氏に櫛養地として譲り渡した所緬には田が見えるため、どのように猫概をおこ

なったのか検討することが必要であろう。

近世中期にはため池が三ケ所とされる。鶴の口溜池､鹿上湘池が「玉名郡村誌」（明治１６ｲド（1883）定稿）
漣

には紀蔽されているが、このうち鶴の口湘池の所庄地については、上小111村と山部IH村の境とされる。山部

田村の慶長１３年検地帳には~ドケ名「つるの'二ｌｊがすでに田として記栽されている。
３３

『熊本懸玉名郡誌Ｊによれば湧水が水源ということであり、１１１然に溜まる水を堰き止めて作った池とJ与えら

れる。また、小代氏が委謹した土地「榎町」等もこの鶴の口湘池の扇状地下にあり、水を引くことは可能で

ある｡以上から鶴の口湘池を利用した耕作は１６世紀後半頃には|ﾙl始されていたといえるのではないだろうか。

ほかの溜池についても成立年代を検討することが今後必要であろう。

また、上小111地区には独特の屈曲した堤塘が菊池川に沿って走っている。その肌曲した形が鍋釣のようで

あるから「鍋泳制塘」と呼ばれ、上小田村から山部川・下小111村へと南へ延びている。

築造年代についてはＪ熊本懸玉名郡誌さに光永四兵術が「鍋沸留塘」を築いたとｌｉｄす。これが史実ならば、

光永氏の惣庄屋任期の瓢永３年（1850）～泌永６年（1853）の間に築造されたことになる。しかし、「内田

手永絵図｣中にはすでにｋ小田村の鍋津留鮒によく似た堤塘が描かれている。前述したように｢内田手永絵図」

は宝勝１４年（1764）以降、嘉永３年（1850）～謝永６年（1853）の光永四兵衛による水葉川掘り替え工

事以前に成立した絵図であるため、時期的に矛盾する。

一方、宝暦１４年下ケ名寄帳上小田村・'１１部田村・下小田村分の帳面において、鍋津留塘を挟む両側の下ケ

名の凹至より、菊池川の堤塘の内側にもう一筋の堤珊の存在が確認できる。これが、「内田手永絵図」にある

｢鍋津留塘」である可能性が高いと碁える。したがって､鍋津留鮒は宝暦１４年（1764）以前に築かれており、

光永氏が補修したことを指す可能性はあるにせよ、光永氏が築造した可能性は低いのではないだろうか。

以上から全休を次のように特徴をまとめられよう。

ｌ安楽寺領飛名荘において主力の耕作地は、谷川の水や湧水を利用したIⅡと畠であった。

２耕作しやすい土地は''１世地箔の比定地のある下地Ⅸと上小|Ⅱ地区に多かった。

３この状況を改善するため１６１１t紀後半頃に、安楽､・津留地区を流れる久保ⅡI満といった主要水路の整

備がおこなわれた。

４久保田満の配水域から外れた言上地を瀧概のために、近世中期に白石順が整備された。

５微高地が存在するため揚水川の水車がイミ可欠であり、その苦心は大lEから戦後の土地改良まで続いた。

小括

「内111手永絵図」に描かれた風餓は、現地‘淵査の結果、中世まである樫度遡及１１能であることがわかった。

耕地も含めて地域の景観は段階を追って変化したことが推測できた。中'１t後期に久保田満が幣伽された段階、

近世中期に白石順が築造された段階、近世後期に木梁川が掘り侍えられた段階である。近世後期から戦後の



瀧概事業以前までは蛾観は大きく変動しなかったと考えられる。また大掛かりな水路が整備される以前の水
Ｈ１は、自然水利を利川するしかなく、必然的に谷川沿いの耕地（谷田）や湧水のそばに広がっていた。

このような自然条件を利用した耕作地の展開、それに伴う集落の点在が安楽寺領玉名荘内で中世の早くか

ら生活圏が分かれる要素を生んだといえよう。

第３節安楽寺領玉稲荘の霜年的各論

（１）鎌倉・南北朝・室町時代一祭田ド遺跡と（小田庄）の関係一

①安楽寺髄玉名荘と地頭小川氏

ア）安楽寺緬玉名戦への小田氏の地頭入部と出自

源平内乱は平家拠りの立場をとっていた太宰府安楽寺に大きな衝撃を与えた。平家追討、落武者狩りが進

む中、平家方についていた太宰府安楽寺にも武士の乱暴狼雑が続き、源頼朝は太宰府安楽寺荘園における武
３４ ３５

三tの乱暴狼鮒を禁止している。その一方、鎌倉幕府は太宰府安楽寺に対し安楽寺別当を代え、地頭職の設侭

をおこなった。惣荘地頭のほかにも名・村単位の小地頭が設置されたのだが、このことは正木喜三郎氏によ

ると、「従来の下司を多く地頭に切り換え、その進止権を幕府が掌握し、荘園下職に位置する在地領主を御家
３６

人に編成することによって自髄統制を意図した」とされている。小田氏もこのような流れの中でIIE後国安楽

寺領玉名荘の地頭職に入ったと考えられる。小田氏の地頭職については正安２年（1300）の小田氏間の相論

や嘉慶２年（1388）の小旧氏と安楽寺との麦の検注の相論から同荘内の得力名と正富名の地頭職だったので

はないかと考えられる。

さて、小田氏についてその出自は不明である。了角川姓氏家系大辞典Ｉによると豊後国玖珠郡の清原氏の流

れに小田氏がある。また肥前杵島郡から鵬津郡にかけて日向太郎通良の子孫とされ「通」を通字とする一族
３７

(嬉野白石氏や綾部氏等）がおり、この一族は有明海沿岸一｛ｉｆに所領を保有していたとされる。系譜は不明な
３８

点が多いが、史料の伝存状況などから後者の可能性が考えられよう。

小田氏は正安２年（1300）の相論で突然安楽寺領玉名荘に現れるが、史料内容から正元２年（1259）譲

状時点以前から同荘内に地頭職を有していたと考えられる。その後南北朝期にも同荘内得力名・正窟名で権

限を主張している。管見のところ小田氏が玉名に存在した史料上の下限は、天文１６年（1547）で、豊後大

友氏のものとへ参府する筑後田尻氏に峻別を贈った近隣の在地領主としての「小田中務小輔殿」ではないか
”

と考えられる。その後、近世に至り小田氏がどのような足跡をたどった力､の詳細は不明である。

近世の八代郡高田手永惣庄屋を務めた小田藤右衛門の先祖附によると、菊池武運の子孫とし、父祖は合戦
４０

により館を失い浪人となったとする。この小H1氏の一族も「通」の字を多く用いている。小田氏が菊池氏の

子孫であるという真偽はともかく、同じ通字を用いる点から安楽寺髄玉名荘の小田氏と小田藤右術門一族と

は何らかの関係があるのではないだろうか。

イ）正安２年の小IⅡ氏一族lHl柑論

次に具体的に小田氏と同荘との関係を検討していく。

【史料ｌ】鎮西下知状案（｢肥前武雄藩鍋島家文香」『玉名市史』資料編５）※傍線筆者
〔f噸力〕

小田土与童丸代通亜与小田弥次郎通俊女子藤原氏惟任相論肥後園小田庄内給田・屋敷公事等１１『、

右、訴陳之趣、難多子細、所誌､通重則氏女違背惣領催促、令射禅大小課役之上者、且任IMI東御事書相従所勘、

３４文治２年１２月７日付北条時政下文（r太宰府・太宰府天満商史料』第七巻「大宰府神社文書｣）

３５も．吾要鋤文治２年８ﾉ１１８Ｆ１条

３６正木再三郎『大宰府価の研究』１９９１年ｌＯｊ１文献出版

３７「武雄I1i史J1上巻（1972年３月)、ｒ白石町史』（1974年２〃)、ｉ､大町町史」（1987年９月）など

３８【史料ｌ】として後綱した顕西下知状案は肥伽武雄鍋鳥家文謝所収とされている。佐賀県立図習伽所蔵の武雄鍋島家文書マイクロフイル

ムによると、Ｉ‘il史料は「火妙寺古文釦と題される?；根中の所収文普である。正確には武雄鍋島家所政蝋妙寺古文間（写）所収文iWとすべき

であろう。このマイクロフィルムについては村上OIA子氏にご毅示を受けた。

３９後掲史料綱〔7〕

４０前掲花岡興輝ｒ近世大名の顛脚支配の櫛造.１六,‘《小田鰹ｲ『衛門項の参鮒１７６画

－５４－



古
川

史料でもみられるが、現在の地fiでは兇えない

ので、ド地区から111部111地区にかけての山際を

指すのではないだろうか。

また、ここでは小川氏のj伽ﾂl‘抑ﾉ’1(蚊が北逓ﾉ<

道に接しているという点に州｜したい。節二節

の最観復元により、III部川地区からド小川地区

を通り川部川地区に行く逆やド11ﾙ<から向迫間

地区に行く道があり、どちらも'猟’i,の1畳名郡

簡に続く迫|H1波しへ繋がっている。「人道」は後

者の道と推定され、郡簡へ通じる甥所と押さえ

ていることになる。また今II1I作成した111字例の

地割から分析すると、菊池川はIWl§よりも東側

に湾曲していたことが推測され、ＩⅡ河道端と兄

られる地削''１で、′i･:「池川」にAI}館跡と推測さ
＄Ｉ

れる方形に近い人為的地削が検Ⅱ}される。

立地からみて、この字「池111」付近に「塩空

閑屋倣」があり、雌倣地北側がi;獲道蹄「大道」

に面していたと貯えられる。（Fig.5）

また、′』．:「池'11」にあった小111氏A';館「j捕空

閑屋蚊」から「ﾉ<道ｌを皿って1K進一‘j,ると小111

氏居館のⅢ'i城機能を〃したド村【I｢城にｲIfく。こ

のド村占城は戦111期に「淡楽､!f怖怖」として腸

津方の城郷として押利川されるが、本来は「塩

空閑膿倣」とセット関係にある,Il1i城であったと

考える。

Pq

鴬/航
』→ロ』

寺汽

田
代

Ｌ

中
津
留

Ｌ
１
１

ｔ

Ｉ 前
畑

且可被附し進所糾1人之公ilI川途之111‘脈之、惟征亦彼給川・僅蚊街、帯亡父通俊縦状ｊＩ:安堵御ド文、似|･年各別

知行之ⅢI、公ｉｉｉ以ド所勤('辿、次術庄塩空閑屋蚊綜為氏女分領之虚、IxljIif丸押髄彼郷lﾉ1旨陳之、愛如氏
＆堂暖Ｆ

所進水i§通俊IE元一:年ﾉfﾉ'''六１１‘蝋状者、正禰御ﾉ1塩空関屋蝿F1軸珊瑚小Ill内給11峨町参杖(i"リ1入地頭給
４町麗勺’

田、無典傾、女J:北限人道小'111人l給111篭参杖Ｉ蹄引人地頭給田、無災航久I:伐叉'ﾘﾘ|雛』；々 、如i‘１進弘腿元年/j：

ﾉjlllli＃|火御ド文肝、肥後|側W小'11(;給11隙1111.．ﾉ釧嘩所W縦、右(f亡父皿俺11元_ﾆｲ|ﾐﾉ『ﾉjlI,‘《lに通縦状K』,、

藤原氏#脳、111術W悠々、ＩｲI蹴仏没L:年|&１束御1Ｉ１１｝、ｌｌＩｌ１１従惣領主所助之山、ｊｌ｣iIII雌11I之、如仙御'1ｉ11$街、油却

質券仙人和ﾉj所価ilI:山、Ｊ|§j含係ｲ:'1仰地之間、不足澗色、随如譲状蒋、為地頭給11l之I{I、令iliM之上、、I柵従惣

領之峰、無臓搬歎、加之、氏久賜各別御ド文、蝋１．年無相違之慮、通'R永仁,』く年始及澗脈之(l捕無IiW、仙如御

下文箭、（に通I漉状之由所兇也、迦苔、依為lﾆﾉjjif丸得理之状、隠蛮之旨、通順雛柵之、為胸脳雌之上、

為時辿蝿披抑制之111,氏女11I之lHl、無|職し名、就【'1、彼給H1・雁倣公‘ｌｆ、柵jjll惣徹剛１１伽(I:之''１，．１毎噸ﾒＬ

不帯‘;(ii文之Ⅲl、イくﾉ史沙汰、然llll、所披奔掴I:与噸丸1脈繊也、次塩空IMI般仙O1f、越堺令押術とI|I、氏次紙之嘘、

無其儀之旨、上与fif丸令申之上荷、任澄文、宜令氏女領掌美者、依仰lざ知(111件、
１ｺＯＯ

ＩＥ友二年･'･ニノ１１．－:１１

前上総介平朝臣在判

〔史料１〕に兄られる小lI1氏が地頭職を有していた押力名は、下地区に'ｹﾆ「ｋ徳ﾉJ｣、「ド徳ﾉJ」があり得力

名の辿称地と好えられる。よってこの付近を【史料ｌ］中の「正漸f'１|ﾉﾘ蜘空lA1j描倣粥Ｉ柵:l職M｣、つまり塩空

間腿赦のI柳施である「得ﾉﾉ」と勝えることができよう。ＩｉＩｉ境の「河」は菊池川であり、蝋境の又丸は以降の

FilE1.5ド地区池111ﾊ1,1辺小字｣也而似

七
目下

徳
力

上
徳
力

次に【史料ｌ】の‘洋細な検肘准おこなう。遊場人物の関係図は次貞のようであるｃ

－５５－

４１１'f,k脳ｌ･氏のご数,】：によ為



〃

小田氏推定系図

(惣領家）時通

(庶子家）

止与竜丸〔代人〕通亜

夜叉（藤原氏）〔代人〕惟任

○

弥次郎通俊

大意は次のようで、小111弥次郎通俊のⅡ;元２年（1259）５月２６日付網状と弘及元年（1261）５月２０日

付け関東御下文（安堵御下文）を根拠に、通俊女夜叉（藤原氏）がＭ１空閑屋倣と地砿給川を柑統した。これ

に小田氏惣緬である土与噸丸が意義をIﾘlえ、通覗を代人として永仁６年（1298）にＩ脈‘世に及んだ。土与童丸

側の根拠は払安７年（1284）の「1M1束御mlIil}」でこれにより惣価の指示に従うべきというものだった。これ

に対し、夜叉側は代人惟任をたて,E当性を主張し、土与童丸側が胤敗付近を押緬していると抗綱した。この

相論に対する釧西探題の結論は、弘安７年「MM東御事書」とは所繊の椛利を売却し他人に綴渡した場合を指

すものでこのi脈繊には当たらないこと、纏状は２通あり１通は土与亜丸が所持しているとされているが、土

与童丸からの拠出がない以上は従来通り地頭給田と屋敷は夜叉の所有と言うものだった。

士与iiT丸の代人通iIiが根拠とした弘安７年（1284）の「11M束御‘岬}」にあたるのは「関東評定0岬}」の「－
０２

泊却質券地ﾉ他人和興所領Ll【払安七ｊｄＩ↑しｊｆ」ではないかと考えられる。内容は【史料ｌ】’'１で鎖西探題が述

べている通りなのだが､代人通亜はこの'lIiI}iIlの「錐蔵子細於緬文､ｲj限公１１者､相加水航1｛跡､''1被致其沙汰、

至年頁等荷、随分限可進済､」という後半部分を根拠にしたものと思われる。つまり、たとえ夜叉側が譲状等

の証文を縦していたとしても、地頭分は本傾主＝惣領側の権利であり、荘剛には年貞を納めるべきだと主張

したと考えられる。

また、通爪が脈‘戯に及んだ永仁６年（1298）は、元憲来襲（文永・弘安の役）のiI(役負拠により御家人が

困窮を極めていた。このため、女子に棚統させないことなど様々な対策を総府側も綱じ、御家人側もそれま

で認めていた庶ｆへの分別相続をやめざるをえなくなった。必然的に惣緬と庶子との脈‘蝋が全IIiI的に増えた

時期でもあった。このような流れのなかで、安楽寺領玉名jIl;を卯台にした小川氏の－．族ｲﾄいがおこったが、

文永・弘安の役以Iiilに棚統されていたという11｛実もあって庶子家'''1の勝訴に終わったのだった。
４］

正篇名は太宰府安楽寺に燈油三斗六ｿ|を納める社役も負った名だった。納入は代米ヒイi三斗によっていた

が、正揃名に地噸として補任された小１１１氏が【史料ｌ】中にあるような「公ﾘＩ以~ド所勤任」すべき任務は、

年貢の納入に加えてこの燈油料の納入だったと考えられる。しかし、後述するように11側制の衷退とともに

小田氏が１１菰・得力i1Ilj名の権限を主猫するようになっていく。南北棚期には述武５年（1338）に安楽寺領玉

名荘内と考えられる上小川の地が北朝方の詫摩氏へ兵根所として充て行われた。前述のように小IH氏は南北

朝期にも安楽､¥領1《名荘中央部に椛限をｲjしており、同荘は北部が北朝方（武家方)、’'１央部が地噸小田氏、

南部が安楽寺と各勢力によって年貢が徴収されていたと考えることができよう。

②祭Ⅲド過跡付近の歴史的役リリリ

ア）鋼代地Ⅸ間辺の1M１発過程
４４

今回、発掘捌在を実施した、大字iI1fW宇衆田下及び太郎丸週跡では８～９世紀のものとみられる遺物が出

土し、一Ⅱ断絶した後、１３～１４世紀とみられる遺物が出土している。貞観１１年（869）７ノjに肥後国で
４５

損害甚だしい大ﾉk11fがあったことが紀録されており、発掘調在地における出土辿物の断絶時101もこの水害に

関連するものではないかと推測される｡lmI地区は近世･近代になってもﾉk答を受けやすいことが知られており、

一旦泥地化すれば'k活域としては放棄されたことは容易に想像できる。また’０世紀ﾉk～llllt紀に玉名安楽

寺が造激された際、安楽寺地区の丘陵上に選地されたことも脱Iﾘ}がつく。その後１２世紀後半か１３世紀初頭

に小田氏が地倣とし入部し、下地区の雅剛中央部に屋敷地をNIIえ、側発も進めたと砦えられる。この荘園中

央部を占拠する地lj1n小川氏に対抗するため、雅官下司職等は一旦放棄されていたi'ItfW地Ⅸの|Ⅱ1発を進めたの

ではなかろうか。

－５６－

竹内剛§剛ｒｍｍ辿文』，Ii文翻網朔~:十巻152011）（1981年６jI）ｊＫﾙ(ｲit川版

後拠史料剛史料｛３］

現在、触本iA1馳向凌仙会で掠叩中。

｢I]本：代火録」凹叫１１年７州１４１１条、Ｉ‘'１年１０川２３日茶。

２
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つまり現在の梅林天満宮所椛地や発掘調査地付近と１２世紀の木葉川左岸の「ムラ」とされる群前遺跡を

含めた津留地区は、地頭小IH氏の活動期と相対的に荘園経営において重要視される地になったのではないだ

ろうか。またこの時Ｍの全Ilfl的な物流機柵の整備に伴い、木葉川及び菊池川といった河川沿岸に「ムラ」が

形成され、地理的な不利にも関わらず生活域となったのではなかろうか。

後述するように室町後期の大友氏の肥後支配下における守護請では、請負料は上小田といった上小ⅡI地Ⅸ

や、白丸名といったド地区丘陵地に設定された。発掘調査地区は１３～１４世紀以降に土地利用が再び断絶し

たようであるが、１６世紀ないしは近世から遺物・遺構が確認できるので、在地領主による占拠が終だしく

なった１６世紀後半から放棄されていた津留地区が開発地として再び注目されるようになったと考えられる。

先述したように、久保111洲の雌ド流にあたる徳蔵丸の地が城氏に属していた山上三人衆の一人牛島氏に宛行
４６

われているが、前代の史料では検出できず、Ｉ；3発地の可能性が濃厚である。また調査地区の状況も鑑みると、

久保田満の掘削開始は１６世紀頃と考えることが可能であろう。よって、発掘調査地付近は度々の水密を受

けたため生活地及び耕作地として放棄されたものの、玉名荘の領家太宰府安楽寺側ないしは在地の荘宮下則

等が在地緬主勢力に対抗するために開発を繰り返した場所であったと言えよう。

イ）玉名安楽寺（梅林天満宮）移選と１１M発過穏

玉名安楽寺（梅林天満嵩）は近世初顕に現在地に遷宮してきたと考えられるが（詳細は後述)、現梅林犬満

宮所在地は本来同窓の御旅所（下宮）だったのではないかとみられる。

梅林天満宮付近は水難川と菊池川の合流地点であり、士砂の堆積ににより周囲と比べ微商地になっている。

大水が出た際、この付近一僻は浮脇のように見えたのだろう。地盤が安定していることが第一の理由だった

ろうことは言うまでもないが､脇が信仰の対象とされることも多いので､現在地が神聖視されていて御旅所(下

宮）とされていたことは考えられるのではないだろうか。

蛎実、現征地周辺が玉名安楽寺が移ってくる前から神聖視されていたと考えられる徴証がある。梅林天満

宮南側の宅地内に院若社が飢座している（Tab９－９)。院若社は本来は印鑑社、すなわち印溢神を記った社で

ある。当て字を繰り返しているうちに何の神か不明になったようで、近世初期の地誌「国郡一統誌」ではす

でに「天神御母」と注肥している。本来､印溢神は古代以来国荷で祭犯されていた溢（カギ､鍵）の神だった。

しかし、徐々に浸透してきた神仏習合の風潮と共に、弁才天春属十五童子の一人印溢童子と同一に考えられ

るようになった。弁才天は型1初水神だったが､次第に福神とみなされる。また印溢童子（印謹神）も猫（カギ、

鍵）の神だったことから柵神とみなされ、福神流行に乗り、弁才天と共に中世後期以来各地に勧進されていつ
４７

たと『三;rわれているｃ

梅林天満宮南側の院持社Iiiiの五輪塔水輪は１３～１４世紀頃のものと考えられる。もちろん他から移動され

た可能性がiWiい。だが、１６世紀後半には現梅林天満宮の周囲が再開発、耕地化されていたことは史料から明

らかである。それならば、当初は再開発のために水神として勧進された弁才天並びに印溢竜子が、耕地化の

安定した頃から民衆のⅢlで柵神として偏仰されるようになったのではないだろうか。その後水神としての性

格が灘れたため弁才天が忘れられ、福神として印溢神が信仰され現在まで存続したと考えられる。

また、このように考えると、院若社が近世初期に「天神御母」と注記されて女神と混同されていたことの

説明も可能であろう。つまり現征の梅林天満宮一帯は中世後期にはすでに微高地化し、大水の際でも浮脇の

ように見え、水神弁才天を勧進して祁る地として適当になっていた。その後、弁才天の福神化が進むにつれ

て、弁才天と共に勧進された印侭通子（印溢神）が重視され弁才天が忘れられてしまったものと考えられる。

さらに弁才天や[|聡茄子（印鑑神）は、天満宮とは本来無関係と考えられるが、中世以降に古祥天と弁財天

が同一視されたことはよく起こっていたようだ。吉祥天は、菅原道真が信仰し菅原氏とゆかりが深いとされ、

京都北野天満宮でも古来より細られていた。おそらくこのような事情で､玉名荘の場合は院若社が｢天神御母」

とみなされるに至ったと推測される。

以上、述べたような梅林天満宙現征地付近の岬開発と信仰の流れは、梅林天満宮の移迩の背景を窺わせよ

４６後側史料糊史料〔9〕域剛賢剛行宛行状

４７牛山惟幸「北部ﾉL州における印嫡社について」（秀村選三柵ｒ西南地域史研究」第丘朝１９８３年８月文献lLH版

－５７－



－５８－

正木尚三郎『太宰1Ｗ伽の研究』１９９１年１０〃文献出版

後掲史料粗史料〔６〕

尚木脇t氏ご戦,による

８
９
０

４
４
５

う。すなわち現在地は、再開発の主体である篇裕農民の生活の場となっていたことが推測でき、また彼らの

支援が玉名安楽寺再興にとっては不可欠だったと考えられる。度亜なる戦乱でｊｌ側からの収益は激減してお

り、玉名安楽寺が主体で再興することが不可能になっていた。

後述するように、近世初頭の社地の移避は加藤清正によるものと考えられる。川１１脇氏からのⅡｲ政而での援

助は確実に受けたと思われるが、移巡地の選定には在地の希望や悩習が反映されたのではないだろうか。そ

して当時希望をだせるような在地有力届が現在の梅林天満宮付近を生活の塊にしていた、ないしは所有して

いた土地であったと考えることができよう。玉名安楽寺は、移進したことにより粧剛伽主の支配機IMIとして

の立場から、地域の釧守＝ムラの鎮守という役割として現在に至ることになったと薄える。

(2)南北朝・室町・戦脚時代一安楽寺甑三K名荘の年貞収納と在地甑Iミー

①荘域の祷理と経徹

正木葛三郎氏によると、太宰府安楽寺は鎌倉幕府の地頭職投慨に対して、寺佃を粧而lに充当し寺微支配の
４８

強化をはかったとされる。また、さらに寺甑支配が難しくなると「緬所」がＩ没{淵されたとされる。正木氏に

よると預所の投侭は、「惣庄1M位の荘司（荘司政所体制）という包括的支配の内部に地域的に、より個別化・

細分化した村・名を支配する範囲とする支配体制を形成」するためだったとされる。頗所は寺1.〈が任命され

る場合と在地領主が任命する場合があったようであるが、安楽寺領玉名荘においては、当初刷守別当職の大
４９

鳥居氏がfIi所職であったと考えられる。

具体的に安楽寺領玉名荘はどのように経営されていたのだろうか。

【史料２】今川了俊i1}下（｢詫摩文蒋」『玉名市史』資料編５）

天満宮雑掌申、肥後隅安楽寺庄内正窟・得力雨名桧麦事、可依惣庄法之雌、於彼剛名濁、
（紺）（-f-の

無愉麦由相論重々、然者殊可有支誼欺、如今所進田地愉住目六者、雌立‘Ｍ１状者縦、ｉＲ可ｲT沙汰｣1者、来月三

日以前出帯無愉斐支綴等、可明''１之、不然者、可被成敗之状、如件、
（１３８８) （今川『侭）

潔慶二年I[月ｉｆ八日沙弥（花押）

小、石兇入道殿

【史料３】今川貞臣謝下（｢満盛院文諏」『玉名市史.』資料編５）

安楽寺宮師律師''1肥後側安楽寺庄内正寓・得力両名覗、任去月廿五日御敬iq)之旨、如以前成敗、令下地中分、

沙汰付社家代、可被執進綱取之状如件
（】３９Ｚし 1今川貞盤】

明徳三fﾘﾖ十二月八日陸奥守（花押）

噺藤六郎左衛''11入道殿

安楽寺領玉名荘の荘１判支配は史料の残存状況からよく分からないが、【史料３】からI櫛北朝・室町期に「社

家代」が撞かれていたことがわかる。この社家代が太宰府安楽寺側の荘側管珊人であろう。安楽寺顕玉名荘

は足利義満の時に宮師坊領（満盛院領楽義満から満盛院号も下賜される）になったとされる（後掲【史料５】)。

義満の将双就任期Ⅲlが応安元年（1368）～応永元年（1394）であるから、おそくとも【史料３】の明徳３

年（1392）以前には宮師坊領（満盛院碩)、つまり宮師坊が預所職になっていたと考えられる。「祉家代」と

は満盛院の荘富下職と考えられよう。

前述したように小田氏の尾倣地は字「池田」にあったと考えられるが、地爾図より下地中分の結果と考

えられる地荊が生じ、下地中分線と考えられる境界線が小田氏の尾敬前から延びていることを確蝿された

(Fig.5)。この線を南に伸ばすと上・下徳力の境界線に運する。つまり【史料３】でおこなわれた下地中分は
５０

得力名を東西に分けた中分だったと考えられる。

②守遡洲と守磯被官の給分

室町時代になり守漉や同人による荘側の占領が激しくなると、太宰府安楽寺は室町将1Kに対して寺傾の安

堵を求めた。



【史料４】室町将眼足利義晴御内11$案

(｢満蝋院文書」『玉名市史』資料絹５）

天満宮安楽寺領筑前剛戸栗・敢窟地弧職、同園術等、同大日寺村香薗、侍嶋、下陥郡内来飯、柵光、福嶋、

酒ｊｌ:淳四ヶ名、 、井料所瀬商庄等事こ

込

、猶々無沙汰候ましく候、柑柵別扶持を加られ候ハ、悦入候也

七月十三、御判

大友修理権大夫殿

【史料５】大宰府天満宮宮師坊領注文（｢満盛院文bI)」ｒ玉名市史Ｊ資料編５）

大宰府天満宮宮師坊領之事

一、下座郡内来飯拾町

一、稲光拾町

一、柵嶋拾町

一、酒井拾町

一、肥後園安楽寺庄八拾町

一、千代丸拾町

一、友貞拾町

一、照丸拾町

一、得力拾町

一、正富拾町

一、又丸拾町
（。ｆ・ず）

一、ｊﾗI後園瀬高庄千町

御公方義光様御代之時、宮師緬、此御代二院雛給候恥、為引手物くわりんのおしいた給候
５１

【史料４】は大永６年頃と推定されており､宛所の大友修理大夫殿は当時の大友毅鑑にあたる｡【史料５】には、

【史料４】中の後半部の所領すなわち足利義満時代に宮師坊（満盛院）領になった雅圃が記されている。前述

したように安楽寺賊玉名荘は南北朝期に太宰府安楽寺の留守別当職人鳥居氏が預所職を務めていた状態だっ

た。しかし、足利義満時代の１５世紀末には太宰府安楽寺の四宮司家ともいわれる宮師坊（満州暁）が同荘

の傾所職になり、宮師坊へ荘政所（荘司）から現地の下司職までが従っていたと考えられる。

【史料４】から安楽寺領玉名荘は賦家が直接進退できるとされる上家分を設定し、均等名体制をとっている

ことがわかる。均等名体制は工藤敬一氏によると、特定の領主をド両lとして掌握し、特定の上屑農民のみを
５２

成！』とするとされている。では、実際にこの均等名の内に誰が知行地を給付されていたのだろうか。

次に天文２１年５月６日付け大友義鎮書状写（｢油田文書」ｒ玉名市史』資料編５占代・中世縄２２４号）

を受けて発給された史料を掲げる。

【史料６】大友氏推行人連署打渡状写（｢清川文,I『」ｒ玉名市史.：資料編５）

肥後図玉名郡之内、津'ﾉ良跡上小'''九町分、同郡白丸名五町、岡川洞所徳力千代丸名煎町五段、111鹿郡之内

南八郎跡小原五町分之事、任御判遵行之旨、不残段歩厳重打渡''１所如件
〔Ｉ5５Ｚ) 入源剛矧齢介

天文lj･一年六月廿八1１長洲（花押影）
油剃はｉｔ亨

鑑#ｉ（花押影）
上岡ｰ周助

守110〔（花押影）
ArIXIIII綿'し側

鑑ｲド（花押影）
口足興郎'↓､側

鑑秀（ｲ押影）
１Ｍ碇Ｉ睦介

鑑？‘『（花押影）

５１大永６年頃と推定される根拠は、【史料４】の航半である筑伽lKl中の所領坪付が人永６年であり、筑仙IliI守捜である大内氏からの安堵が

同年に川ていることによる。『柵岡懸史資料Ｊ鋪七棚「太宰府神#l:側係文書」（1937(l;５〃）

５２１Z藤敬一？九州唯剛の研究』鏑寄脚１９６９年６月

－５９－



１１２〈』ｉ）

油田連iI:人道殿

【Tah2】安楽寺髄玉名荘内知行変遥図を参照していただきたい。この図でも分かるように【史料５】段階

のliil荘の合計は１４０町となり寄進段階の１１０町を３０町ほど上Iulっている。この州曲として、均呼名に編成

する際に数字を全て同じくしたため､または開発が進んだ分を暫定的に３０町程としたため等が考えられるが、

いずれにせよ実態を把搬しているとは考えにくい。【史料６】中の白丸名と上小川はおそらく上家分８０町の

内に含まれるのではないだろうか。この【Tab2】から次のように考えられる。

室町藤府から帥家太宰府安楽寺(荘碩職が宮司坊力)に安楽寺領玉名jl;を安堵するよう命じられた大友氏は、

守捜捌の形で年画を!}Mけ負い、家臣に給分として洲負料を与えたと考えられる。

Tab２安楽寺領玉名荘内知行変巡

【史料６】の天文２１年(1552)時点では清田氏に宛行われているが､おそらくそれ以伽は史料中に見える派々
５３

良氏だったとjうえられる。

ilt々良氏は隣接する玉東町の111北ｉＩ９安寺領でも菊池義武から預地が与えられている。菊池義武が布した権

維を承継した大友義鉱から滴Ⅱl氏は知行を与えられているので、大皮氏は在地悩判を蹄まえて山北から安楽

寺にわたる範囲の11側での守遡i'''１の州負料を清田氏に被官給分として宛行ったと考えられる。

得力名と千代丸名については浦田氏がその請負料として両名で２町５反分を受け取っていた。おそらく上

家分も消田氏が柵負料として白丸名５町と上小田９町分を給分として受け取ることになったと考えられる。

浦田氏はその後みえなくなるが、天正９年（1581）９月７日に小代親伝が施造寺久家から「肥後IIiI玉名郡
５４

安楽寺之内十言町分地之ﾘＩ」を宛行われている。天正６年（1578）の蝿祁氏との合戦（日向耳川合I戦）で大

敗した大友氏は肥後・筑後国内での影響力を失い、その政治的間隙に進出してきた随造寺氏を知行安堵する

ことで在地領主癖を取り込んだ。

小代氏も何らかの理由で消川氏の澗負料を引き継ぎ、その権限を施造寺氏からも安堵されたとみられる。

本来的には清田氏とI‘１様に１４町を給分として受け取るはずだが、鹿子木氏に養生のためとして１町ほど移
鎚

掴しているのが確腿できるため、史料に見られるようIこ１３町となったと考えられる。さらに鹿子木氏に移

細した地が上小IⅡ内であることから、やはり小代氏が上家分の諭負料を取得したとii､える。ここでI汁算をお
”

こなうと、得ﾉjfl5町十千代丸名１０町＝１５町分の給分が２．５町と上家分８０町の給分が１４町で捌負料の

測合は前者が01666、後者が０１７５と近似値をとる。つまり守護‘ｉ１の綱負料は１１１１１７分前後と決まってい

たと考えられる。

守OMI被官やｲI;地価I皇に‘１W負わせたからといって、必ずしも太宰府安楽寺に年貢が定納されたとはt;えない。

太宰府安楽寺の寺1‘『秤は守渡や戦lKl大名に対して社傾の安堵を愁脈し、年貞の収納を働きかけているが、戦

刷期に入ると安楽寺価玉名雑について現存する史料から愁訴を見出すことができない。これは伺雅が剛守職

－６０－

５３沌々良氏は大庭.i《から肥憧岡守撫菊池領へ盤-f入りした菊池範武の家臣であり、範火が大庭氏から園反し柚戚を尖鴫した俺、iI1々良氏専

縫武‘刺:iは知行地を没収されているようである”（r玉東町史』卵三細窮六章阿醗&保火氏仙Ｗ）１９９５年Ｉ川）

５４俺掲史料細史料〔１２〕

５５惟掲史料糊史料〔１０．１１〕

５６【史料３】の時点でiwJ名と旺耐橘は宏栗､↑側と小剛氏側でド地中分がおこなわれている。小H1氏がI‘,】地域付近で確遡できるのが仙述の

ように欠文１６年（15.17）のため、大庭氏による郡鐙調時にもこの下地中分はまだｲj効だったと好えられる．

代（代則） Ⅲ富胤 1Ｗ)秘 千代8K名 又欠私 ｋ貞名 黒丸偶 l紅肺 計 l･ＭＬＰｉ Ｍ,H１

259 IE山１回『１，１１１Ｋ (電坦皿'1,団灰勺） １１０町

]CＤ 定画固'1,111Ｋ 埴回国'１，剛氏

〕3８ 瓜館噸として就摩氏

蹄８ 地凹日'1,(11Ｋ 地辿厘'j,田眠

1９２

iI削

地蝋

中分

IIm画廊0$助

地図、'j,剛氏

U１Ｗ

１５２６
11m咽寓恥lル1０
日

『1畑国寓凹坊ＩＣ町 冊弧、宮塾坊１０町
碓髄１ｺF【陛

坊１０跡

透田圃官邸

坊10町

荘
感
掴国宮鴎

10町

、

坊

粕副官蛇

I砿０町
140町

１５５２

iKfp国席箇坊5町

『代n名と合わせて自

、峨苛として詞訓氏

25町

罷詞唖宮鱒坊３２丁

ＩＷＪ崎と合わせて閏

ｎKＷとして珂睡氏

２５町

、弛国庶幽濁句

圏､靴坤として剛１１

Ｋ５Ｒ：

堰閉口漁師助命

醐側峨汁としてi細'1〔９町

１５８１
ＩI剛画廊脚坊句

鯛ｎｕＷとして'１，代

K5IIr

ｲ1W１回称師坊ヵ

闘側1MＷとして'1,代Ｋ８町

(l1jlf唯唖ｆ制〔に１町8こ、
回）



大鳥届氏から宮帥坊（満{州塊）へ１１珂職、預所職が移調されたことともI1M係していると砦えられる。

中世後期に入ると大脇居氏と小鳥居氏による安楽寺別当留守職を巡るγIいは激化し、火脚‘!;氏が既後人皮
')７

氏の庇I池を受けると、小卿１１}氏は秋月氏らと結び大脇居氏を追放している。満Mi院がこの11fどちら側にいた

か詳細は分からないが、太宰府安楽寺がかなり荒廃していたことは確かである。そのような状況ドで、安楽

寺領玉制I;は画m1i坊（満磯院）が荘碩職となったために太宰府安楽寺の衷退とともに勢力の刺い宮師坊では

保全しきれなくなり、守拠被宮や在地緬1を請負代官職に補任し、さらに彼らの恐愈的な伽ｲjに流されてい

たと考えられよう。

この状態がＩＭＩ唖秀iliのﾉL州'ド定後、佐々 成政が人I副してもﾈl:領を主根できず、近'1tにはついにＦ社11ＭW三

石六斗･」を保有するのみとなったのである。

(3)安':桃111時代・江ﾉi時代一安楽､¥尺満宮（現梅林天満寓）移遥と力１１藤滴01ミー

天正１５年（1587）のlIMIfi秀吉による九州征伐で国分けに伴い、肥後IIiIは佐々成政械刷となった。佐々成

政は蝿臣秀吉が朱印状をもって安堵した庄地領国の土地を朱印状通りに安堵しなかった。その結果、Ｉfl衆の
露

不満が断まり、肥後l瑚衆一挨が勃発したと言われている◎一撲鎮圧後に佐々成政は切胆させられ、肥後IKlは

派遣された上使衆によって検地がおこなわれ、翌天lビ１６年（1588）加畷満正と小IlIj行陵に半国ずつ与えら

れた。

⑳佐々成政の寺社対頭

非常に斑期IHIの価1皇ではあったが、佐々成政は寺社に対してどのような対応をしたのだろうか。佐々氏は
５９

玉名郡内の寺社繭合わせて４０町と設定していた。Ｉｉ名郡内の寺社は寿柵､ザ(繁根水八幡宮)や｛jlRI山広W僻、

llI北西女寺などの大寺社からその末寺まで様々な寺社が多数存在した。そのうえ11捌制ドの安楽茅械１部荘

だけでも１１０町とされていた。現実的に経営できていた規模は縮小していたにせよ、郡内全ての寺社紬の合

計が４０町とは大激減である。
ＯＸ》

玉名安来寺の縁起iI｝には仏i々氏によって寺領を令て失った旨が記されているが、佐々氏の､粋l:微全体の縮

小政飛によって緬地をほとんど失った､!『社も多く、おそらく１〈名安楽寺もその一つだったのではないだろう

か。’1｛火、太宰府安楽寺の肥後側内の１１側において、佐々氏によって安堵されたのは、’''１１t後期に大脇居氏
４０１

が預所職であった合志郡の1;『納村のみで、その而仙はIH畠あわせて８町に減少していた。

前述したように、１５世紀末頃には安楽寺領玉祁I;は宮司坊（満盛院）術となっていた。戦剛の動乱の１１１で

大鳥居氏は肥後の賊地術納村の保全にも腐心していた。満盛院は筑前刷内の顕地の保全には執心していたが、

肥後国内の領地に側する史料は【史料２】・【史料３】以外には見られない。ただ郡Mq1illlをしていたことが窺

えるので、【史料６】の１６１１t紀中頃までは影響を及ぼしていたと考えられる。

しかし、小代氏が１２機した椛利は、Y1i初は大友氏の守護諭の捌負料の椛利を引き継いだものであったとし

ても、肥後国守遡でない雌遊離氏からの安堵も受けるなど、もはや太宰府安楽寺（満盛院）の関与の可能性

は薄いのではないだろうか。満慨院による直接的な影響は、大友氏の肥後I副支配の瓦解と共に及ばなくなっ

たとみてもよいのではないだろうか。そのような状況では､佐々氏の寺社制縮小政飛に対して対抗できなかっ

たのだろう。しかし、佐々政椛自体が・年足らずで消滅したため、佐々氏の寺社対策は完令になしえなかっ

たかもしれない。

②加雌洲112の寺社対箪

加藤油ilﾖは熊水城を居城とし、領IRI内において河川改修や1:拓など微々なりＩ業をおこなったと伝承されて

いるが、１ﾐ名郡でもiI1I川改修や､社再興といったり雌をおこなったとされている。

寺社111肌に関しても［､熊本懸-1《名川i雌.Ｉによると、伊倉八幡宮や繁根水八幡11;<、妙光､，fや妙法がといった

5７

５８

５９

６０

６１

r太宰lfII1j史」節Ｉ聞痢５噸（2(X)‘1fドｌ２Ｉｊ）呼夢卿

｢新熊本I1j史.１m山畑痢趣近1111（2001ｆｆ３Ｉｌ）第－．噸鋼一節鎌111佃雄執飛分参剛

後側史料史料〔１５｝

後側史料史料（Ｉ〕

天01;１５年7ﾉﾘ１９１１付け合,“;南納付太宰明ﾉI<渦寓甑御術出撹日記(了大半府･Ｉ人宰府ﾉ<録:<史料謬・1-(_；を）
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寺社を保護・移転したとされている。このうち大津山神社にMUしては、文禄年間の修理棟札が残っている。

高瀬の繁根木八幡宮の修理も慶艮期と言われている。よって玉名安楽寺の修造と移巡も加藤満正によるもの

ではないかと考えられる。

慶長１３年（1608）検地帳津fW村分には「は勇かしら」「みやの前」などの下ケ名が存在するため、慶長

１３年以前には津留村へ玉名安楽寺は移遷していたと考えられる。ちなみに梅林天満宮の現在地の下ケ名（小

字)は太郎丸という｡北野天満宮削建の説話中で天神の託宣を受けた人物として太郎丸という童男が登場する。

玉名安楽寺の末寺と伝えられる朔日寺という寺も検地帳に見えるが、同名の寺が太郎丸同様に北野天満宮
６４

創建に関わっている。

中世と違って、近世に入ると一気に太宰府ゆかりというよりも北野天神社ゆかりの固有名詞が見えるよう

になる。

近世の太宰府天満宮は天正１９年（1591）に筑前微主小早川隆景によって社殿が修造された。一方、北野

天神社は豊臣秀吉の保護を受け、天正１５年（1587）には有名な北野大茶湯の舞台となった。秀吉の死後の
“

慶長１２年（1607）には豊臣秀頼が社殿を修造し、この時に加藤清正も寄進をおこなっている。力Ⅱ藤清正が

領内の天満宮修造に際してモデルにしようとするのは、小早川氏が保護する太宰府天満宮よりも、主君であ

る豊臣家が崇拝する北野天神社となるのが自然なのではないだろうか。北野天神社ゆかりの名詞が散見され

たのもそのような背景があるのではないだろうか。
みやし

さて、後述する検地帳の分析lこおいて、宮司や宮師、惣検橋などの所有地の合計は以下のようである。

慶長九年幌（三村合一）

慶長十三年帳（抑制村分）

慶長十三年帳（下村分）

惣検橋

畠１０１．１５

屋敬１ケ所

田155.24

畠91.21

山脇26.12

屋倣1ケ所

IＨ２４２１

窟司

田１３５２３

m２９９．１０

段倣５ケ所

、１０．０９

副93.03

屋倣１ケ所

田83.12

宮師（ﾐやし）

Ⅲ87.03

m34.03

諦司

肌１９．１５

さう人

Ⅲ6．００

通b､３慶長期検地帳における玉名安楽寺領一覧巌炎内の敦仙は町反畝歩で,'くす

宮司が玉名安楽寺の天満宮の神官､宮師は宮司支配下の神人､さらにその下にさう人（雑人力）や諸司といっ

た雑仕が置かれていたと考えられる。惣検柵は玉名安楽寺の別当と考えられる。

太宰府安楽寺は菅原道真の菩提寺という性格により、別当職をトップとし（中世後期には在京しているの

で実質的には留守別当職がトップ)、宮司家が続き下級神人が従う図式になっていた。玉名安楽寺は検地帳中

の所領規模から、慶長期には寺としての性格より神社＝天満宮としての性格が強かったのではないだろうか。

宮司や惣検橋等の所有地合計は慶長９年検地帳（実態は天正１６年を反映しているとされる）において、

田約２町、圏約４町である。玉名安楽寺のみで６町近くの寺領をもっているのに、郡内全部の寺社領合計を

４０町に押さえることはとても不可能である。やはり、佐々氏は寺社領の極端な縮小政策を打ち出し、その後

加藤氏が佐々氏よりは保護を加えたと考えることができるだろう。

しかし、加藤氏の旧来寺社に対する対応は決して保溌ばかりではなかったことは熊本藤崎八幡宮への対応
６６

で明らかにされている。藤崎宮は中世期の所領の２割まで減らされ、清正による新神宮寺の巡投が社領に影

響していた◎加藤氏の玉名安楽寺への対応も決して保幽だけではなかったと考えられる。

③細川氏入IEI後の玉名安楽寺

加藤氏が改易され､細川氏が寛永９年（1632）入国した。細川氏時代の玉名安楽寺緬は､貞享２年（1685）

に祭田高３石６斗（此畝数３反)、流鏑馬田１石２斗（此畝数１反）その他商１石２斗（此畝数１反）を物成

６２ｒ同藍１８０～１８１頁

６３ｒ玉名市史』資料縄５古文書糊年史料３５２１｝

６４爪都脚立hﾘ物館緬『特別展覧会‘衝Ij;(道典公llOOfIi衆記念北野天満宮神宝脚２００１年４ｊＩ淳参照

６５前掲『北野天満宮神宝展」参照

６６『新熊本市史』通史糊銅三巻近世Ｉ（2001年３ｊｌ）堀四編第.-.画二森山価雄執兼分
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６７

の内からI断を引くことになったとされている、その後の史料では、安楽寺村のドケ名満水に流鏑蝿111御免地

１反､沌制村下ケ名祭田下に氏神天満寓御供田３反が宝暦１４年（1764）段階で確腿できる。宝肝１４年下ケ

ィ'i寄帆は下村分が現存しないため11雛には貞亨２年（1685）段階より減少したのかは分からないが、細川氏

時代の大半のlHl、寺賦は４反前後と決まっていたようである。これは加藤氏時代から考えると明らかに寺鮒

は激減している。

近世''1期の宝府５年（1755）には荒廃した樹林天満宮修造のために相撲・芝１１m}聯の兇'1t物興行の伽:''1が111

請されている。祉緬や氏ｆからの寄付だけでは修造もままならなかったことが分かる。

以l:から、近'１tの1&名安楽寺（榔林犬満宮）頓に関して骨察したが、雌終的な､社伽縮小は細川氏によっ

てなされたことが１１M解できる。加藤氏時代までは依然として地域の大ｔ地所ｲj荷の一ｕだったが、細川氏に

よって徹底的に械地を減少させられた。

(4)変I:桃山・ｉＩ:ｊｉ時代一検地帆の分析と問題点一

肥後IHIには近iItの検地椴顛が数輔顛現存している。すでに諸先学によっても検肘されているが、本稿では

旧安楽､¥領玉f'iｲI;域部分の検地帳の内容について幣理し、苫-f考察する。

垂111安楽寺領]《名ｲl§内の現〃検地帆顛について

慶長９年９月検地幌（※以下、慶及９年帳と略‘肥する）
㈱ Ｏ１ｑＯ ７①

イビ岡興師氏、森lI1恒雄氏、松本が三郎氏等を中心に識‘錨がなされてきた。この‘猫0総より、塵陛９年９ﾉ１

（1604）検地鞭は、天正１５年（1587）の肥後|副衆一撲錬圧後に派巡された上使衆によって作成された天正

１６年（1588）検地帳の写ということが明らかにされている。この天１，６年検地雛を「御Iiii帳」とみるのか、

その翌年に作成された天ＩＩｉｌ７年（1589）検地雌を「御前帳」とみるのかで森111氏と松本氏のiNlで錨が分か

れるが、慶長９年９月検地帆＝天正１６年検地雛という図式は定説化していると‘;えよう。

｜H安楽寺領玉名雑域では、慶長９年帳は安楽寺村と上小川村の２村分が現存している。

慶長１３年検地帳（※以ド、腿長１３年帳と略肥する）

関ケ脱の合戦後、徳川政椛が確立すると力Ⅱ藤柵正は徳川氏に対して御前帳を拠出した。これが前述の天正

１６年（1588）検地帳を写した慶災９年（1604）９月検地帳とされているが、脱水作成からすでに２０年近

くが経過しており、その帳面上と実際のズレを把握するため検地が実施された。この際の検地帳の一・つが慶

長１３年帳である。

この畷瞳１３年帆は、’１１安楽寺顛｣i名荘域においては、津留村、ド村、下小Ⅱl村、111部111村、川部111村の

分が現作している。

寛永１６年地撫帳（※以ド、寛永鞭と略記する）

正確には検地鞭ではないが、塵壁１３年（1608）からさらに２０年余りの歳ｊ１を経ており、実態に即した

ものにするために’０$きIf〔された桜輝である。この検地帳に関しては、西田道世氏が詳細な検‘付をおこなって
７Ｉ

いる。その論によれば、寛永帳は腿艮１３年帳に修正簡所等を記入していたものが限界にきたために,!}き直

されたものであるという。この寛永帳は、旧安楽寺領玉名荘域ではＩＩＩ部lH村、川部田村の分が現存している。

宝暦１４年下ケ名帳（※以ド、宝暦嘘と略記する）

これも正確には検地帆ではないが、下ケ名ごとに本地と、新地・荊刑等の|;M製地を雛叩したものである。

この宝肝帳は、111安楽寺緬1皇名荘域においてはド村を除き、安楽寺村、沌留村、ド小ＩⅡ村、ＩＩＩ部111村、川部

田村、L小田村のほぼ全域が現存している。

６７「斬幽肥後l側・忠峨袖」（ｒ}《fﾉhIIj処」資料間２地謎）

６８花岡興飢I「肥俺の検地帆一特にその成細こついて－」（l熊本史学』２９３;）１９６５年()〃）

６９蝉111価雄「肥i鋤１１綴氏の息つの検地（縦）と緬地高一現‘1Mへの壁本的な蝿間と再検ｌｊ－」（r熊木山'ljhJ150Ijl977年１２ノI）

７０松本ｲ剰汀「肥樋側検地帆のlUj検肘（・）一天正十l_:年検地帳をめぐって－－（I熊本大学文'綱I勘瀦」期９１)塑学縄１９８２年１１m）

画一肥憧IliI検地根のIfj検j･Ｉ（：）－「庖股側絵間ｌと哩災Ｉ０ｌの村高一（r熊本大学文学部錆翻．.節１７１ｊ‘と'椴劉１９８５(雁１０リl）ｉ３ｌー近世初剛

の肥後検地幌における村然把榔についての党iO}」（｢熊本入学文学部冷韻J）朔４５号史学間’994年２ﾉl）令て1.近11tの賊1§迄肥と村藩」（油

文堂出版２００４年７１１）にlij録

７１ｉﾂIjIII週世Ｆ肥縫における近I1Wj蚊の村然榊適序節」（ｋ）．（ド）（了玉橘,1畝雅史博物航紀捜_‐流一を１９９７年‘IjI）
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以上の現存状況を、一覧表にすると以下のようになる。

安楽寺村 ド村 留村 下小田村 山部田村 川部田村 上小田村
慶長９年帳 ○ (○） (○） ○

慶長１３年帳 ○ ○ ○ ○ ○

寛永帳 ○ ○

宝勝帆 ○ ○ ○ ○ ○ ○

燕ド・iiRiW村は血腿９年機段略では分村とされておらず蛮楽､f村分に含まれているため、（Ｑ）と,Iくす醤

Ｔａｈ４検地帳類現存状況

(2)旧荘域内の現存検地帳顛の間題点

安楽寺領玉名荘は近世に入ると下図のように分村された。

〈中世〉〈鯉艮９年９月〉〈班長１３年〉〈近代〉

戸安楽寺村

近代〉〈現代〉

卿職州--E聯鍵議櫛一E翻些州
小田村

…TIi雛一卿剛’

安楽寺領玉:f'i荘

ｋ小田

ド小田

11部田

II部田

Ｆｉｇ６旧安楽寺玉名荘域の近世分村状況

Ｆｉｇ６をもとに、まず安楽寺･下･泳fW村について、次にＩ:小川･下小ＩＨ､山部Ⅱl･川部111村について検討する。

ア）安楽寺・下・il1m三村について

①|Ｈ１題の所ｲ1：について

天正１６年（1588）の様相を写したものとされている慶災９年帳の安楽寺村には、安楽寺・下．津留村の

三村合一の商が記されている。その後、下・郡fW村分の腿艮１３年帳が存在することから、郷帳村高として

蝿定されていないとしても、慶長１３年には実態としては三村に分村した状態が成立していたと判断される。

検地帳の現存状況としてはFig.６を参照していただき、いくつかの検祢Ｉしたい点を述べる。

一つは、座長９年帳と慶長１３年帳の名Ｉ1W人の比較である。定説通り慶長９年鞭が天ＩＥｌ６年帳の写しなら

ば、現実的に２０年余りを経た慶長１３年帳の名柵人との一致や同名舌の存在の削合は低くなると考えるのが

将通である。この点を検討する。

次に名諭人の屋倣所持の有無の点である。松本氏は多数の無屋倣戯録人が整理されたことを指摘し、屋倣
７２

‘Iｉけのような形での村支配になったのではないかとした。また西111氏は、慶及１３年帆と寛永帳の土地承継

関係を主に分析し、大土地所有者が漸次、名主屋散を中心とした災落単位の土地所有に改編されていったと

した。また、政椛は名主屋敬を把握することで土地所有の災態を把撮していったとした。これらの指摘は安

楽寺領玉名鞭についても同棟かどうか検討する。

(2)名請人の比較

安楽寺・下・津fW三村の名iWli人について、村の名請人数やlIil名と将えられる者の人数等の一覧を表にする

と以下の通りになる。

－ － 安楽寺村 下村 津制村 合計

名洲人 １５５ ９１ 3８ ２８４

安楽寺村名請人と同名の名川人数 6４（65） 2９（30） 7３（75）

無（）内は同名の[０J催性が高い門暦含んだ散

Tab５安楽寺・下・津fW村名捌人数一覧

埴ｂ５から次のように考えられる。安楽寺村と下・津劉村における名請人のうち同名の者の数を検討した

７２松本氏IiiI側鋤文③
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結果、安楽寺村名ﾙﾘ人数１５５人に対して、下・津留村と同名の名請人７３（75）人の占める割合は４７％前後

にあたる。また下村名請人数９１人に対して安楽寺村と同名の名請人６４（65）人の占める割合は７０％前後

にあたる。津留村名請人３８人に対して安楽寺村と同名の名洲人２９（30）人の占める荊合は７８％前後にあ

たる。

従来の脱では慶艮９年帳は天正１６年の状態と考えられているため、天正１６年（1588）から慶長１３年

(1608)まで２０年を経ている。２０年の年代雄がありながら''１名の名iIIlI人が７削～８削近い割合で存{1§する

ということは、自然哨減以外に三村ではあまり名請人の変化はなかったように考えられる。

また、｜『i1名の名洲人の半数の所有地が増加しているという結果も得た。（別表備考柵参照）

慶長９年帳は三村合一の状態であるため、座長１３年帳の下・津留村分のほうが慶長９年帳より多くなって

いれば、分離された安楽寺村分を考噛すると所有地は確実に刷加しているということになる。これは計弾上

確実に増加している者が半数ということであるが、分離された安楽寺村分は不明なので、場合によっては所

有地が増加したものがさらに増える可能性がある。前述したように松本氏や西IⅡ氏の研究によって、名‘澗人

は中世の名主・有力農民屑による大土地所有から慶艮期に名1皇屋敷単位へ解体し、寛永期には間姓個人へと

漸次解体されたと考えられている。

この考えから推測すると、安楽寺村三村の場合、慶艮９年帳＝天正１６年状態から２０年間では自然増減以

外に名諦人に大きな変動はなく、さらに大土地所有荷から独立した名Ｉ澗人は、下村や抑留村といった安楽寺

村からの分村地に名請人として定洲し開発していったと言える。ただし、ここで問題となるのは平和時には

この仮説が成り立つのであって、塵長９年帳＝天正１６年状態から慶長１３年までの２０年間には、肥後図衆

一摸の鎮圧後の混乱と、文隷・慶股の役という大きな混乱が起こっている。称補人等の農民も夫役として軍

役に狩り出されていたことは容易に想像でき、変動がなかったとは考えにくい。松本氏も天正１６年上使衆

検地の翌年に天正１７年検地がおこなわれた理由の一つとして、国衆一摸による土地所有件保持者の滅亡と
７３

胆民たちからの地撫要求を想定してし､る。

よって､大きな混乱期において名捌人を佃人として考えると同名ｲ'iIi冊人の削合が問いということは異湘な

状況といえる。では、個人ではないとすると先行研究のように名請人は名主屋倣名等の名称という可能性が

ある。

そこで、次に名綱人の屋倣所有について考察する。

③屋敬所ｲjの有無

慶長１３年帳下村分については品部分の後半が欠如しているので､下村の屋敷所有者については分からない。

慶長９年帳安楽寺村分と慶艮１３年帳津留村分の屋散所有者について検討する。
安楽寺村（慶長９年帳） 津留村（座長１３年帳）

名請人数 1５５ 3８

屋敷所有者 ５５ 2８

両帳で屋敷所ｲｉｌ３ 座長１３年帳のみ屋倣所有１５

燕複数のlLK砿を所ｲjしていても１人としている。

Tab､６屋倣所有者数一覧

吃b,６から、慶長１３年帳段階で沖留村においては７割以上の者が屋赦を所布していることが分かる。これ

は慶長９年帳で安楽寺村（ただし-｛村合一状態）では屋敷所有者数の;Iill合が約３５％だったことに対して、屋
蝋を所有するものが激増したことを明確にしている。

慶長９年帳と比べ、慶長１３年帳には複数の屋敷を所有する者は存征しない。これは慶長１３年段階には、

少数だった屋敷持ちの大土地所有者から多くの名諦人が屋敬を持って独立したことを示すと考えられる。松

本氏や西川氏が指摘された通り、腿長期には屋敷単位で村落を把握しようとしていたと考えられるのではな
いだろうか。

I1il名の名舗人の尾敬については、慶長９年帳と慶艮１３年帳とでは洲1留村には２９（30）人の川名名袖人が

いたことは前述した。このうち１３人が両帳において屋敬を所ｲ了しているが、賎りの１５人は座ｌｊを１３年帳の
７３前描松本氏論文(ﾕノ
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みの屋敷所有者である。つまり、慶長９年帳では無屋敬だったが慶長１３年には屋敷を所有するようになっ

た者が半数以上いたということになる。これからも大土地所有者から多くの名綱人が屋敷を持って独立した
ことを示していよう。

以上の検討から考えられることは、慶長９年帳（実は天正１６年状態）で複数の屋敷を所有するような一

部の大土地所有者から、慶長１３年までの２０年間で多くの名請人が独立したことである。彼らは津留村や下
村など安楽寺村の分村に屋敷を櫛え定符していった。

慶長１３年段階では多くの名請人が屋敬を所有しており、政権は屋敷を単位にして村落を把握していたと

考えられる。しかし、２０年間に大きな戦乱が起きた中で、夫役等に動員される農民の変動がなかったとは考

えられないので、こうした名請人は個人的性格のものではないと考えられる。つまり、名諭名は親子や兄弟

での襲名・相続の可能性が考えられるが、名義人名であり加藤氏政権下では長く使用され続けた土地の名獲
であったと言える。

慶長１３年帳では名訓人の大半が屋倣を所有するようになることからも、政椛は従来の名洲人に屋敷を付

けて独立させたと考えられる。政権が屋救を単位にして村落を把握していたと考えるならば、屋敷十土地＝

名請人名義であって、それを相続継承するのが無縁の他人である可能性も十分あったといえよう。

イ）上小川村と下小田・'ＩＩ部田・川部111村について

①名請人の比絞

慶長９年帳上小田分と慶長１３年帳下小田・山部田・川部田村分の名請人について、安楽寺三村の場合と

同様に名諭人の比較をおこなった。結果は以下の通りである。

検地帳 弧類 慶長９年帳 慶長１３年帳

村ｆ 上小田村 下小田村 山部田村 川部田村

名捌人数 ８４ ７４ ２１ ３４

上小田村と同名の名請人数 1５ ８ 1３

下小田村と同名の名謂人数 1５ ８ ２９

山部田村と同名の名請人数 1５ ８ ９

川部田村と同名の名請人数 1３ 2９ ９

Ｔａｈ７上小田村と各村の名請人数一覧

上小田村名請人数８４人に対して､下小田･山部田･川部田村と同名の名請人数は亜複を除いて２１人であり、

その占める削合は２５％である。下小剛村名請人数７４人に対して上小田村とliil名の名請人数１５名が占める

割合は２０％、山部田村名謂人数２１人に対して上小田村と同名の名謂人数８人が占める割合は３８％、川部

田村名請人数３４人に対して上小田村と同名の名諦人数１３人が占める割合は３８％である。四村にわたる同

名名請人は３人のみである。

次に、下小田村は慶長１３年前後には下小田･山部H1･川部田村の三村に実質的に分村したと考えられるが、

この三村では３７人の者が同名の名諭人である。また、川部田村はほとんどが下小田村の名諭人と同名であっ

た。これにより、川部田村は下小田村の者によって開墾された村であったことが窺える。

以上より、上小田村と下小田・山部田・川部田村については、村の成立事悩により安楽寺村三村と違って

同名の名諭人は少なかった。逆に下小111村三村は分村邪情より非術に同名の名捌人が多い。同時期の検地帳

であることから、同名名誠人は同一者と考えられる。

②屋敷所有の有無

屋敷の所有についても検討する。

検地帳種類 慶長９年帳 翌艮１３年帳

村名 上小田村 下小田村 部田村 川部田村

名澗人数 8４ 7４ ２１ 3４

屋倣所有者 2９ 2８ 1５ 1６

※棚改の屋敷を所打していても１人としている。

Ｔａｂ８屋散所有者一覧

上小田村の屋倣所有者数の割合は名Ⅲ1人数に対して３４％である。これは慶長９年帳安楽寺村分の屋敷所行
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箭数の割合に近い。しかし複数の屋敬所ｲi行は２人のみで安楽､!『村に比べ非常に少ない。これらは中世のf'ｉ

に由来するような'地の集積ないしは'''１１tのf'i主の系譜をひくような名請人が上小I{I村では少なかったため
７８

ではないだろうか。実際、史料上においてもI:小田は「上'1,1Ⅱ」として炎現され、「得ﾉﾉ名」のような橘は

みられない。また、安楽寺村同様に「唯AA」は尾蝋を所有していなかったが、「肝煎」が峨敬を所有している。

下小田村の吊倣所ｲj者は２８人で川部川村の膿敬所有者は１６人だった。前述したように川部田村は大半が

ド小田村と同一･の名川人と考えられるため、ド小田・川部IⅡ村合０１卜沸''1人数７９（＝７４＋３４－２９）人に対

して屋敬所有荷数４４（＝２８＋１６）人は５５％である。同搬の作災を下小田村と山部IⅡ村でもおこなった結

果、下小田･山部田村合ＯＩＩ･名請人数８７（＝７４＋２１－８）人に対して、屋敬所有者数４２（＝２８＋１５－１）

人は４８％となった。よって、慶長１３年段階においては下小lH・''I部111・川部田村の名捌人の半数ほどが展

倣を所有していたことがわかる。ちなみに三村の複数の屋敷所ｲ桁はｌ～３人程度で非常に少なかった。

小結

旧安楽寺領玉名城の村の近世初頭の検地帆を分析した結果、ＩﾘIらかになった点は次の通りである。

まず、上・下小Ｈ１村地域と比べて安楽､ザ・沌研・下村三村の検地鞭I|'の同名名訓人のW11合の高さが明確に

なった。安楽寺晶村の分村事情を鑑みるとＭ－．の名請人と考えられる。先行研究により鯉雌９年帳が天正１６

年の状態を示すとされているため、塵災１３年までの間に２０年の年代簾がある。よって、‘汁嘩された割合は

自然噌減と考えても111能な範囲である。

しかし、その２０年Ⅲlは肥後国衆一投の鋤l;‘lI後処理や文禄・鯉災の役といった、地域に大きな変動を与

える政治的堺象があった。それにも関わらず|‘1名名請人が多いということは、名捌人が個人的性格を持つも

のではなく、１:地の名投というべきものであったと考えるべきではないかｃそして、O1Ihiiがない限り加藤氏

政権下では名捌人（名捜）の変更はおこなわれていなかったと解釈すべきではなかろうか。

また、慶艮１３年段階には屋敬所有行数が非常に多くなっている。これは先学の折捕のように、村落をluK

蝋単位で把握しようとしたものだろう。そうすることによって、名渡変災がおこなわれないために実際の耕

作人が不詳でも、曜蝋数さえ把握していれば役人は各屋敬へ年L､iを徴収に出向けばよいことになる。

次に上小田村とド小111.111部田･川部H1村については､安楽寺村二記村ほど同名の名訓人はみられなかった｡上・

下小田地域と安楽寺村地域の分村馴附iは災なっていることが大きく影響しているので、Ｊ１然の結果であろう。

その中で、下小111村と川部田村は同一とみられる名請人が多く、川部IⅡ村の成立は卜小111村からの開発によ

るものと理解できた。

おわりに

以上、現地捌在と文献等資料を比較して、賊観復元と現地資料の概要、各時代の検ｊｌ結果を述べてきた。

‘洋細は各節各項のまとめに護るとして、安楽稀領正名荘全体に対しての考えと今後の検‘}､i,肌題を述べて結脇

とする。

まず、荘剛のI櫛｣上の地域では信仰而にも剛作・水利等のIIIiにも別途の特徴が見られた。北部の小田地区で

は信仰の面で菊池川対j;1の影響を受けていたと薄えられた。－．方、南部の安楽寺地|><においては、水利面で

は用水整備、政治而では守護請等に関して111北と一体化する賊向が兇られた。これは111北と共に経済的．、（

'1｛的要地として痔えられていたことが背l;(にあるといえよう。どちらも荘園制という枠細みとは別の地域榔

帯が形成されていたことが徴証だと考えられる。今後の検討孤題として、荘園周辺部の地域との関係を視野

に入れた検討が必喚になろう。併せて、｜:地利川が地理的川件と雌史的用件によって変避していることが指

摘できた。今後とも雁史と地域を分析していくうえで、多眼的な視恥が必要であろう．

また、水利については段階的に盤備が進み蛾観にも耕作化にも大きく影響していたことが分かったが、置

料不足もあって鏡じきれなかった。今後の探題としたい。

他にも、菊池川水巡を利用した流域|Ⅲ交流についても触れることはできなかった。河川を利用した水上交

通の歴史研究が昨今慨んに進んでいる。菊池川をはじめ県内４大iI1川に強く影響を受け、水置源が豊富な熊

7‘１後掲史料柵史料（‘1〕・〔８］本文巾〔闘料６〕
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本県では河川を視座に掘えた検討が必要であろう。

〔付記〕

今回の報告縛作成にあたり、熊本県立美術館の大倉隆二先生･有木芳隆氏、八代市立博物館未来の森ミュー

ジアムの石原浩氏、崇城大学の中西真美子氏、玉名市立博物館こころビア牧野吉秀氏・村上品子氏に多大な

お力添えを敵きました。この場を借りて悪jMIIIしあげます。

また、祭田下辿跡（のち太郎丸遺跡）発捌捌査事務所の皆嫌と背木勝士氏には、マイペースな綱査をあた

たかく見守っていただき、全而的にご支援いただいたことを深く感謝いたします。

そして何より、「何か細くよりなはつとですか？」とあたたかく声をかけてくださり、貨砿なお柵から調査

まで快く協力してくださった地元の皆械に対して深く感謝いたします。
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3３７

商瀬淡（三）
３３３

間瀬淡〈電）
3３４

商淑淡〈三）
3３６

脇淡（三）
３３５

既刊 LMliilド

１３～１４世紀のものとみられる

|W北朔期１４世紀後半

窄町期力

‘i<永元年（1704）

雌愈末期

Ifj北輔～室町期力

近世

窄町期力

１３～１４世紀のものとみ

られる

平安時代後期

南北朝時代

江戸時代後期～近代

江ﾉー j時代（天I脇）

江ﾉー 『時代（天明力）

｢天明元丑ﾉ八月汽吉且１１」

銘

江戸時代

ﾉＩ抽銘一元禄ﾉL内fHF十二ﾉｌＩｌｉ

Ｉ１宏楽,¥11'」〔1696〉
州1鮒

｢pWf拭力己女年け】['掴．（1659）

近代

弧化二年ご丑五j】廿五IIJ館

弘化天己正月吉日」錦

延亨四丁卯天八ｊ１廿,g《iに鮒

近代力

近世中朔

(寛延元年（17.18)）

近世後期

１５～１６世紀のものとみられる

:延鯉爪年ﾘ賊ｌ１ｑｊｊ１１八開』銘

１３～１４世紀

巾１１t力

時代

総I断１１２．７

（現状）

像商１０４．７
（現状）

総問５２．２

(現状）

総断93.8

隙間６９．５

総,ＷｉｌＩ３５
仰,1Ｗ９９５

隙,W『４２，８

(現状）

像間３４．３
(現状）

像間５６．１

1W細淡（．）
293.1に掲仮

間測淡（．）

293.2に描維

1W;淑淡（一）
293-3に掲,IiE

,}W淑淡（一・）

293.4に出1MＭ

,}'伽淡（．.）

293.5に掲紋

蹄馴淡（・）

293.6に掲救

｢W細淡（・）
293.7に掲絞

冊湘淡（--）

293-8に掲絞

冊訓淡（・）

293.9に柵,Nｉ

,断瀬淡（弓）
333掲鞭

商瀬
3３

IWi棚
３３６

総IWi１２１，２(現状）

仰IWi：12‘Ｏ(現状）

総間７３．２

隙商６３．５

１
１
総
像

糊i,＃

法1,1

礎（貢）
1掲峨

淡（三）
に褐,股

7４．５

1i６３．０

焚宇な彫る

･台応まで棚.水凡彫、叫剃』
･街肘先欠失
･占雌下娩痕あり

像の中央部から胸部塀に洞あり
背揃部に藤斧跡残す

柏･‐永逝

台座まで伸一水巡
'近代の脱).fも．休変間
台座知iliに脳i1I銘あり
銘文細にI杷澱

梢一木造

衣執線准洩く刻む。’''1伽ｉＷ鵬力
阿刷先にほi川イ
汗|雄g(に内りりをしたあと貼ｲ,Ｉ

樟･一木造

･彫眼

･内剥なし

･揮一木造
･彫眼

癖
麺

･伯・木造
･彫眼丸彫

･内判なし
･台鵬後｜ilj

･純半避彫る

御神体とされる

泥は参週にあり

現在は境内中

兇番浄岸(航Ⅲﾉ鍬､'#弟』篭>の蝋

･材;よ荊黙剛
内別なし
･本体と台廟避｡．,kから彫り川す

陶一木造
彩色は後hIi
台応も翰

両再先・足前別付
偲底に哩識銘蹄丈加に全文紀戦

･隙は一水茄

彩色は後補

円文あり拙(柳吠で路不明

1肺細



Nｑ 場所

３１ ﾘＩ↓道脇

3２ 深illi脱汗堆

３３ 深浦硯1.fﾘｔ

３４ 深illi限１．f蝋

３５ 深hIim醐遼

３６
岩麗「ギオンさん」
洞穴

３７
忠鵬ギオンさん
桐穴

３８
淵雁ｒギオンさん
刑穴

３９
嵩恩「ギオンさん」
１１穴

４０ 納'|'｝

４１ 紬''1．蝋

４２ 臼丸阿弥陀蝋跡

４３ 白丸阿弥陀'1１t跡

４４ ﾊ'iノ'１２地戯･11ｔ

4５ 店ノ平lulj卿(‘１１ｔ

４６ Ａｌｉノ１１４地戯･噸

４７ A1fノ､1ｌＬ地戯‘１１ｔ

4８ 唐ノ平地戟蟻

４９ 和Ⅲ観門

５０ nlIII肌γ蝿

５１ 和川肌)9f蝿

５２ 和IIl川笈社

５３ 和川肌I群l：

５４ 和IIlll煙祉

黄料名

戯

木造十一而剛汗
醤溌坐像

水進淵湘勝立像

木造醤撒形立像

額而「天満宮」

木造勝則魁庶fiZ像

水迩制迦疏予立仰

木造不動明王坐像

刷葡端弧欠

丘輪塔多放

猫嬬三越

天神小詞

.』Z惜培

仮碑

仮碑

/f幡培地輪

木造地戯菩I解&像

木造廷
菩隙

Ｔ･蘭
ｒＩ

隙

k造1噸砿
醤賎坐像

木造製観汗
藤雌坐像

木造女神坐隙

水造り]神人Ｍ、

木造女神坐像

既刊掲縦『ド 時代

部分中世

江J『

1W北'1ﾘI川

篭町1Ｗ

近世

鎌倉未１３１it紐後半

鎌倉米１３世紀後半

江戸未～近世廊興力

【lIIlr力

ド地

''''1１

111

近世

１６世紀

大永５年（1525）

巾

巾

室町ボー江ｊｉ初l＃１

室町期力（応永１６年か）

江戸川

江戸川（元雛２年）

案町ポヵ

中11味力

江（（安政川）力

江戸（友典期）力

法１１

隙間７８．２

総,瀞５８３
（現状）
像ＩＩＩｉ５０.(）

総商７１．８
(現状）

隙間９３．５
髪際下９０．２

隙間９１．０
髪際下８８．２

総高３４．３

像商３８．１

像揃３７．１

総尚３４．３

総澗．13.‘１
像1冊３４，０

隙間３１．７
(現状）

隙IYIi222
(現状）

総間２７‘７

総商１７．４

Tab､１０安楽､f領二晦名荘域内寺社什物・行像物奪黄料(2)

－７０－

詳細

｡Ⅲ鮒

例に近iIlのIⅢ‘ｌ１ｆｉあり

，Ｈ１ＷＩ‐今水迩
彩色はI鞭1Ｗ

,剛（
内側雄し
,加州郡'よｌ『前で削矧いで王眼唾恢

人
,尺吐よりl:は別Ｈ

，愉・･水咽

，（,AI先眺火どく欠損する
,川部にく‘ｋＸ牡台の拠跡があるヵ

,'''1仲の'１『能仙と蝋風の苫雌像の''１
能仙が好えられるも

．Ｍ･には如来凪の隙袖巷つける

･材はICI

･右.ド半叫大破
．、然の笠木守姪利用した神像的付
贈強い

･間烈

，蛸一永逝

,彩色は祈柵
,内刺なし
liiIIl郁避刺矧いで玉眼を臓入

･愉一永逝

･彩色は斬削
･内刺はし
・１;IIJ

･lmIIl郁鞍削矧ぎ玉眼を朕入・西肘
先腹で体幹癌を共木で彫り出す

,愉一,惟辿

･彩色はWilWi
･聡lYI肺別1１

瞳聴１W,側I､内剥
，IRlm

11M脚褒側と思われる洛耐に現伍はI【

WIfとI州;を資慨

〉1111膳ひどい

伽畔枚の刺

碑鰹､ﾂ別･｣財

天神小創と神水のある空き地
が院跡とみられる

銘は脱めず

･伸一水逝

･IjV手竹光別付
･内判なし

･彩色I』剛､１２年句

･顔的
．,9こ仏

付

鰯は別削
地付郁塙六ｍに渡り別1.1を鮎

･像取抵没く内制する
･両Ｆｉ,↑・鱒足先・左耳は別材

．付は不卿

･彩色補修は平成１３年

'1,Mi脚i､、膝iW別材

‘イィはfIU」一‘k造

･盤先別Ⅲ

･平成１３年１２月蝋iIi典のうえ像も
彩色削修
．仰汁liiに険刻蹄あり銘文紺塁峨

．仰一木通

･虫捌ﾉ《

'、-．木辿
,肱川欠尖

'1ＡＩｳﾘ験し
,川脚1ﾊ１１「稲細大卜I;両変敗IIlIfI
J輿ｌＩＩＩｌ1,.1】氏刺'」

,仲・木地
'Ｍ１'１．Ｆ。(り欠失
,lj１判敏し

･伸一水油

･内刺ぷし
･卿織ＷＩｒ術誠大社宮変政I'ﾘ嚇
己輿ｊ１調,IiII鍛え氏子中」



1ｍ jＭｌｉｌｉ

5５ 公民航拠

5６ 稲‘州

5７ 稲付付

5８ 水'''''１

5９ 小田小学胸Wの11岨脇のﾉkllI

６０ 1,棚小判鋤の!|施醐のﾉkIII

６１ 市道脇

６２ 熊野順神社

６３ 熊野班神社

６４ 熊野I跡州

６５ 熊野I伽|I社

６６ 熊野川剥I社

6７ 熊野腿神社

6８ 熊野Ｎ刺#l：

6９ 熊野N沖IIitl

7０ 熊野服神社

７１ 熊野鵬神社

7２ 熊野川('111社

置料名 ＩｌＷｌｌ拙縦[IF 時代 法１，１ 祥細

川部田地区

蕊師小刷 公民伽が金光､¥跡､

下小田地蔭

狛犬

六地戯

八幡l淵

蝋(『

蝋｛ｉ

六地戟

木造天神坐像

木造女神立像

水造男神血仰

水造珊神坐仰

木造珊神AI#像

水造りj神Ali像

水造女神坐仰

水辿り)神人|ｉ像

木造岬:l'ＷＩｌＩ像
(阿形）

木造附身半伽像
(wl3形）

仮MIM

,縦罰淡（－）
2９２．１

間瀬淡（--）
２９２２

1Ｗ
２１

湘淡（一・）
)２‐３

湘淡（・）
)２．１

rIW訓携（一）
２９２‐５

I編ii渓（・）
２９２６

尚洲淡（-．）
２９２．７

,Wi淑淡（・）
２９２．８

,Wi湘淡（・）
２９２．９

I脈剛淡（一）
292-10

中世

中仙

中

山部、地Ｋ

寛永１９年.lノＩ２４１ｉ没
(1642）

斑永１１雌川７ノ１２２日沿
(１６３４）

龍部は中批近世中期に
台部製作

｢天保五'ドﾉﾘi」銘
(１８３４）

室町時代ｲﾐ期

江戸時代後期（京都作）

江｝『時代初期

江戸時代

｢天正拾八奈卯六月廿九、_Ｉ
銘

間翻(勘，
室町時代ポ川～江ﾉ．『時代
初期

｢天正拾八'剛】六jIIiﾉLll」
銘

｢天正袷八制''六Ｊ1tけLI1』
銘

寛永】６年（1639）

州〃択ｉ１理！

砿部"Jみ．諺',§地顛に『）たもめか

】１１分の後11吋 わせ

小ハ
脇セ

′Ｍ
銘､1ｋ

ＩＩＷｉ術1111蝋
Iilに金芝燈川ｲ１Ｍ

11氏の蕊〃

淵に企､とを剥収

,j,剛11氏による

蹄と側に企丈を蝿４１１

8W(徳人ｆ学挺像ワ

292-6とMllM｢期

ﾉﾐlIz18力

小伽川モ２f‘iIidiIR

鮒妙l{(上術文遊‘把拙

上小川地区

7３ 地I郷1ｔ 仮仰

７４ 上小111薬師蝋
木造如来形ｋ像
(薬師力）

平安後期

７５ 上小川雛師峨 ,k造女神坐倣 江戸

７６ 上小11刑醗推 水適JIM辿汗将鯨Ll1像 室町期

７７ 上小l川IMI､例！ 木造州縦立仰 平安後期

7８ 上小111硯汗堆 木造尺部形虻偲 江〆初期

7９ 道脇
阿弥陀如来人MII線
刻仮抑

大永６年８ﾉl彼岸（1526）

8０ 雌家卿山
阿弥陀如来雌'』
版抑

中世ボー近11t初頭

隙間１０１．５
(現状）

像IIIiI8.‘Ｉ

繍糊

像1Wj８８．３

総IWi‘13.0

川1M側

傍,服ｲi均

･脚一,k辿

‘丸形〈台誰まで
,ﾉ風獣/j晩痩あり

'１f1,部にﾉとさな制あり
･神ｲ§的裁ＭＩＩ,Iによる沖惚的作例の
可能性あり
．現代架師像も安世

･蝿・ｲ､通

蝿・・何m

‘彩色は析刑（叫代）

｡''【；眼

酬郁腫内別を箱さず

･休岬郁雄汚而から内ｻﾘと鰭し、行

慨どはめるサテ阪後柵

側iI1（筑後）より減れてきたとい
）低水あり

･愉一水迅

･ノx:111挺合部掘蘭川と忠われる渡遡
抽り

・・淵｡坪虫仙
･比ほぞ虫欠捌
･内糾なし
,IYImI.l山肌にJ､りに.郎欠火

IJliﾙI先別付、欠失
‘kIlが漁しい

･伸一"侭逓

いI先欠災

Iji91なし
･制1蛾でﾒL彫

,鮒蛾１１に令虻遊出,1Ｎ

ﾉ､ilM砿求心の細’
鮒迄糊に金､とをlu1Nl

:§:ｌ梅林天満寓のＮｎＩ()～Ｎｈｌ９、、¥前肌『f'IitNn21～Nb,２３、生見東摘たもとＮｎ２８山部剛熊野AMI；I:のNb１６２～Ｎｎ７１については11~l稲

Tab､１１安楽寺領玉名荘域内寺社什物・臼像物等武料(3)

－７１－



Tab､１２安楽､¥価玉名職域内寺社文献,把述一覧（１）

－７２－

IIi歴史資料訓従報惰,１F‘'1(一)､『-K名市歴史寅料典成輔叫&問瀬淡関係歴史寅料柵僻|鵬,'』(宮)にすでに掲俄されているので参照さたい。

※２上記以外については今Iml現地調迩・仏像,肌l在繊fった･荷像物については、’1班と､ﾘllJrしたものについては{{i水・暇典拠影を実施し
た。仏像調壷のデータについては、偲仰対象であるという点を鑑み、概要だけを災Il1に拙ilIIし、写真も安楽寺領Ｅ綱l§と側係の深いものの
み柵蛾した。

名称
W 可

安楽寺・下・津副村

梅林天満寓

院若社

宝成寺（観音）

泌応寺（阿弥陀）

普門寺（観汗）

朝日寺（観音）

吉祥寺（毘沙1111）

浄柵寺（薬師）

賢長寺（地蔵）

随岩寺（随岸寺）
(観音不動鎮守祇
閲弁才天）

来迎寺（阿弥陀）

長福寺

大社（出雲勧進）

白丸観f‘f蝋

逆川観音世

和田観音堂

群観音堂

商城薬師蝋

川部、地区

金光寺（薬師）

腿埜期検地帳

,脳述はないが、１Ｍ逆
､ドケ制として座長１３
年く】608)次衆寺出
分ｉｌｌ{W付検１世帆にFみ
やノlW-1ははかしら」
Ｗがみえる

鰹隆９年〔1604）安
索寺付倹地椛
鰹腿１３年（1608）
安顛､Ｍ１分iIK岡村検
地

牌能納』

l鯉と９年（1604〉

検地１１Ｍ

腿雌９年（1604）

検地帆

腿1と9年(160‘1)

検地帆

初出地総

｢岡那一統‘とく」

｢IIJ郡一統志」

1.岡部・統志」

｢国那一統志」

｢''1郡一統志」

1画郡一統志」

-国郡一統志」

i側郡-．統‘よ』

｢国郡一統志」

｢岡郡一統志」

｢岡郡一統志.１

安楽寺村
｢肥後掴志疏砿ｊ
ｒ肥後個麹1.熊
木謹玉箭郡村幽

ＩＨＩ部---統志」

凋郡一統志」

近世状況

物林山安楽寺

淡楽寺天満宮

Fノ川隠若社床

‘糊ｆ１３年

｢脚郎一統志ｊ以降
の地誌に,氾厩なし

ドﾄ‘Ｉ「肥後倒志草
伽、１．i錦郡誌』

ド村「肥後脚志ｆｌｆ
ＷＩ｣、『熊本蝋-E名
肌鯉

が前観音堂床
寵Hf１４年(1764）
安棄､¥村下名寄桟

ill{W付簿肥後国誌』、
『熊水懸玉名郡識

１Ｗ肥後国志蕊

ド付「肥後同志草
脇｣、『玉名郡謹

(安溌寺'す岩屋）
』..Rf'iIlII付誌：

交楽縦寸宇深浦
'..Efi那村趣

ljjiAI"5{蚊「薬師蝋

聯溌も764）
III部111吋下名寄摂

明蛎繍MI79）

沖細蛎〔神’
沖1W村の'j′:ドノ平
の鷲原神社を合!肥

安楽､¥村宇､fノ前
観音堂

津留村宇蝋剛

毘沙門地

下村字A1fノ平地戯

堂力

安楽離村g識‘蝿の

八坂神社

ド村字I‘I丸のＭＩＩ‘ｆ

戦

下村字逆川の脱)ｉｆ

ド村宇和１１１の脱門
堂

ド付宇商城の築師
ｆ
二
Ｉ
１
ｆ
皇

現況(確認状況）

悔林天満桝

梅林天満宮南宅地

寺前観音堂
塊内に湧水、裏は昭和
まで石切増

噸側毘沙門堂ｂ毘沙門像

は湖北朝朋のものとl』ら
れる。陀群山吉祥が跡と
いい近世に日平制よりⅢ
地へ移動という

肝ノ平地蔵堂
賢畏寺として魂られ
るｏ地蔵像２体のうち
１体は応永銘あり。中
世仮碑と五轄塔地輪あ

不動・祇園・弁才天は
現磁も犯る。

吸汗を肥っていた洞Ｉ
今は丘給塔と切株を１
慨。不動脇倦の瓶子Ｉ
２体は鎌倉期のものＩ
ﾄILられる

に
安
像
と

不明

深
付
主

油限音堂

近に湧水あり

仏は'－．．面塑音像他

寺から安蔽したとみら

れる古仏も安殴

和田大社神社

１体は謂町末期の女神
僻

すぐそばの典落人1.1に

ﾉ§神小河とi1lI水、ｌＩ１ＩｌＩ
Ｉｆ輸礁のある空剛地あ
り。寺院跡とみられる。

近世後期の観沸像を安

腿

宝町衣期の製苦隙残欠

から近世意で歴代の胆
謝像を安置｡湧水あり

南｣上帆期から近代まで

雁代の限謝像転安澗

I蒋城より移設という架

師

備考

||耐の§池縦巡沿いに'''1木ｒハ
イダカ（ll輔）さん」あり。近
11tに|ﾙj林ﾉ<満寓に合肥されたド
ノＷ<油祉IMI逆と思われる。

｢l§1郡一統志」には『天神御母」
と注肥されている

沖ヒボ「肥後IliI志革稿｣、ｒ熊木

懸胃I《名肌雌Ｉ

illI旅の占迩｢肥後同志草稿j､.~熊

本懸呂I熱肌縦

今i,蛾に慨世音を安澄唾名郡

村総』尺台の古迩、往荷天満宮
の祉佃。または禅別とも。胃熊

本懸.I熱郡謹

Kir成雛力禅宗の古迩「肥後圃志
I,f柚」

il州１１､Ijﾉj，犬台求寺跡、ド村に

ありＪ‘雌水懸玉翁郡誌』

浄1:派「肥後脚志軍稿』、『熊本

懸.暇名郡維§

今冊洞の内不動の木造を安慨

『｡熟Ⅲ制総J･天台の古迩、往
冊ﾉﾐ満桝の社仙。または、縦1１

とも。『熊木懇玉名Ⅲ;瀬

抑派の古迩。

今i1Y唯に観世汗を安侭含天台の

古迩、描天満窒の社佃。また
は抑利ともｃｒ熊本懸~E名郡付
雄】

典Iir瓶の占迩

｢肥後11{1,蝉iW側.､r肥後圃趣『熊

本雌:l§抑I職』



Tab」３安楽､f領通釧f域内寺#I:文献記述一随(2)

－７３－

名称

犬j号（森）

地戯

III部111地偲

熊野椛現

諏訪社

(同鯉::所）
正頚寺

撞喰地神社

上小田地区

山王社

蒋寓八幡（介社）

円猫寺（藤崎）

盤諜寺（毘沙門）

阿弥陀

承寿峠

護補が

昌慶寺

喋舗‘

下小田地Ⅸ

稲荷

若宮

聾恩寺（肌ﾄ゙ f）

熊野宮

六地蔵

殴災期検地帳

腿艮９年（１６()‘l）

検地限

鯉災９年（1604）

横地帆

鹿足９年〔1601）

捜地鯉

慶腿９

検地縦

年〔1604）

初州地総

'管l1lNlI・統,釦

~'11ｲＩＭ･･奄統‘侭」

｢l1WlIi一統志」

｢IIfI郡一統志Ｉ

｢I恥M一統志」

｢脚郡一統志」

｢IHl部一統窓」

｢'１:l祁・銃‘釦

HIKIIllI・統‘と」

｢側郡・統・幽一

｢11.1郡一統.釦

地瀧溌肥職
地雄頚に,彊継
なし

地施頑に紀縦
なし

f肥後側雄！

｢|蘭l郡一統志」

｢I柵I;一統志」

｢IIllII1I・統恋」

｢肥後IIIlぶ
峨隅」

I･肥後[1(l謎Ｉ

近世状況

難鱗禰排
川部IⅢ村ド猪寄幌

,鰯1W地戯歌礁」
柵,儲'謝撫）

篭府１４年（176.1）
上小川村下名寄根
に部111勝I識ｔ一山
胸:『社床」あり

‘j室瀬戸１１１銘郡
付維。

溌鵬胆1年（176‘1）

上小H1村下名寄桜
に惚丸薬師燈」
と「天神社廉｣、と
うご居膿敬一熊野
酎祉隊」

'’蛎卿,lIW9）
尺神社あり

iii部川村字I('jA(ﾘM〈

地戯峨Ｊｊ

''１部Ⅷ'i':神桝

境内社
伊勢宙

稲荷神社
天神社

神門

山部田字捌喰

明治.１０年(1907）
山部田熊野Ali神社

に合紀

山部田宇撞喰の地
神社

・ノ涜神社として合
i仏大正９年〈1920〕
現在地尚削･脚．
(13018》肋逆という
合『獣は他に'1.〃#１，
金比殴祉（水行)、八
柱祉（消水）

ニノ宵神棚として他

社を合絶
大j１号9年〔】920)ま
で馴畷し､その後山
王祉跡に濯海

"』．:I姉1i観}.f唯力

熊野宮は‐ノ寓社
として統合合塊さ
れる字徳丸に薬師
堂と梼原神社、座上
(､Ｗ照）に地顔雄
あり。

ド小川村宇内祁制

下小ⅡI村宇･ドlbi鍬

'夢褒､噸JFf噸

現況(陥測状況）

!<ｌｌｊＩ

IIIiI1{卿山鮒ｉｔ

111部川熊野久伽|I社

#l:跡耐撚でさず

jW潮'2激
不明

ｲﾐ賊腿
小綱11松の卿ﾘ恥

二符抑制

祉入[１．夢道雄賊肥

;1人11に傍,河iのよう
なものが血つ１人１１側
近な「オミ･ヤドウと

○
℃
字
句
二

､h跡ﾙﾐ硫泌

､糾術1iilUl商堆に1M(I:叫
脈・皿沙ｌｌｌｊ塀を‐ケJIi

､¥勝雄雛,型

宇脳洲剛諦;tにIWmlN
l.f・腿沙''１時を・ケlWi
に

命跡溌錐挫

､龍禍洲叫門散に11』伍叫

Ief・腿沙IIII守避一ヶjWi

不明

'f明

ｆ明

徳丸の錐師堆渥硫
泌，平安後川の薬
師像を安脱する

中脳の鯛犬、パ地蔵庇
部燈褒MH

川肺剛地Ⅸよりにあり

稲御社iこ茄師喫捌

Ⅶ.噸１Ｍの脱1.fﾔitに近

Ｉの脱勝勝鮒准変慨

伽簿

把１，('MmllIlモ

肥御11,とくiIW(.』

ﾉﾐ１１；１５年（1587）肋巡

ｌ《fiI柵､I雌』ノjImより

剛求の占迩

肥後卿忠fiiI例

r肥惟卿幽ｒ熊本難I銘伽払！

|:1.人小刺IiK、氏神

肥従１１１‘仏,ｒ仙本雛I銘郡縫」

I:1.人小魚'111〔

陽肥後１１１鱗『雌本懸臓'iⅢ{,迦

尺１１２８年（1580）の血ｆ‘k氏

への牌畑地に求ﾁがAr蝿放があ
る

諏肪ﾉ<明神1:恥、祉人小庶ⅡＩ

氏肥縫11;I‘脳、『熊本懸I《名

Ⅲ;,Ⅱ;要

j螺f,ザ肥後地,碓淵」

ド１．人小噸IIllE（ＩＩＩ部111吋他）『肥

従I剛‘鰹、ｒ雌水鰹職伽迦



Tab､１４安楽寺下村下ケ名別集計（１）

－７４－

番号 下ケ名 上川 IlJII1 FIIl _Ｍ１ '1ﾘハ ド 111上 IlIIl1 111下 冊 飛散 初出出典 他史料 比定地

岩や 23809 4．２７ ２４３．０６ 】６ 慶艮１３検地根
安楽寺村岩
屋と合同ヵ

２ のま 83,27 1.12 5,06 90,15 ９ 慶及１３検地銀
宝噛１４地引
合
野川

野間

３
中牟田（中む
た）

1２８．０６ 30.27 1５９．０３ 1５ 鯉艮１３検地根
宝勝１４地引
合
中牟1１１

中牟田

４ ひる蓮 18.03 1８．０３ ２ 座及 ３検地桜

５ はたけ ３５１．００ ３５１００ ２２ 座艮 3検地綴

６ 平野下 ５８９．１８ １１，１２ ６０１．００ ４６ 慶艮 3検地根 平野下

７ ゆノき ２２３．２４ ４６‘1２ ２７００６ 1８ 慶践 3検地帆

８ 十五 161.09 １６１‘０９ 1２ 腿艮 3検地桜
|-瓦

９ 力､とふく 68.03 68.03 ６ 鯉股 3検地根

1０ 柿ノ木 1７３．１８ 19.09 1９２．２７ 1８ 座庇１３検地幌

宝肝１４下村
天満宮御綱田
御赦免分地引
合
柿木

柿木

前田 ３６９．１２ 31.03 400.15 ３１ 腿股 ３検地蛾

２ とうのつほ 72.27 72.27 ７ 塵腿 ３検地機
噛ノ坪

３ ほり田 123.24 123.24 １１ 塵股 ３検地嬢 堀木力

４ はたけた 9．２１ 9．２１ 既股 ３検地幡

５ はし木 244.15 ２４４．１５ １３ 哩艮 3検地幌
宝踊１４地引
合
南檎木

南梱木
北檎木

６ 蝿た（嶋ＩＨ） 56.27 5６．２７ ５ 哩腿 3検地機

1７ 城のうら １１０．０９ 5.18 １１５．２７ １１ 塵長１３検地幡
宝隅１４地引
合
城浦

城ノ浦

１８ そうつ山 90.03 90.03 ７ 哩陛１３検地機
宝肝１４地引
合

早水山
早水山

１９ 浦のまへ 93.06 9３０６ ６ 腹壁 ３検地桜

2０ 手なし 1０２．２１ 1０２２１ ６ 慶些 ３検地幌

２１ よないさこ 33.09 12.24 45.33 ６ 睡腿 ３検地幌 伎内

2２ 吉かうら 42.24 52.09 52.09 1４７．１２ 1４ 塵長 ３検地蝿
宝隅１４地引

合
吉川原

古川陳

2３ なる竹 １１．０６ １１．０６ 暖腿 ３検地根 卿沌

2４ 桑のさこ 21.24 7．０６ 2.27 ３１．２７ ５ 哩腿 ３検地帳 桑迫

2５ 藤原(麓わら） 55.24 1.12 5．２７ 63.03 ７ 慶艮 ３検地根
宝暦１４地引
合
藤原

藤原

2６ 井尻ノまへ 6０２４ 60.24 ４ 慶挫 ３検地桜

2７ 坂口 14.00 14.00 慶腿 ３検地隈

2８ さかさま川 24800 ６１．２１ 5．２１ 3１５．１２ 1９ 腿長 ３検地桜 逆川

2９ ひかし平 45.00 45.00 ３ 腿避 ３検地帳

3０ まへ 1２６．０３ 1.09 127.12 ８ 腿長 ３検地根

３１ 城の下 ２，００ ２．００ 慶腿 ３検地根
宝肝１４地引
合
城ノ下

城下

３２ おきわら 55.24 1２．２１ 6８，１５ ６ 班長 ３検地幌 荻脱

3３ ひらの（平の） 56.24 1０．２１ 6６ 4５ ７ 慶長 ３検地根 平野

3４ 寺崎 1７２．２７ ４．０９ 1７７ ０６ １９ 腿及 ３検地根

3５ 香町 79.15 43,24 1２３ ０９ ６ 鯉些 ３検地根 秀、

３６ 水うち 4６６．１５ 4６６ 1５ ４１ 慶雌 ３検地根 水打

３７
大工瀬町（大
エセ町）

2０１．２１ 2０１．２１ 1５ 慶股１３検地級 踊冶屋力

３８ たて原 38,15 38.15 ４ 哩艮１３検地根
宝騰１４地引
合
たら原

陀椛隙力

3９ まへ畠 １９９，０９ 4９０３ ４５．１５ 1．１８ 295.15 3０ 鯉腿１３検地帆 前畑

４０ にし平 32,03 ５８．１８ 1．１８ ９２．０９ ８ 眼艮１３検地根
謂隅１４地引
合
西浦

西油力

４１ いのくほ平 25.15 ７１．００ ９６‘1５ ５ 腿災１３検地桜Ｉ
K肝１４地引
巽
刀

､のくほ
猪久保

４２ せんかい ５．０３ 3８２１ 135.24 49.24 ２８．２１ 25803 ２７ 慶災１３検地根

宝MLW14地引
合
北せんかい
南せんかい

北前侍
南仙皆

4３ 原ひつ 11,27 12.09 ２４．０６ ７ 慶践１３検地帳
宝勝１４地引
合
殿ひつ

矢柵



Tabl5安楽寺下村下ケ名別集計（２）

－７５－

淵｝ ドヶ橘 上田 '１１１１１ ド川 上品 中畠 Ｍ１ 111ｔ IllII】 山下 計 ､歌 初 Ｍ１典 他史料 比疋地

4４ 峨蚊ノ内 １７．１５ 13,27 1２，００ 18.00 3００ ６４．１２ ６ 畷1と ３検地椎
宝隅１４地引
合

城下居屋散

4５ hIlll 5． ８ ２４．２７ 8６．１５ ９．１２ 126.12 ２３ 畷lと ３検地帳 1１

４６ いしり １３.’ '３ 1３．０３ ２ 鯉股 ３検地帳 排〃

４７ 秋ﾒL脱 1３０． ２ ８５．０９ ４７．２１ 20.03 130.06 ４１２．５１ 4０ 哩災 ３検地帳 秋丸ＩＫ

４８ 秋丸 4７． ８ ２８１８ ４2４ 51.24 12.03 １２．００ 156.27 1２ 哩災 ３検地帳 秋丸

‘１９ ~重反さこ ４４ 0３ ８２７ 14.00 67.00 ６ 躍雌 ３検地桜

５０ 火くぼ 53. ８ １６２．１５ 1９ 0６ 1．０６ 1８ 鯉陛 ３検地桜 大久保

５１ ひさい原 ３ ２ 4.15 ２0６ 1６５２６１ 14.00 ２７．０６ ２１７．０３ ２７ 賎及 ３検地帳

５２ うそ １２ ５ 1６．２１ ７0３ ３６．０９ ９ 哩股 ３検地帳

５３ 古城 ２１ 0６ １１２１ ３２，２７ ６ 鯉雌 ３検地桜

５４ うしろとう 1７．０２ ８2１ ２５ ２３ ３ 暇腿 ３検地帳 灰端ヵ

５５ 川 ４８７ ２１ 4８７ ２１ ３１ 哩災 ３検地根 !i川

５６ かいね 1４４ １５ 1４４ 1５ 1０ 哩腿 ３検地帳

5７ こかのまへ ７５ 1５ ７５ １５ ６ 腿'＆ ３検地帳

5８ 徳〃 ２５６ １１ 25611 1９ 賎 ３検地帆
ド総ﾉノ
上鯉ﾉノ

5９ その州 ６１ ０９ ６１ ０９ ６ 塵 ３検地桜

6０ ドホ田 1７５ ０９ 1７５ ０９ l‘１ 畷1と ３検地帳 ド牟剛

６１ 打まかり 1４７ ２１ 1４７ ２１ 1４ 鯉災 ３検地鞭

６２ その 4.18 ４ 1８ ２ 鯉1４ ３検地鞭

6３ 偽町 .i(lVf ４地ヴ
へ
、 名町

6４ 川添 'i<肝 ４地ヴ 合 川添

6５ 大切瀧 ‘i<Mｆ ４地ウ 合 大鳴淑

6６ 荒平 ‘i<Hｆ ‘1地３ 合 競平

6７ 【I職 尼 'i《Mｆ ‘1地； 合 中峯雌

6８ ‘ＫＭｆ ４地リ 合 ＷＩ

6９ １脚 脱 ‘KHｆ ４地リ 合 平Ⅲ 服

7０ 池I’ ‘i<肝 ４地利合 池Ⅱ

７１ 牟I’ はた 'i<肘 ４地洲合 牟Ｈ端

7２ 北hｌ ‘i(肝 ４地‘洲合 北､Ｉ

7３ 刷城 ．i(IWf ４地引合 制城

7４ 小城 'iJH ４地州合 小城

7５ IIJ城 .i(1粁 ４地州合 中城

7６ 人道峯 .i(１門 ４地引合 天遡系

7７ １０
１
Ｉｆ
Ｊ
卿
夕 'iＷｆ ４地引合 野中

7８ からん ‘i(刑 ４地引合 加靴鰍

7９ 101水1-1 fkMf ４地引合

8０ 火平たいら ､KMf 4地引合 人平

８１ 狐洲 'iＪＨ ‘1地引合 狐脚

8２ 雌駿 'i《1門 4地引合 尼峨

8３ 水藩 ‘KMf ‘1地引合 木落

8４ ドリ山 .i(Hｆ 4地引合 下り１１１

8５ 他が平 .i(Hｆ ４地引合 松ケ､1４



〔cq〕Ｈく這迩瀧掴鼎（『達轍凝謹』震1隠念翠転麓讐）
１違璽急蓄

曙塾111暗十11匝尽ヨ匡這尾逗

（号窒）

拝-K裳掌＝窪睡<鐸孫魚屋鵠ヨ′里運園置后』U惇糟渥匿′悪作篭遥拝匿糎′喋抹零．４.憎蛋

遇誹蒔き′営憎陣紳陰′（廻窒）

〔”〕Ｈく握使偶蝶俳柵扇室温（｢』<器迄Hく鍵伽わく駒」『隠呼筈劃』頚奪哩ｌｃ短ど・吾堂曙１国'１函）

(程窒）

図埋滞制琴会議１諜墾重墨蕊
（１０２７）

侭樵国警'一二筆潤剥掛捧劉肖窯遥這÷苗ｉ'1巻｛〈．堂雇１１|＊ｲ<吉迄米早亭11赤淵零当肖

涯等

(号蟹）

郷,'１.刺零世終鰯|畔､]筆溌糾Ｎ
鞭当来輸当閏十単堂11i証

（卜〆）

H二I＋葦産墓三室'卜哩埋屋辱罰茎'|茎驚寒単漫屋暮雪←辿幾美隅蔓Ｋ＊

(号智）

鎖謡要罰潮垂韻揖盤馳

辿濁Ｎ当＝輝馬・填口・-H霊・斜僧・権畏・停舗・輝逼・淵等郵卦く蛍ヨ

(巡窒）
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〔①〕誰匿哨偲璽舞織（「受牒僅ｋ塞掴拭維」『糾寺悟倒』駆糞鯉唖抱ご・各堂騨１１』Fj士,）

□口剥量曇に里翌函淵零皆・里程園停言当式砦華美書′単濯謎刊血′浄墨時信樗琴濁□□

哩恕N三侭箪早,３，夢燕拙星章
碧牒十｜砦Ｋ函÷具匡堂窪雪雲爵

□口壷

〔ト〕臣噴巽障総雲二篭（｢活軽重理拭捧」『轄寺彊劃』窺雲巽唖にご・号劃蕊↑1○11＊）

ｋ黙十Ｋ職十画幸Ｋ＝

蕎這徽当垂隠刊善

（号畜）

１．幸Ｋ室惇′三塁号蒋〈電１陛挫

（号蓋）

種割遡掛′』-6侭‘L5塁､志騨剥涛′

（号蟹）

終案１害舎里号蝉急毒蜜

（号篭）

美毒１害重電精転謹這昌一

(巡蜜）

〔｡｡〕ｄＫ轄潔灘維萎沖（「潅五やく律」『第呼悟劃』甑衷曜唖恒二・号堂蕊１１'1ヨ幸）

皇遇逼隅零崖Ｎ蓮′当÷三′匡毒Ｎご厘黒′逗毒側包建長吟望呈零′三豊塗剥置÷雲余剰

等'期室濡儲観瀞罫些掻糟信謹吾繕筈圭訓蕊,憩々 認１，
隅函Ｋ＝瀧誤(鐸葦誤）

（塑韓）

臣きく．』-|繍謹
倒喫瞳儲§､奪謹
糖湖隷謹
潅琶剣巡や望

－７７－
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誤蕪伸刊こAjv約･「､寂
｜侭

〔③〕謀緊甑景仁想に婆（｢斗虚拭挑」}Fl中『蕊些畏筈叙』倒奏曙謄I陣恒草・骨望）

零口嘉二
毒
へ
一剥掴一

軍
１
．琴
』
睡

型
ｉ 言精昼

塁ご個型Ｎ裡鞄至専
ｌ侭 言111墜

呈埋仙哩刊昼詞零
１糧 |崖１１１瞳

（塑弾）

瓶匿'１鵬撫蚤
Ｋ魁砿謹選令趨

１１１匿

嶺叢詐剖垂÷雪誤審

１侭(1579）
１K尚早暗

貞函幸く匡

鴬111蓋網羅医霞趨

11重余

巽謹（禅量）

〔三〕特'|喜慌感撫仁萎(｢望峠拭絢」Ｉ偶『隅票筈劃』車妻里鴫慌鼻七）

揖穏拳Ｎ護′黙瞳寮嘩箪撫糖Ｎ鞭'１侭議掛這匿還磐′鐸諦最に傘潤択謎′除くr特錠些′

謹雲篭Ｎ塞鐘＝′そ国葬Ｎ逗喫幽曇１種当Ｎ些′鵠自適泰輩・騒碧１海剥室′導き碧信裂

廻懲墓濡紳午畳些南へ'熱伽′ 時ll渉(令ご儲駒）

周室冒÷璽匡 脹蕊(禅韓）
（還浄そ）

篭潤轄皇,｡暑雲〈

〔＝〕馬'1婁鵬蕊蓋環に景仁堂華(｢謡筈拭捧」１１<『器寺筈劃』駆婁緊唖）

隅肖く濡鰯埋熱，
（鐸葦）

隠螺養判台三Ｎ毒摂練詐幽幽萎｜侭黛国碧
電ｖ今梢輯

:鰐MH製〈
些乱
111制
畷ｅ特秘録

｜堅’十脚く

郵・』-H<屋

噸碧
命１－′⑲

illl里11拭

僅冷辱卦
緊悩禍ら蝿

〔型〕謹碧詐昌〈偲侭仁婆（「音ご撰知」早く『梢専悟剖』駆糞曙u，）

里遇函隅濡嶺繁作N鍾十''i童余雪N帯'信仲垂景に#鵠悪蝿震慧伶匠畳些南々篭'１順′
１K闘箸察一画≦<鵜(鐸三）
÷迄蕊

－７８－



槌望・号望里．i争占くま､）

×ili室・竪当瞳く※

〔国〕｡『黙想祭三思』艇'十暗一i'喧十,1'零(『H辱需』躯真鯉,。畦.号劃蕊,i単K中）
÷1'1国′（渥澄)豊特種雑他罵謹・泰緊着筆・皐些王′響1'i-く〈謹諏ｕ１－'蚤些’？堂唾画呈

型剥建礁峯乏雲′譲塵Ｎ昌熱穏竺′逗三堂′帯や莞三､重鴇需時誓磐′三厘』V琶ヨ′慧窪剰

々唾牒・偶熱帯響』Ｕ瀧塵．Ｎョ室謹箪′（迩澄）

〔国〕。『当拳認岩室亀』蝿L－，=÷ｮ=樵(『嵩寺＝j蕊妻塞‘。＝.＝里i当；<封
一ョ重′（渥塞)善匡′湊緊潜三・皇署違堂筆舗室､＝丑雪刊謀瞳謹都蕊′謀帯÷蕪三穂窒磐・

望承謹顛輪遥辱華箪′や浸歌Ｎ苫響』U′碧二延毒信筈三Ｎ款苓ョ・塾毒蕎雰１１製桂吾竺′

(趨澄）

〔国〕ｅ『当糞認呉=堤』蝿淫÷･云圭に器(『琶等筈劃』寒寒‘。
÷Ｐ１＝′灸Ij-)拙く雑奏押弐畳当箪・蛍垂垂云型調Ｎ-きく劃蛍謹箪長′

哩伍ヨ′１１１＜劃雰母些′（遜蜜）
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（1608）

〔富〕ｅ翌蝋÷11|警塞署署繍蕪輪陰茎吟与等（蕊）（『篇零筈劃』漢室罵副Ｋ１ｌｌ謹）

ﾖ陣砕ｅ機畏骨ヨ(号ね狸）｡蝿撒逆心逆裡迄Ｈ－蜜陛曇へ抽

十縄長』J玲ｖ鐸へ畏渥里』J，ｍｅ(､魁幽三､田埜裡垂裡逆』

筈婁裡(雪田）謀ｅ,いふ坪‘い(､三窪ｅ揺ぐ滞得』苓得≦ぬ１Ｊ

枢機‘い①得蝿年蝶ｅＫﾉﾘ〕謹睡(謹穐心）沫哩へ慨〈蕊。抑昼jｹU拙

三白墨』幹描く謀ｅ砦縄抽暴⑲．⑲ｅ(時ｅ）綜雪悔蔓

蒼瓜伊裡ＫＨ蕊萱(ＫＨ牛j旨）狸}-'蟹禍〈咽里-〕陽二ｅＶ退侍銅-ミ

長ら蝿。｡咽議、種損ョニー〕三、鋒烹崖鋒拭１１凶ｒＵｌｊ．Ｋ

,/壁白狗呈匿,<…絢葦，い､-〕卜O皇U,ぃ担三侭二黒ｊｊ長ｅ偶〈

運ＲＮｒ'ｅ噸催僻亘犀拙侵二、

（1608）

〔宮〕＠劃率十''1器埠碧暮侭難輪三余蓋霞零吟上､零（蕊）（『料零倍割』蕊糞蕊副ＫＩＩ'１

江）

暑狸星禍』J逆当U翻二、魯異ｅ拙〈６樫.-)＝一)Ｊ１"nい、頚型厚､裡

長狸埋人畠Ｊ４ｐ）j単,,p=、′''岬逆裡岬ｅ逆裡吟、三極へ禍〈

雲噸魯異蟹識ｅ琶窪掛』U，｢ｗｅ漣｡⑲(浬牒）侭弛皇長’ｎ心

呈へ合①』粥逗裡急慕ｅ傍

（1608）

〔里〕◎謝哩÷111警鐘裂馨三頴巴婁吟上､零（錨）（『淵等悟蜜』駆室鯉副Ｋ'11種）

察迩慨〈（巽個Ｓ描く）坪'ｎＣＳ亘Ｋ呈匿写､‘いし慧怪寒川』筈崖

魯抽Ａｒ'≦(負柚１Ｗ）細』J得』－)投逆製Ｋ浸睡響逆製’二三匹('二

畳呉心）長異⑲狸‘『､ｅ揺ぐ鞄三号(､蝿且剥亘坪.-〕抽岬〈身
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（1608）

〔里〕、倒喫十111警謹裂轡’二舌臣韓悟上､零（料）（『隅寺悟母』駆糞曜醐K11ii極）

埠畏童蕪伽Ｎ拙〈噸鞠。K裂匡昌一腿営抽異A】韓、拙〈逆二厘

禍〈三逆爆里如きU三､三(釦-U全､臣）押里裟鼻①牙.-〕榊剥壁砕企異

Ｉ､(ｗ、銀-ﾐｅ揺ぐ長抽岬〈判国華田導ヨ''/報噸≦、型異』J得

』陛廻÷|-Mｓ、雲三Ｋ皇蟹(巽二遁浬Kb）拙く唖白長--〕園

－８０－

〔雲〕堤溌罫剃景蝉蛍華舗室帥（「匿直拭搾」『欝等提昌』甑糞里'の拒茎・号望蕊１１言具顕）

隅零祷桓韓撫Ｎ涛

望華旨葬華締余

｝二・Ｋ匡騨訓蝉墨

１．F１重海窒話畏碧

筒匿拝鴬曙特署

〈Eに隅鯉Ｋ萱

（隙碧÷墨鮮塞舗言室崇余薫ｌｒ
員電÷ヨ国騨軽罫劉（鐸童鵠）



〔色〕綱叢詐Wく謹誕-K謹旦(､抽尋華剥堅塁

（鵠拒わく誉腫誕「輯塞器竺1'¥藍｣′『淵零二劃』甑室里心料望鯉１○静皐Ｉ等<幸）

ヨ唾１１匹

（１７“）

〔宮〕◎淵幽十璽母'一ｔ､螺雑響（『倒零モョ』淑支狸詞Ｋ１?''|は）

苔冬匡韓

糟畏謹拭騨量令騨淫唖畏言’皇当橿騨匝蓋逗鋳三
蟹坪皇､皿磐喪皿幽ｅ瞳掌Ｓ催毎抱幽韻ぐ作掴雪●粥

』<萱÷旨差華ｅ程－２－１ｓ寝迩筈蓮ｅ≦翌堅鈴匿(鈴Ｓ雲）

選菩砕く､黒誉緯鐸這軸'nlj幹窯ｅ糧嬢匹匡匡牒、寝

-ﾍj'ぃ1j哩噸蕊琵匡塵雌蕊

に〕漂零毒担葦掴渥三三毒迄
（I斜5）

（1''三犀置尋仁蛾画くN握饗揖圭11蚤÷１雲雀鵠′『等等筈劃』塑雲悪ｌｃ圏三鯉１睡露１１虫､）

(這澄）

:K当隼豊１１錠憲二罰豊凶;<筆禅等′営鞘皇渥ﾖﾘ長垂達峯誉窒三号里墜′景仁篭や票僻時長

１些毒拒謀皇′三謀′軍１１筆＝蚤箪

暑運111翠室淫等111極111筆ヨー

這令裟淫蒜隼曽至′澄謬倖′巨涯等''１華至′、ハQ呉串Ｋ通読華室
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〔雪〕隈等毒性軍普器零
（1715）

（そ註やく二種遼謹謹言蚤く＝誉員．『当等二劃』鋲塞理唖曽室忍．○玲乏？ざくＫ室）

(渥蓋）
憾淫豆

１器違曇碧匡毒差露室誤孟痩

響裟量鍵・謹絢怠達鏑雲峯這這誉望総畢時三曇竺′乏三繕111陣．Ｋ＊蓮漫々菱崇婁

(謹濫）

這電雌Ｊ柚隅蝋謹哩-)榊章三蚤暑(､'＠農、ロ単･』J望室．

(ニドバハ｡）型萎坪≦′''蝿得時-〕制

１隅等塗逗国際橋嶺叢綜渓握煙Ｎ窒・深塁三選割濁房11警墳渥函緋迄曇藷11窪′室豊÷雲

＝料垂蝶韓剥漫〈漫渥窒燕仁謹三華竺′誰望孟壷堂趨謹三二(､異謡懸演ＩＩＥ辿望′議訣電

．Ｋ澄哩嘩弐′劇母ごN-･裁綱紳装埋騨濃怪′国〈〈ｒＮ圏ＩＩＥ拙噌越這<屋麓釜腰織舗p騨与畏騨

11翌誉暑些′（号蟹）
（17錨）

（淵睦篇)111画幸呉唾黛亘砦鞘遷至

這幣に諜号

〔胃〕淵専毒鍾ｮ峠壷料鴇(鰹l言謄川＝『隅零需』虫妻里割三Ｋ窟）
彊燕掴三窪ョ崖

－８１－



彊難く牟隅喜

黛-く無111個Ｋ窯ヨーく

１矩．Ｋ匝偶鯉派陣ョ六Ｋ余穀錘逗

臣11i空や量wl凶ヨ遥

雲蒜鯉ョ崖ョ着無用翁

望迄匡景Ｋ蓄電“碧送個築′瀧頓程掛々雛１１屋堅志曙室些望′鰭頓１１塁蚤進'二米堅遭１１扉

濯′裳慧封豊達〈漣誤１１胃号箪′善葬件終蚕斗く｜龍騨付誉瓢橿ll之′篭誉Ｎ鱈蝉ヨ蚕黛１１

駐匡紫譲１１畢督′今々景嶺Ｎ厘冬三幹僑作三韓１１罫哩'無念〈昔１１Fく幹蛋'迦斗細筆母堂′

尊摂１１国〈口些謹神く寵急、這郡据酢娯怒１１謹示隆二､丑墜′蓉弾-く刊母華如堅作．白嘩供腫

、重劃箪′担溺雲釦籍′摺望豊々掴廻三､畔＜呈裡』筆嘩黛′畏諜三雲誉．Ｎ篭害誉講穏、′

起濁渥謹員,Ｎ'風骨紳掴観、-H叶濁、蒋換ＩＩＥ蔀哩崇箪11迄'畔景維４K如劃製鋼華些嘩裁′

饗-H細鑓渥-)掴哩重､無母些′汁Pく抑獣坦壷岳迄遜Ⅱ重園箪

（迩窒）

彊熱派にＫ無自零

蕊-く無伴貝窯編-く

１繕1ｒＨ頭く窯言逗』<六編末停韓

田隅無目匿目哩岬穏損鵠

三国狸く量蒜着11:瑞

善韓臣衰霜くこ砦′重-H誤契、碧這時垣<二時長′郵渥詳母々蝉11重室志墨至襲奪薫′藷頚蕊

'一糸雨灘１１塁誉些11セ′劇針重蕊志排蔭三時畳′田景升〈蕎部如附<′誌終Ｎ這々迩難１１辱

掻壬些′這悔蛍１雲１尾１１頭侭報１１犀章′韓恒11唾４口墜嘩粋′‐く細輸、韓匡刊碧損ＩＩＥ〈

造園三､侍号′貝雲翠111上､毒１１婁至堂p<蔀建碧・繕裂１１還浸迄謹諜三雲型些′塞妻刊陸慌蒙

Ｎ′｜恭湾室HqlI瓢、′や哀識泌Ｎ郭今′回輸-く蕪11迄′重郡瀧ト寒諦湧些当１１に鯉累１１

÷扉±'五蕊麗章′雲葬ト課ヨリＩＦく畔、理鐘製畏墜′田損11<誉如南諜騨1､{-,坐匡11士l哩′ヨ

畔燭、幾．長Ｊ制特待再11捧判′嵐厘三景署鴬畔く尋土i園箪謹鞠′早室雲罫ﾖﾘ塁く雷野畳還

１１鵬扇11理知謡櫛室､′紅Ｎ骨〈K侭対程如摺二′器雪１１〈葉丑些′に騨網副騨延Ｎ′雲雲ヨリ

遮戻重迩謹剃無墜鈎理霞倉′摺躍群Ｎ汁伊く駿震室±i些

(遇蟹）

彊無111無１１|専

票-く蕊匝Ｋ隼綱く

矩派海111年く陣長赤禅末

ョ＜言淵哩く堰試無掴鵠

三隼111重喜昼竿橿』<鶏

三話田毒
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雪韓三景輔傘挫箪葬煮′慧華葬逗程Ｎ鴇舘釦潅蟻侭塵１１厘′蓑特Ｎ漫蝉ヨ寮燕11翠蒙１１犀

誉些′碧巻位議′田代〈諜鑓I､{L･掌巨11坐二､′鴬認Ｎ砦庭<鋒珪Ｎ督鍬輪、′諜報鴇・叫恒

窯如藷些葬揖''二′卦割Ｎ暗塞ぐ蝿、割鴎田筈Ｎ件ご翼裟Ｎ墜望・やく里Ｋ警告幾国拒雷言

芝１１筈諜三澄嵩ﾖﾘ繍蕪諦韓・蓋臨韓・砦雲11雲箪穐誉黛畔Ｎ祭終知型揖′剥蕪幕・慧顕巨

韓剃匡11蕊澄細鐘掛′剰鴇如糊や畏侵革謂塗生群如皇裡』′篭特lI遅く匿蝶Ｎ叫田如蒋や

蕎雲黒11＜創蒸調叫田難曇劃蟻′ヨHと,掴、鋸・長』加持徐喜１１章梨ヨ齢１NJ臓器式′掴窪

拳｡K三姿鐸俳如涯直談働勝＜望竺

(迩蜜）

贈蕊Ｋ華く喜

蕊く蕊舗迄呉隼蒜一く

１運ヨ腫三隼きく縛Ｋ吉砦÷ヨ華

屋輩く童１１１哩三暑

雲1W箪禅量111週蒜遥蒜翠や当

善毒窒毒ﾖﾘ謎三塗11窪三琵臣毒直渥冬・叫巨翼』V種三11匡・三損三菱三雲ﾖﾘ今,入志二二単

雲令、′衰宍〈鱒、誉11Pく拳裳１１毒誉′雪巻く謹萎′言堂採・黙這１１詮二､′卦製Ｎ箸塞ぐ

騨制筈叫、認′叫臣11淫餐幽畳箪望′型P<拭畢．Ｋ番舎蕉至如孟罫ご剰誉制ご患如劃蕎掛１１

匡窒誉二狸』隼く萱祭叫ヨ細穏･暑婆・誉善く迄護韓拳皇担当達廻些′ヨ灘Ｎ垂降雪11熱

．漢拳細獄泰１１妄Ｏ′ｐ<葬寒量倖判箪奪蒋筈天蚤竺′・契三茸雲知語′浸耀剖降＜謹慎拳箪

(迩蜜）

彊無舗墾Ｋ喜

蕊＜無極論零Ｋ＜

１還流睡国停滞＊￥常三第匡韓

ヨＫ崖隅哩早着Ｋ鵜

衰隼ョ言言葛

営毒雲葬雲ﾖﾘ景塗１１陰′三宍蕪碧剣筈11渥鴬や望謹黛‘吟製刊豊窒葬鴎、長薯・酔三く童

騨倖剥些裂′三篭重・陰÷三厘塗料ごＫ島誓直室智誉如誉与''三嚢当為､′汰迩二票裟Ｎ′

署織如猷些謹戟′ヨ嶺〈I全÷三毒ﾖﾘ葵志当＝寺実剖謹裳重当′差蕊軍〈蝿、吾ＩＩＰ<拳議窒

三裟昌堂′署逢裟・認知筆二､蓋謹Ｎ羊塵等＝姿・灸.-)如律三這祭′掴雲蕊縛除く堂箪

握呉奉早毒

蕊く無ヨ睡鱈窯く-<

１篭』F]遁ョ隼具陣111＊＝冬匡韓

三川翠１１i営ヨ凶Ｋ鶏

景１１１鯉１１|崖1'1墜貝掻１１|鵜

雪雲匿軍垣４口幽碧当挫磐謹窯′畔橋１龍剖叫蕊這１１渥・課1il口陣Ｎ′獄ご噸、匡一U吾信Ｎ

翌蒋袈碧11厘′三義ヨヱ・催≦三毒・当÷三毒11匡余畏二担当塗11章′卦劃剥渥<鴎、害

署皇裡･-ｙ堕宍鱒、叫重11犀誉′濡顎渥畿々蝉１１霊露悪墨三磐望′難崖=､釆如謹嘉漣′自
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第６章総括

１辿柵

本辿跡では生活跡に側する辿柵はなく辿物埋納辿柵、川途不Iﾘlの不定形土坑状辿柵、地形にそった状態で

検出した洲状の辿柵などが主である。辿柵の大半はｌ区からのものである。

中世辿物包含１Ｗ（３肘）下澗から検出した辿柵は数あるが、そのなかでも土坑SKOOlは平面形が不定形

でありながら埋土中に土師Ⅲlが完形で１１枚亜ねられ、横倒しの状態で出土している。また、隣接する土坑

SKOO2から同じく土師IⅢが完形で1枚立った状態で出土しており、故意に埋められたものと推測することが

できよう。特にSKOOlでは１１枚すべてが接しており重なった状態で世かれたことは明白である。これらは、

埋納という人為的な行為が考えられ、祭祁的・糊神的な行為であることが考えられる。しかし、ここではそ

れらを識証するだけの黄料が少ないことから、本鶴ではりＩ実報告のみに留め、他辿跡などからの出土例もあ

わせて検討されることを望まれる。

ここでは数ある同槻の辿柵から過物を含まない辿柵について土地利用という観点から検討を加えることと

する。通常、当該地付近の現在の土地利用と同傑に中世においても水田剛作が主であるならば、水田の水澗

れの原因となる床土以下に掘削が及ぶ掘り込みはあってはならない。水田疲跡は土地によっては水分中に多

く含まれる鉄分の沈殿による赤化した而が発遮し水田面としての手がかりを弧してくれることもある。それ

らは、本遺跡において、場雛備前段階の近世の水田痕跡としてｌ区北側土府断而に見ることができる。

次に水田ではなく畑地としての利用という観点からみると、近世の例をあげると畑地であれば隅に芋など

根菜類を貯蔵する掘り込みが掘られることがあり、それらは通術、等'111隅に数韮からなる掘り込みが検出さ

れることが多い。掘り込みは円形や方形である場合もあるが一時的なものであることから、不定形である可

能性も商い。このことから、中世面と仮定している多数の土坑状の掘り込みがある胴の前後では、鉄分の沈

殿は見られず水田としての可能性は低いこと、反対に有機物の痕跡を弧す灰色粘質土の堆袖が見られること

から本地域は辿跡の形成された段階は、畑地としての土地利ﾙﾘがなされていたことが想定されよう。

２遺物

本遺跡出土の辿物は包含屑出土を中心に、土師器、中世須恵器、瓦器（椀)、謝磁（雌泉系)、白磁、滑石

製品など中世資料と、染付を主とする磁器・陶器類など近世資料が出土している。また、わずかではあるが

ｌ区東側において自然流路落ち込み中から４世紀後半期と想定される土師器が出土している。

近世資料主に２冊とする１１１１１場盤備前段階の近世表土下及び、洲SDOOl、SDOO2から出土した辿物である。

器形は擬悩成形を基本とする磁器が多く、器甑は丸椀・筒型椀がある。文槻は二亜線からなる緩やかな角度

を有する綱目文、縦線とヨロケ文、蕊花文が見られる。それらの製作年代は、簡型椀は１８世紀中頃から１９

世紀初頭、京焼の影翻を受けたと見られる小丸椀は１８世紀前半、コンニャク印判を用い見込みに五弁花を

施す椀は１８世紀後半などと考えられる。したがって、本辿跡中で近世辿柵とする洲（SDOOl・SDOO2）は

１８世紀後半には水路として使用されており、出土辿物はその時期に当地に持ち込まれ、洲の廃絶とともに混

入したものと考えられる｡この時期の当核地周辺の町のあり方から､肥前系の品物は一度､西へ世線で約1.5kｍ

に位慨する肥後五ケ町のひとつ獅瀬（現.玉名市間瀬）を経由し、当辿跡の位脳する菊池川左岸地域に搬入
２

が想定されたことが胡うえられる。

''1世資料主には、１．２区ともに３．４凧を中心とする辿物包含胴相当柵よりの出土辿物である。辿物を

包含している1Wは水性堆馴による灰色シルトであるため、大部分の黄料は流助的な愈味合いを持つ資料であ

ろう。

しかし、このような中でも、土坑SKOOl、土坑SKOO2から出土した辿物はほぼ同一形式であり、一括性

の高い資料として見て取ることができる。辿物は、土坑SKOOlから土師器杯が１１枚亜なり横倒しになった

ｌ『九州陶磁器の細年』九州近世陶磁学会１０川年妃念九州近世陶磁学会２０００．２

２玉名市教育委興会『玉名市内辿跡潤在柵階i1III』平成13.14年座の糾従玉名市文化1M捌在州侍輔１３典平成１６年〔2004）

３月付鐙近世における「商瀬」の側而と出土磁器蛍父雅史

－９３－



状態で出土し、あたかも土坑内に埋納された状態で出土している。また、土坑SKOO2からも埋土中より完形

で１枚出土している。

ここで出土した土師器杯は、口径が約１２ｃｍから１３ｃｍ後半で、器商が2.5ｃｍから３ｃｍ以内に収まる。

４１のみは他と比べて器高が3.6ｃｍとやや高いが、同じ製品の範調に含まれるものとみなした。また、製作・

調整技法の特徴として底部糸切り後に脈状圧痕が強く残る(４２．４３は除く)。見込みにはすべて、回転整形

による凹凸を消すように強い指ナデが施される。これらの技法から製作年代は、１３世紀前半から中ほどと想

定される。

３府の辿物包含胴としている届からは、瓦器椀の破片も数多く出土している。外而の休部下半に回転へラ
コ

削りを施し、休部『I'位下には指押さえによる痕跡を認めることができる。このことから、肥後型瓦器椀と呼

称されるものであろう。肥後型瓦器椀として資料を見直すと外而体部に粘土接合而と見られる横沈線なども

観察され、肥後型としての特徴をあげることができた。同時に出土している土師Ⅲlなどの黄料と同じく瓦器

椀においても制作年代を１３世紀におくことができよう。

以上のことから、当辿跡周辺の住環境を想定すると次のことが出土資料等から窺い知ることができよう。

古城時代においては、平野上の自然流路の一部を確認したことから周辺の丘陵地及び微高地地形の縁辺部に

あたり、生活域からは外れた場所にあたっていたものと考えられる。

その後、中世までは当辿跡の２．３脇に相当するシルトの堆執が厚く見られることから耕作不能な湿地帯

であったことが窺えよう。大山・青木氏による論考においても木葉川河道の変化が触れられ、平野中央部に

木葉川旧河道が振れていたと思われる。

中世になると、湿地であった遺跡周辺は河道の変化のためか人々が足を踏み入れることができる乾いた土

地になったようである。土坑SKOOl、SKOO2を始め多数の遺柵が認められることからそれらが窺える。土質

がシルトの粘貿土であるため耕作がどれほど出来たかは分からないが、SKOOlに見られる土師器を埋納する

行為など祭紀を行うほどまで乾燥した土地であったものと考えられる。

近世になると、ｌ区で検出された杭列を有する溝SDOOl及びSDOO2が掘削されてる。再び、耕作には向

かない湿地に近い状態までになったのではなかろうか。満はそれぞれ、ほぼ直線的に区画されており満によ

り排水された空いた空11Mは耕作地としての利用があったのではなかろうか。

昭和４０年代に白石堰の頭首洲が整備され、玉名平野全域の水田化が図られた･そのため、当週跡周辺も

圃場整術が行われ、中世以来の地形は失われてしまい、小字にその痕跡がわずかに弧るのみとなり、遺跡が

存在していた地形も失われてしまった。（長谷部）

３中世土鯉研究の珊廻研究Ｘ日本EII世I?閲研究『鰍本県における中世前期の土踊麗について』英汲口W､朗】99‘8年１２ＪＩ
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PＬ７

2004年６月撮影訓帝区1-空より小岱山（西）方面を望む（調査区左側が木菜川河逆、奥が菊池川）
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１．１区西側中世面完堀状況２．２区中世面完堀状況

３．１区東半部中世面完堀状況
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2.上小田阿弥陀如来坐像線刻板碑

４．上小田小前板碑
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祭田下遺跡

2009年（平成２１年）２ﾉｉ１Ｈ

所在地

くまもと

熊本卯

甑別

散術地

包含刑

コード
北紳

市町村

たま画

玉＃17
つる
ｈ

留

主な時代

中世

近世

辿跡悉弓

姉小帆（､１３）

Ｉ州'1ｊ

〈２０６）

．１３５

3２．５５

４１''６１８９

(11本測地系）

ｉ２な遺構

土坑・満

流路・杭列

自然流路

印刷仕様

●判型/Ａ４判

●貞数／１０６口

●組版／写真写械（１３級小塚明朝Pro）

●製版／スクリーン線数２００線で製版

●用紙／表紙（アートポスト220kg）

本文（上質紙１１０kg）

写真図版（特アートＳＡ金藤４/６判135kg）

●製本／左無線綴じ

東締 調在期間

１３０･３５ 2006.6.1

３７''４１８８

(11本測地系） 2006.10.27

ｌｆな遺物

I:帥器・中世須忠器（東

柵系）・瓦器（肥後型）・

IIi磁（Ⅲ泉潔系）・白磁・

近世姫付（椀・筒剛椀ほ

力､）・洲ｲi製品など

Ｉ淵侮而械

5.762,1

調査要因

九州新伸練

建設工‘Iド

に伴う

蛎前湖術

特‘把りＩ項

KfibI2野における沖削地

での1111M期における’二地

利川の状況を確認

l伽IjllIlがjfl1納されたｔ坑

そ砿退。典藩縁辺部での

瑛肥の１１能性あり。
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